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日 本 建 築 協 曾 ュ ム

創 立 満 十 五 年 記 念 出 版

本書: は本舎常設の災害強度委員舎が数年t L : 1 ! って苦心調査蒐集

しfこ資料を輯鈍して一本に纏めたもので、大阪市内約五百 ク所

六百有悌の試穿成績の中重被せるもの 、近接地に して地質酷似

せるもの等ぞ省略して四百十四ク所ぞ選定したものであって 、

他に同種の刊行物なく淘に斯界に於ける 鴬異的出版である 。こ

の1+1版刷探して本舎としては凡ゆる黙に於て多大の階岐 を排つ

fこものであるが、しかも術上梓 し? とる所以のものは 、土木建築

聞係者が計叢K 話り常に必要快くぺカ、らさ' るものであり、叉容

易 I't si 要のもの冶調査し得ると云ふ質K 簡便にして、新界にと

り稗盆齢、からざ. るものと信じfこからである。

l蛇の土木建築に開係ある諸賢へ この模威ある賀典栓御薦めする

衣第である。

四 六 倍 版 上 質 印 刷 紙

上 製 箱 入 クロース装帳

定 債 3 . 50 圃

送 料 12 銭

( 本協曾員に限り 3.00固)

日本建築協舎刊行

大阪・北区・朝日" t ' )レ
一 丸 善 本 支 底

責捌

柳 々 堂 書 底緩嘗ロE巨大阪 39975
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東伏見邦央伯 11横d ' ! 市磯子に御影r邸 1" ，御建築 rj' の庭 十 二

月 三 日突然営協令建築材料陳列場へ ｩｾｐ 米政遊 ばされ ＱＺ の

で 、 首協舎から ＱＱ 阿部幹事長 、 ｲｪｊ 丙幹事 が 御 ｈ ｾ 迎中仁げま

し ＱＺ ｯ ｦｴｩ￬ Ｎｙ ｬ ，芯物に労 する ｪｾｾ 熱心なる ｦ 自の御 ｆｉ ｉｊ ｊ ｉ 二 い ちいち

ｪ￦ｰ 説明中上げまし ＱＺ Ｐ 斯 かる 高 ･ｩＺ なる 御力 の ￭ｾｐ 光臨 ＱＱ 、 我

が建築材料陳列場開設以来哉のJ の こさでわリまして 、建 築

協令にさ って 11 ' 1告] に光俊なる 次第であります。

御視察中の東伏見邦英( 白



都 市 工 撃 に 於 け る 抽 象 論 の 結 寅

宮回 秀 穂、

王 ｦｬ Ｇｌ ｾょうとす る事は 、 技術の特性のーとしての 「抽 象 化能力」と 行玖との間に賜る問

題に就いてであって 、下手干のi長取は、r1111象化技術」の問題も日嘘の間にあるとの)J 而のみ

の 記法に ｉｬ める外注た し であって 、猶 その ，［命践とす る 鴎のもの 、 ＱＹＱ Ｑ 設もとの範囲 ｉｉＡ ｾ のものに

限定せざるを件度いのであるが、併し 、身近かに去来する幾多の枇合的 完工事象から推測し

て、かかるととは更に安? ? ; 限界 をある程度迄蹴 め得 る事を鋭利1する事がある 。 しかし訟が

らとれは覗見す るにも 、法く及ばない温かたイfイ1:で・あるが。

併し、些かとも 、 ζ れらの部門にも示唆するものるるたらば本稿 の目 的に過ぐ るもので

ある 。

「十来術」は人 Ilil iIi I ポ? の生産過程 l亡於ける札合的な労働 手段のーである事は近代末j..11lJ. J てに於

ける技術の地位をよL柑める迄もなく 、必のつe から肯定/1'，* る事柄である 。

燦側た る近代文化 を築_! -_け' た蕗の j戎因要素として 、技術の活j霊友る活動にイ突っ雌砂くな

かった事は各部門の辿った過程への一瞥によって本易にとの一般的傾向が従う;1111¥* るo ]lI

l亡各部門の相互間の防，j1併 をみても 、抽象的 危観念が枇合的 危具象への護肢の段階として 、

成ひは 、 軍Ｍｴｊ｟ものから強合されたものへの合成の過程中に 、 技術はその品 ｕ Ｚ 合 的 手ｾ 働 の物

質的手段として重要注役割 をなしてゐる事が理解される 。 ニュ ー・ ディ ー J レ玖;誌の蛮生1切

にみられる如く 、祉合の叫換期たどに於いては 、技術は iIi 上合的友靭，併に迄起用される事さ

へあったのである 。

磁 }J 線阪まIII のU 動機への肱nJ手段、 } J 磨 、イヒE堅守ーが生席諸 }J としての↑t'11u¥を持ち、J社合

的に働きかけ る手J立としての技術は 、技術としての出本的 な形態で ある 。が叉 、月{ なる 111，1

人の思想がーの ijil :合的友喜芸術に特世する側人能力 のil 止令化技巧活動 、成ひI'I J Ii l 合的 な風潮

の 沖 績によって生れる立法 化 の 如 きも 、 技術の 範囲 ［ Ｎｾ ｉＧｌ 包 含すべきものでるる事は殺しも否

めたい事で ある 。

要約すれば、肱f I J 手段①、車一物 の組合作 用①、れh象化作J - IJ①I' I 技術の典型的 な形式的

傾型である。

者Ili'!-i 自活倒艇に於け る技術の地位も 、かかる上; Aの三つ型の以外のやJ !jIij Jでもない。

具階的に云へば 、者|幻li 自治はある似定した地域内に於ける公共のために 、百行程の企業を

営み 、諸種の施設を鵠す権利の遂行を目的と してゐる| 以り 、行玖諸要素から: 必然抗ってゐ

1  XI I  



る行玖執行への移行過程は 、ーに 、親念的なものより具象物への轄化に外怒らないのでる

って 、王互に不可避的K 技術の一過程を終る事を官余儀主主くされるのである。論理的た言辞を

弄する迄もた く、各々 の:専門技術者が、その執行の道筋に配世されて 、酵体してゐる事 l亡

照し合せても理解される。玖治的注意味合ひの者Wdi U十霊)i s I も、その具象化，o ;t 、 との附

門をil 亜脱するわけにゆかヂ 、その後' ドを土木技術者に委ねる事によって 、土木玖策が、あ

たかも機L: l t が粗雑友る材料 lて人間の要求する r(fj 品化へと働きかける如く 、可蹴的た活路へ 、

inf川 へ、公同へ 、形づけられるのである。成ひは財玖及び建築弘術者によって初めて 、リi

玖ノ，] 針としての保健玖策が病院計輩への移行の可能を技術的に見透し 、 ととに病院賞胞に

向ふl越の様りどとろを持つわけである。

しかしたがら 、との大がかりな郁dl 自治 K 於ける技術も所詮臨感上の治療技術とやIJ ら本

質的左越ひは友いのである。

勃れも前; 阜の三つの技術の類型の内の第ーに該賞する事に於いてである。そして猶第一

次的危合目的手段主してである。

￭Ｍ ｊ 品上合的に於 いても、行玖 機構に於ける上ｾの技術ｪｴ［ｴ正しく治療留壌 と同格である、

が 、互互に興味ある事はとの醤感が行玖と結びついた場合を考へる ときである 。

との黙に鰯れでは 、工穆 と歯磨は行 玖κ 於て一律践し得ない差遣が見出せる。

J -.Aの治療歯磨( 1 : 、密接部門の綜合開系からみれば、方法論的基礎曹壌から紙生した iiLI:

合醤壊との双生児の 片 Ｇ［ｾＧ ｉｊ とも 見るべきものであり 、 醤感に於ける一分野 ｋ 過 ぎ友ぃ 。 前［ￆ

の治療臨製系統一般に1 { .r臨するに 、品上合瞥具裂は優生接、数育病理壊、遺体感、法臣霊感の内

貫を以って、臨へてゐるのである。後者の衛生率、防疫磨、保険盤撃は基礎菌感の生理感

細菌製、免疫襲、生化壊、病理撃を縫げて、砧舎玖策の中枢機能K 深く根を ーlごしてゐるば

かりでなく、その吐舎化への積極的危閥心は、他の科身長、統計身降、地理襲、地質事、 民族

患と相提携して「民政衛生息J i 留事統計撃」として瀬れ 、「祉合衛生率」が惜系づけられ

てゐるのでるる。 廷 に至るとー吠的な劉祉合性よれより意識的主主立法方面 をとほしての

封祉合性が認められるのである。

f民りに 、都市計董) J 閣の一例をみても 、顕微鏡による都合分析、上じ較保健、 集闇的 危橡防

プ'i 法の考究その外特殊lli 産業に携はってゐる成員の保健 、救掛等より 、ー)J 主準めて 、上下水

問題並びに住宅衛生、泌渠排水等の盟事調査統計を介して 、都市計董の根本記長題の解明に

迄 、更に生産組織へは 、生産能率、災害防止等産業菌感として進展し 、完壁に行玖分野へ

移行を終へたのである 。

かく 、躍に行玖執行に止まらない。

方法方面にも結質したのである。

品上合皆島裂に於ける技術は 、上 主 ｾ の技術の分類の第一類としての 引例に傘げた工撃の第一

次的た雌用手段 としての技術とは祉合機構の 地位から 云 っ て 、隔↓ 交のものである。ーは
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( 工率〉は執行手段 、ーは( i Ii上合韓壊〉は立法の桁導防(:fl P:

の一端でさへ ある。

互主 ｬ 亡 、 二 ｲ 謬技術 の 随時 ｬ 亡 、 皆恩 ｾ I'L JIt t千? 略取を包合し

てゐる ｾｮ く 、 品 Ｑ Ｚ 合 ｔｉ ｪ，Ｈ策的 Ｍ Ｑ ＧｌＺ法 の要素を 内 ｈ す る ｨｅｬ のも

のを持ちたいものである 。 行玖執行機 ｉｨｍ として の ー ｉ Ｉｽｾ

技 術l乙i 机1色するものが立法機IhIil Iこも起川 され、) ¥.1'-孫

ちの危い 、 ，ￏｩｴ合へ 十分Ｑｌ ＧｻＮＩＺＹ ｩ ｾ する工理問 系 で あ る べ き

である。かかる形而下1型化する技術とそれに針跡、する

j杉而1て率化する技術の二 |前にはーの相互11;月j の|伶l係 を

記め得る。が、 とのこつの遣った活動を遊に I t-" li' l J  

「上 li り と なづける ならば、 との 1，'li ，] ( 質施手段とし

G$J! i  A1式

ての技術汗;'ffi) J) と匂: しくとのーI-_l i，] ( 物質的 なものより概念的なものに移行さする手段 とし

ての技術活動〉も緊要なものである事は自 lif! の事であ りながら 、HU -. 、後者は前者K 比 し

て恒硯してゐる事は再めない。郡'di 向治 lて於けるとのニヂ? を Ij.'i l示で表はずならは" A 型式

にて表lまされる 、ー1:木技術 lてIhMする技術の如き立法的なI -.Ii ，] )) を持合さないにしても 、ー

の攻策か ら賀山へは 、ひたすら技術的 に準められるも のがある。初論とれにでも完35なる

技術 への委 任でないが。 しかるに B 型式K 示され る辿築技術の如 き、そのJl 象化技術に於

いても、買に木村ifl りな l' i Jtt部 分のみ 的?;t されてゐるも のにあっては 、その技術の池川純1; ，よ|

は極度に限定されてゐると 云はねは、ならない。

勃れの場合も 、形 而下製的なものを根底として 、 との-{[}仰黙か ら統計、調査45・: の技術的

手段によって抽象化され、首然立法化 へ向はねば tJ.. らない主主は完全に 閉 されてゐるのであ

る。醤撃も工製と等しく科撃の一部門でありたEがら 、瞥製は形而上撃的 tJ.. 1i l 百に近い{ - {.ィt

である と云ふ理は? とたたい。手O( れも 、 との意味合にて 、 ドIr'l と上向の循段的主主梓13. 作月j l'L

よって枇舎の進化が促される事 1r 1 今夏質言 を要し tJ.. い餓WIである 、観 念 と祉合事象との二

者相開作用を現質的 tJ.. 例設を 以って 、まざま ざ示されてゐる にも拘らや 、現行のヂlil dl l各ili

行玖にはと の概念がj受刑 されないで 、綿ゆる 矛盾の腕}j合 を脱 してゐる と足、はれる事は ili 憾

な事である。

タ);1命各一dJ の技術部 Iつに は 、凋査 、統計 l亡附する事引 を路市してゐ るも のはある。が 、所

詐i質施手段として止むを作ない施設であって 、 1必十し も立法的 な も のの必礎をえi るべき

意識的なものでない事は 、 今日迄各 市 のとの機闘の ｪ 必Ｚｬｬｾ から推採 ｴｬ ｄ ｪ ｾ る事である 。 和久

I: C 氏が「本邦大者jS"fli t L 於ける経営・行政の宜1'，!; ' は不| 撃的て・ない と云ふ黙で之等中小者ISili 及I l IT

村の行ふ蕗 を一歩 も川て居ない」と 云ふのはとの紫il ' L於い ても云へる事である。f仏伐i生iカか〉κ 点

若示z市

る。i淡ぷ‘ I ' L j なける建梁j技術が立誌 的)J l固に UnイII j I'L jlHttt，(.!食 さi しようとしてゐるかを、訟di設
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行の「高居建築物調査J I ' L 於いてみよう 。「之等諸々のセ ンタ ーに櫛tじする各種大建築物は 、

日常大量Ｚの市民を呑 ｉ ｾｾ し 、 遊間移動人口が同派する渦心をたす 。 従 ってかかる建 築物 ｪ の分

布 駅i兄、共の構造 、設備 、従員人員 、牧各人員、共の他密情的問題竺rに付 き調査するとと

は、本市の交通問題から見ても liJ: 合衛生n¥l 題から見ても 、者rli H計査のJ -. からしでも 、更に

叉 、 怜 Ｒ 都防衛 ｊ ＭＮ か ら云っ て も電要なる Ｗ 左手 長 を持一つ 」理 ｬ ｩｾ か ら該手 ［ ーの 剖 ｵ 、 蕗 のものは 「 ネミ凋

査は j析の知1き視黙に立ち 、本)川市市h打j什ifに乙吋古於をけ る高居建築 i均ト防防陶3担初OC7)の 1セミとして建築技術的 jルう苧

より統計計. 的観綬を行つて本T市li のH概玩;観毘f柿H市川iゆ占捉E引lに亡努め以て 、11守米の琵速にー素材たらしめんとと

を意凶ずるもの」であって究帽する蕗は序 ｬ と 言 明する如く ￭ｾ 与 の 期す るは現代資本 広義 機

構 の Ｑ ＧＱ 亡於ける高 ｪ 母建築物の解脊 ｉ ｊ ｖ とより建築物 ｩ 乙練る哲 ｉ ｬ￯ ｬ ｩ ｬ 問題一Ｍｊｩｩ￁Ｎ ｾｉ Ｚ ｬ ｭｬ￭ｬｩ 行政問題 、 統

・諸問題一ーの解明」に あるので 、イf: 員長の建築的なあまりに建築的た調査に一矢を酬いて日

く 「元米本調査の如き建物統計は類に乏しく 、技術的専門的のゴ: 木工接的編諜はあっても

一般的現1伏1' li i捉には困難を極めて居たととろで 、本調査はいはば之等の不足黙を一部充足

する都市1 1 ¥1題のー素材として提供される」と建築製の開% すべき新しい分野を指示してゐ

る観があ る。

との翻念が工製部門全般に及ぼされるならば、工撃も 1ft土舎の一般の水準に達したと云へ

ょうし、li ¥上合性K 於いても 、菌製と明らかに上じ肩し得るのである。

止11正義の「タ，働 計葺J の「仕事目論司令」の 中K アリン ・ド・マン氏の考へてゐる事は「躍に 悩

屋の調査改善だけでなく 、新築住宅の質的保件についても皆傍し 、注意し 、後者が後 l乞悩

屋に轄化する危険を防止 し、 同時に 、附屋地函の整理、待化にも努めたければならえEい。

その他保 健 、l[ i産業指導と相並んで 、 との委員舎の任務 I' I 重要と友る。放に者11市計壷研究

者 、建築家 、衛生祭者が技術者として 、是非との委員舎となり 、都市計査委員舎を構成し、

保健委員合と協力して、最高委員舎の機能を登揮する」程度の工率技術の認識は今日持つ

べき秋であるにがl らや 、大岩誠 氏は邦 図の現献に照合はせて 、世界の工製技術の高さを 批

判して i t 仕上、多くの技術的委員舎が、買は玖治的委員合の政治的要求の宜施者に過ぎと

い場合が多いのを見ても、技術者のli¥土合的地位が、現. f . I : とは全く違った指導的立場にたっ

て ｪｪ とないと 、 折角 の ｲ ｾ 十 萱』も宜縞 が悲らないととになるで あら う 」と 。

だがかかる過去に於ける朕態も依然とした持続は許され主主くなるのであらう 。

ーの建築技術K しでも 、」二地の「高j骨建築物の技術的調査」による都市生態の把握のみに

止まら歩 、今後符・働力分布、祉合衛生も建築謬的K 見直され、猫 、衛生墜と の提携に よ れ

より高度の枇合攻策の樹 立の基礎となるべく 意識的に乗り出す時期が手IJ . ? I をするであらう 。

ととに初めて各科異裂が相闘して一元的都市の完成へ向ふべき主主が自ら拓かれるので ある。

との様な技術の抽象化 は目醒しい近代技術の具象 化K 兆しては影の淡いも のには相違な

いが 、それからの枇舎へ粛 す思惑は観念的なものを立閥的に浮び上らす喝の大きい光明と

して、 忽せ に出来ないものである。
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今日迄省られなかったと の抽象化技術に開心 をもち、更に 、形而上感的技術主形市下壊

的の開聯 を明かにし 、‘ 進んでとの方向の残された 問題の解明に 乗り だす技術者 を待つ事は

あながち徒た事で及いと思ふ。

プ J レノ ・タウ トが* 朝以来、大きい感銘 をwへたのは邦岡の建築家の示|合的地位のとと

であるらしく 、 トルコ K 去る 間際迄 、避を大きくして呼びかけたと とは 、建築施工K 閲す

るのみに足れり之せや、イ1 : ' 主政策はもとより 、立法的な分rrFf 迄捌る程の枇合的地位を獲得

せよ之 の忠告であった。 との示唆KP; んだ言葉の内燃をも う一度、技術が枇合的危指導に

迄上昇させる事をniAFf.' Rの背去として 、頭に抽出しでも徒なととで友い主思ふ。( 完〉

| 本 続 執 筆 ?者 紹 介 l
( 五十音順〉

JII 勝 f住 大 阪 府 警 察 部 建 築 課

1J  日祭 普
τfコ1;:- 堺 市 土 木 部 技 術 課 ・技師

泉 嘉 四 良H 大 阪 市 校 図 建 設 所

下f 問 秀 穂 大 阪 市 経 理 部 後 繕 謀

森 口
ミi一l位'1 大 阪 府 替 察 部 建 築 課

玖 岡 基 モ欠 総 式 含 祉 松 村 組
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帝図議曾議事堂 の竣工乞故友を偲ぶ

藤
主主

1=1 

十八年 の歳月 と二千七百関以 ｬ の戸 Ｎ 費 を 投じて 、 今回愈竣工した ＱＱ ｛Ｇ 界に 誇るべき新子 ｩｾｾ 同議

事堂に閲して先づ第 ーに大 熊 ｾｔ ｬｪＮ Ｍ ｉｾ を始め開 Ｑ 泉 市 局者の絶大な御苦 Ｇ ｌ 、に 針して同家同氏は大

友る敬意を抄1¥はねばならな い。かかる大建築K 闘係せられたる人々の名ろ を後人K 何へる

とと は建築家同人として大 陀友すへき義務である。

第kに我が岡の如 き技術者VC;t 'I する名啓主i: 錫i ' i こ冷淡であり 、之れを過するの遣に岡家的連

係の歪 らざるととろに於て Ir . t . 常局を覚醒せしむる上K 於ても必要た ζ とでるる。

外聞に於ては技術者・を優過する適例としてテ ーム ス河畔に聾ゆる英問議事堂の設計者ーに

針して英岡玖府はその苦心K 報ゆるにカ ン トの曾: 栴をwへたと 云ふ ととである。

とれと同時に共のご|三而本建築の懸賞設計の首選者のと とど もを追憶しその記憶 を新らた

にすると とも決 して不必要なとととは 思 はれ たい、 否大 ｖｃｾ 主すべき ととであると信やる 。

議事堂建築懸賞首選者四名の内三等第二席に首選した放友竹内新七君のと とにつきそ の

努力 を荷し性格を 語らん とするも のであるが 、それに先ち今回新議事堂の竣工に閥聯して

同時に改新を要すべき重要た問題があると 忠ふ、それは議員の素質と議合そのものの 品位

の向上 を阿る ζ とである。十一月 十凶日 の大阪f ; i:日新聞紙上誠子?の今昔座談合で 、沼間岡

松氏 は議 合 の 品 位が地 ｶ｣ Ｇｬｩ存ち議 Ｑ Ｕ ＿ を今円 の 如 く堕落せ し め ＿と ｉｊｲｴ 閃 は恭露 筑 ｾ￬Ｚで るると ｩｬｬ べ

て居る 。

又十一月七 R の大阪朝日新|出品l設に於て 、新しい，y法:く ろには誹し も新柄 をも りたいも

のが人1'，!i -である 、議合はと の勲についてと の際最も 深 く反省し 、 との;W日義| 院を憲玖清夫の

記念明たら しむる畏怖が必要である と説い て肘る。

とれについて思ひ起すととは明治四四 、 五年頃蔵前高 ｔｾ ，ｾ，Ｎ， Ｚｴ で・議院建築の ｲｭ ｊ 題で・建築犬

家及知名士の講演合があったとき 、 生ｾ令官 豚持博士 Ｑ ｲＮｴＮ Ｇｉ Ｇ くも議員 と建築 の 問題について大 ｋ

論ぜられたととを記憶する 。

宜際議合の 品1立を高め問民が大K 議合K 開心 を持 つや うにならねばならないと思ふので

ある、かくしてとそ始めて新議院の崎集の五と H引復して民主役のl喝出する憲玖有終の韮 を家

げ得 るのである 。

話は断道にそれたが議!日建築の問題は随分 JI<い問の懸案であった 、ゴ1;匂; の釦lれる月Jr でも

之れを懸賞募集K すべきであるとか、大蔵劣でやるとか種々 の議論が建築車合共の他の聞

にあったのである 。然しながら本問題も大正六年の議合K 於て始めて通過 し大蔵省内に部
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局が設けられて愈々木格的に若手するに至ったのである。

其後間もたく犬E 八年と記憶するが愈建築設計の懸賞募集が瑳表せられたのであるが、

とれが官; 選の名春を荷負ふた人は一等K 宮内省の故波法稿三氏 、二等は片岡合長の事務所

に居られた故吉木久吉氏 、三等一席に永山美樹氏、三笥- 二席に放竹内新七君であった、先頃

の大阪毎 日新聞紙上に一等及三等第一席背; 選同案の賀力者 Ir.l: 常時7守内省に居られた現イ1:大

蕗省営繕管財局の吉武東黒氏であると報ぜられてあった。之A??:常選者の三人は既K 故人と

なられたのであるが竹内新七京の -'r'.tltl r . l : 買に惜しみても徐りある所である。余は同君ーによ

って啓護される所が質I' C多かった 、同京ーのため K 余自ら努力を続けて*rとととも事質であ

る。余が大阪府脚舎の懸賞設計に官; 濯したのも同君に追従の気持でやった校友ものである 。

議院建築の懸賞設計- 募集は衆知の通り第二次' 式に依ったもので、第一三欠議選K 於て一般

肱募者より優秀岡案二十名を入選者 主定め 、 とれに賞令長千闘宛を各人K 輿へて第二次臨

募の資格を 附wしたのであった 、かくしてその二十名に更に縮尺を大にしてー居精練友る

最後同案を提出せしめて常選者間名を決定したのである。

= 笥: 二席I ' L "首選した。竹内新七11' は大正 3 年早稲岡大壊建築科を卒業して努ー年支那青島

内領後の青島軍政署ｾ Ｇｉￇｾ 本二技師Ｈ現兵庫鯨管繕課長〉のもとに赴任したのであるが余もまた

零年同じ く赴f予するに及んで互f l ' L 同震と' 古合を同じくし同宅設に同傾を喫 し始めたのであ

る。市して 事を同ふして宮本技師の指揮のも主に占領後の日本経営に依る大建築の設計E主

将に治ったのである、同君が;{f 青中 K 手 K 掛けたものは第一小穆校、高等女謬校たどであ

ったが殊に 小謬校の建築意匠は近11t ゴーシックの端麗たもので宮本技師、中村琢治郎技師 も

些の修正の官余地 を見ない と激! t ・したものであった。

共後一度陸軍東京経王In部I ' L ￊＭ ｩ ｬｽ任せられたの であって木懸 賞設計ｉＧｌｾ募せられたのも共常

時である 、本募集の殻表せらるるやとれに肱募すべく小石川指 ク谷l町の自宅より程近き洋

食屋の二階一室を 間借して信IJ 案に若手したのであった 、-;Hーの天去とその努力の Ijl 斐あって

議選二十名の中に入 ったのである。続いて本設計に非常なる精根と努力を以て完成したも

のは三等二席の焚鑑をかち得たのであ る。

他の・お選同案 Ir.l: ) レネツサ ンスやコ・・ シックの如き醤套を脱せざ るもののやうに 思はれる

が 、対の案は賀 K 澗自の才リヂナリアイを護手jI して之れに首選したる黙に於て- ; p j ・の才能を

十分認め得 るのである 、殊に今回竣工の議事堂が計の手法が相常取り入れられて 居るやう

にJaれる臓が多いのでるる。同芽tがヂE- 1I1 : して居れば常時の針力を回顧して感慨無量怠るも

のがあ るであらう。

阿君は買に金銭に柄j炎て・汗;選して受けた賞金合して凶千岡も残ったものはプラチナの指

輪一つだ主笑って居った位で ある 、性質も至って純良でよく呑みよく 働 い た ものであっ

た 、常選後陸軍技師としてfli，びi度青 し 1 年有三|三にして叉険軍省に師 り共後退官 して東京銀

座大倉組本庇 ｋ 入ったがイ Ｑ Ｚ 却 ｉｊ ｾ ￞ 病 魔 の 犯すとと ろ となり略 一年病床にあって遂に起 ＿ とぎる

に至ったのである 、余は大正 5年 余 と相知って以来幽迷境 を異にするに 至るまで鐙らざる

親友を績けて? : I さたのであって 、今回新議事堂が輸集の美を械め現代建築の梓を取って11t I'L

見ゆるに至って之れが建築にゆかりある故友を促、ぶの情禁する能は? ととに議| 涜建築の雑

感と併せて之 を述べた衣第である 。只拙文よく君の品質 を諜さざるを 遺憾とする 。
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法
主主

E旦場 計慮 理
v?  

L  場搾 取乳牛

次
基岡政

雷

牛乳搾取場及鹿理所に開しては 、先に昭和八年十月三十一円 内務省令第三十七視により牛

乱管業取締規則が改正公布され 、型昭和九年主要各府! l t f . 1 ' L 於て施工高raWJが公布されてゐる 。

緒

とれ等細WJは各地方により大K 異る黙が有り 、建築的l乞相常決定的危規定を設けてゐる

ものがある。

とれ等法規( 静観鵬、大阪府、兵斥，際〉を引用し乍ら、共の建築百十委

の大要を説明しゃう 。

以下目次に従ひ 、

筆者も とよりその道に精通せるものK 非守、た川主 f主将験とそれに f衣って得た失敗を J&

にし手元に葉集 した賀来j- I ' L 頼乍らとの稿を草する次第で ある。

文中 ( 東京) ( 大阪) (兵庫〉 とあるは汗; 該地各細WJの適用 ある事を示す。

牛乳取扱室

器具取扱; j I

冷 蔵 庫

冷 凍 室

汽 備 室

配 乳 室

附 属 建 物

E

w

u

v

w

u

m

m

酒

K

次

第 一 章 牛乳搾取場

I 牛 舎

E 運 動 場

E 搾 取 所

w 附 属 建 物

第 二 主主 牛乳慮理場

I 受 乳 室

E 検 乳 室

目

牛乳搾取場及鹿理場の大田各を示すために各作業開係を示す第 1 悶を掲げやろ 。

場取搾乳牛第 ー 章

牛乳搾取場は先づ第一土地の乾燥たる所l を撲ぴ、通風日射及び231富な良水に恵まれた土

地である事を要する 。

叉交通K 使完工事、殊K 之に聯絡する晶玉虫J 9rへは運搬に使でなければならたい。警腕! 艇で

は特に許可を受けざる |浪り市街地建築物法施工地域内に、又大阪府に於ては大阪市 、堺市 、

岸和 田市及他人の伎居を距る 50米以内の地に設置する事を禁じてゐる。
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第 I 闘 ・牛 乳 搾 取 場 及 庭 理 所 示 固
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I 牛 舎

牛舎は搾取場中最も大切友ものであって、計重K 憤って最大のt.:1:意 を排は友ければたら

友い。牛舎を大別して乳牛合 、牡 牛舎、産牛舎、間合 、病牛合とする事が出来る。 との中

字L牛舎が最も大 切たものである事は勿論である。法視に於ても特にとの字L牛合について細

〈規定が設けられてゐる。

先づ建物位置は敵地中最も 日常りよく、 最も通風のよき場所を撰ぶ可き である 。 そして

他の建物 主の関係は大徳に於て第 1 岡に示す如くであるが特l亡刷、 臭気等の閥係から 、そ

の土地の風向を考慮に入れ、島町場、例料調王1P : 所等とは作業l亡支障?尽き限り離したプf が よ

い。建築計垂に常つては断而百十需が最も大切tJ.. ものであって 、とれには牛の大さは勿論、

作業及使用の献態 、管王1ftの1)・法、牛の習性等 /.H来得る| 限り出lii 街I'L 調査視察を し友ければな

ら危い。ヨ欠に断商の数例を示し 、以下細部lとより説明を進めゃう。( 第二岡 、第三岡〉

牛房 .1: 1 - 房の配列は頭数少き時はER列に、然 らざる時は複州に配する のが常・で ある 。後

列の場合封頭式と ｾｴ 尻式とが ある。 雨者一長一短 が有るが後者の場合 間がｼを給する事に不

便はあるが、 それ以外には頭が外壁l乞商し従って新鮮主主る空気を呼吸し得る事、汚物の搬

出、搾字L作業に牛舎を一周する必要無き事、尻が室の中央に向ふため側壁を排? 世物によっ

て汚損されぬ事、体染病E芝生の場合割頭式に上じし その僻染が少くて桝む事等の長所が傘げ

られる。

現在香閣の法規ではとの封尻式を採用したものが多い。( 東京 、兵庫〉

牛房の大きさは特別牛舎では法規で( 東京 、大阪、兵庫) 1隔1.1米以上、長さ 1. 60米乃至

1. 75米 主 規定 してゐる。 とのltffi は勿論最小限度のものであるが牛房をとの大さによって 、

各一頃符: に|原書する時は牛によっては貴際使用上不都合を来す程度K 狭いものである。 と

れは牛の妊娠の場合等をも 考l邑に入れ是非1 . 5米程度が望ましい。牛舎内で搾乳する場合

にも亦と の程度の民さが使利である。

前週の奥行のす法は特別牛舎で授型の保定探を使用する場合で有 るが 、1' Dk普通の牛合

に於け る如く スタンチオンを用ひぬ場合は相蛍自 rl :11 ' L 前後に運動をするから 、や; . ｦｪｬｾ ぃ Ｒ

米程度が望 ましい。然し肢くすればする程排池物によって不潔になり易〈 、叉) 臣認を用ひ

た場合その汚損量が多くなる事を注意しなければ主主らない。

スタンチオンを用ひた場合は牛の前後への自由を制限するから 、従って排池物の位置を

限定する。糞尿は直接その後方に設けた排尿溝へ務ち、牛耳j末を汚染せ十 、従って牛を清

潔に保つ事が出来る 。 放にとの場合牧ｾする牛 の 種類によって大関寸法を定め、 叉消を 斜

につけて i折次牛房の奥行を宣告jへ、牛の長さに従ってJI 欠察する椋にすれば理想的である。.tj-

合の糞尿による汚染は管内上第ーに来る難開で あって 、とれは "1て房の長さによって運命付

け られるものでるるから特にその決定に常つては i，lニ立を要する。( 第 4 回参照〉

牛房の床は牛の起居をする月Ir であるから 、 その材質の濯様 、仕上の方法に聞しては' 臨重

XII 1 0  



第 2 闘 ・ 牛 舎 断 面 の 一 例

(北rf手道市岡大接第一11l 場牛舎)
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第 3 園 ・牛 舎 断 面 の 一 例

i亙 飼

料

槽ｾ＠

首稿尺

0 1 2 0 4 :s 

I  I I  I  1  I  I  I  I  I  I  

氏

。l
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第 4 悶 ・ ス ぷ ゾ 守ーメ・ Y1. }?用 Lれざる一世占遜牛舎に於げる

排便の状態ら示す

煉.J; f. .等は i誌!二のものではない。

に考 ｉ ，ｾ［したければ友ら主主い。法規

J -. から之を規定 して木湿りとなす

可し( 点/? : ) とするもの 、叉コンク

リート 1-. アスフアノレト政とたす可

し( 大|仮〉とするものがある。 何れ

にしても牛が寝る場合竪さに於て

も、叉! 援か さに於ても 快適なもの

である事、常に清潔VC保てる ii¥f j'水

材料である事、濡れた場合にも清

らたいものである事が必要であ

る。 とれ等の黙からしてコンク リ

ートや 7 ク介シヤセメン トや殊に

i通話;VC蕗理をたE した木NUf.. の! i nき も の が と れ 等 の 目 的VC1添ふものでは友いかと思はれ

る。との上に充分t r . . 出張を J1J ふる時1t J : 牛に釘して充分えに満足を奥へる事が出来るであら

う。

LIニ房の隔は錨製のパイプの矧が最もよい。木製のものは胤朽する! 巽がるる。足元を石 、

コンクリ ー トの如 き| 耐水材料で築造する場合との快黙1t J : 除去されるが床面の通風を寄せぬ

松 、又牛がj註轄ぶ場合怪我をし主主い様設計する事が肝要である。

との意味から斜材に劃するポー J レトの三角座金等はその使用場所に特に注意を要する。

排原溝 排 尿 溝 は 牛 房 直 後 に 設 け 、糞尿は可及的直接との端内へ排? 世される枝工夫する。

糞はスコップを以て掃除されるからその寸法に合せる事、又内面は不潔に友り易いから入

隅の顔1tJ:凶 j杉に仕上け・る 。遁宙定E勾配を附し合所へ導き屋外の尿溜へ通ぜしめる。 との導

管は薬及使等によって詰る民れがあるから出来得れば錨鎖管、 ヒユクム管等を 用ひ度ぃ。

令所を揮化槽に於ける簡血友分離糟の如 く故へば理想的であらろ 。部の形駅は f (J 形のもの

(兵Jol O ｶ ｾ ｴ ・Ｉｾのも のがある。 前者は排便を全く部中に入れた場合牛の樟を汚染する事が少

い利型 ｾｩ があるが掃除に不伎でるり 、 又牛が過って副蹄を損十る危険がある。

保定装置 保 定 数:世 とは牛を繋留する法世であってイu kは門とロープを以てしてゐ? とが

q抑 制= 舎では腔j杉保定器を月j ひる絞規定されてゐ る。

時型スタンチ才ンは前A の如く牛の前後への自 rlJ さを成程度に限定して 、牛の糞尿の排

?世位置を定めしめるために用ふるのでるる 。放に以上の主旨 K 添ひ開閉操作が簡単た事、

堅牢な事及牛の自由を可及的拘束し友いものがよい。ととに開閉操作の巣完工事は日々牧夫

の作業をｾ易友らしめ 、 叉特に出火共 他 の非常の場合短時間に牛を合外に避難せしめる事

等を考へる と設計に潜り特にj主意をしなければ友らぬ。
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牛の自由さに付ては、第ーに 牛

のj度但きに支障たき事 、食物J保.lfx

k 支障なき事、4 程度の頭の左右

j託手Jm:: l1j し白 10 念事、腹部の附類

を胡で迫ふ事があるからその場合

に封する回輔が充分可能である事

等を考慮に入れる。

第 5 闘は特別斗二合に於ける竪型

スタンチオンの一例 を示 したも の

でるる。

との外壁型スタンチオンにや L

似た作閣をするも のにチエンスタ

ンヂオンがある。( 第 6 回参照〕

第 5 悶 ・E雲型ス? ， Y 千首，- Yの一例

T パーに よって作製しれもので内面に 11木た添

へてく永取イ寸〉肌角寄りたょくする

とれはイ正予kの繋留法と竪型スタ ンチオン との中間を行くもので- 使利で ある。 但しとれを

用ふる場合牛の前後の運動がや L 白山になるから牛房の長さは池誌に増さたければ怒ら主主

ν、。

飼 料 槽 倒料開は各止|コ別箇に する事が停染病没防の上から望ましい事であるが 、 日々 の

作業の繁雑 完工事と維持強の黙からして多くコンクリ ート 製の出を作ってとれI ' C 'i ::; て L ゐ

る。( 大阪府は特別牛舎では一定の本器に規定してゐる〉内而はそノレタ J レの類を以て入念に

仕上げ入隅は大きい闘形にし 、l北米得る1 ' J _ らば全くの曲面に仕上げる事が望ましい。( 第3

固参照〉

牛は飼料を前方へと押すから倒l H官の断面はとれを考慮に入れて決定す る。とのために

第 6 闘 ・ 千エユ/ ・ス担ユ/ 千コ! - Y

XII 1 4  

前面通路の高を例料惜の前壁の高さと同ーにして容

易に押出した倒がl を掃き込める様工夫するのも一法

であるが( 第 2副参照) 通路を水て.vtt す場合汚水が

柑内に入る快黙を有する o n' U;f什刊の) g; は 牛房jぷ[ 前よ

り低くな らない様、そして高 lti Mr J・の1'&布 を防げる

範ｼ生 ｊ ｉＧｃ於て 、 ｌ ｊ 二 の ｪ 侵たままの 採食 が 可能た［ｦ ｊｾ ＱＧｃ 、 叉

牛房床面の通風が良好な様、可及的低い事が望まし

い。コンク リート制利減の場合首' 通飲料水をとれに

よってVit へるから底K は過賞友勾配を附し給排水の

設備 をす る。との場合溢水孔 を設け 、故障又は不it

意K よって構内へ水が溢れでも牛房) ネへ浸水せしめ

ない様特ｉＧｃＭｩ主主Ｚを要する 。位 ｩ 崖は牛が前 肢 を ｊｮｾ して



; B 7 岡 ・・ 自 動 Z給 水 袋 置

へ浸入せし め主主い拡-計-査するを要する 。

怒る場合、前膝を打って怪我のたE

い程度に前へ設ける事、及 とのた

めに前fkの11' ，1科はl叫〕杉 K 仕上 げて

ゐ くと よい。

や ILキヨ: するままに羽r! 鮮な*- をw

へるために 、キキ箇l乙自由J給水装 置

を設けると理想的でるる 。( 第7闘

参照〉

但しと の場合大阪府の特別 牛合

の如 く例料捕を不可とするも ので

は自由J給水器からの溢水を牛 )ji}.ぷ

又 倒 産 Ｇ Ｑ 梢 Ｑ ＱＨ こは各牛Ｇｴ［ｊＺ ｖｃ 隔板 を設 け 、 か ｊｾ Ｂ ｉ が 他 の牛に よって分十 Ｂ￬ られた ｅ い様又 ＭＩｩ 停染病

態防を する事があるが 、不i紫K 陥り易く 、かへって不利友事がある。

逼路 汚物に よって汚染 されざる 耐水材料 で構築し 、仕上は牛が出入 K 際し滑らない桜

花意する 。 全般的に水勾岡山口ＺＱＺ意し ｩｪｾ Ｍｴ｜ＱｽｦＧｌ ｾ で友ければ主主ら友ぃ 。三 十頭以上の牛舎に あ

っては運搬車を' ) Iき入れるから充分丈夫 11[ しなければ友らない。路市の高さ は牛房床よ り

低くすると、牛を立棋に見せる効果が あるが 、牛のI:U入には不似となる事を売れたい。第

Ｒ 固 のものは通路を牛房床より低くし 、上ｾ の観 的効果を 得る と同時に排尿講を浅くして

而も汚物による牛惜汚染を傑い場合と同様に防止する様賞に巧妙に計重されたもの 主想像

される 。

牛の前ノ/i 通路は例料の運搬のため 、後部は寝藁搬入 、汚物の搬出、搾乳、牛の出入に嘗

てられ る。

規 模の大き い牛舎でトロッコを用ふる場合 ν - ) レは牛の歩行氏支障なき様、叉清掃に使

たる様t 'f ll [ ii 意を 要する。

壁 *-t.先、消毒に耐えるもので) 阪の部分はt 'f VC 充分高 く清潔な耐水材料を以て被捜す

る 。 字 ｌ 主 ｼ ニの 排伎は伽 ｡ｴ ＧｩＭ の防 Ａ係か らと とに。依ｾ であるから 、 その飛株によって汚される事を

究悟した ｅ ければなら友ぃ 。 ととに尾で振り廻す事 によってー 厨激しく汚される 。 とれは ｾ ｪ

さ3 米程度の天井に迄及ぶ事があるから I主意を要する 。

窓、出入口 窓は採光通J乳を粂ねてがラス窓とし 、防虫設備を附す。

高・さは採光の上から、叉作業の上から相官高い単に設けられ る。 とのため床面の通風用

として別 K 無双連子の如き通風専用の窓が必要である 。

ZEガラスは酬の糞や室内の高温l多協定工汚染空気によって著しく汚されるから清掃作業が

本易た様強め桂意しておく事が肝要である 。 出入口は釣づ ｬ 戸がｾ利である 。 ｼ 幼虫周には虫 ｩｴｬｩ
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暖j従を朋ふると使利である 。

天井( 附換気設備〉 特別牛合では! J : - f K 天井を設ける様規定されてゐるが 、他の牛合にも

設る事が望ましい。イu kの牛合は多〈 小屋基: ーへ英世物を設けてゐるが 、 との場合jぷは充分

完全に渡って域が舎内へ務ちない棋にしなければ主主らたい。

牧夫室をとの小屋裂に配した J慌たE ものがあるが 、との拡ゑ計・霊は不可である 。

ｾ古念位置に充分能率的主主換筑波置を設けた主ければ友ら主主い 。Ｈ大 阪府では特別 ｪ 牛舎に

全長民放る越屋根を設く可しとしてゐる〉室内空気 Ir . l : 多数の牛のH乎気と 、護汗、糞尿汚水

の蒸護 lてよって樋度に汚染され高温多憾と友るから: 会; による通 lA¥.K併せて 、との温度差を

利用して充分な換気をしなければ危らえEい。牛字Lの時要は五u国民於て iゐ多 iE: に# るため 、

経営者Ir . l : 牛の交配分娩を抑制 してとれK 1Ji1l へてゐる 。従って夏期は 4ーの健康について最大

の注意を排は友ければ主主らない時期である 。 との芯 l床から極寒地は 別と して 、通風遮熱等

は兵期 を主として設計ーしたければならない o i邑風は LI:: の保位J-. 重大友問題であるから、従

来種々に考案されてゐる 。築地に於ける通風法としては F. H.  K I NG 教授( 米図〉の考

案になるキンク。式換気装置友るものがある 。

天井材料としては 、許可、王手水拭に耐えるもの、小昼ー込kの域を充分防ぎ得るもの 、防暑防寒

に効果のあるものであればよい。 ζ れらの黙からは塗天 -)1:や竹燥を配して上に土を世いた

級友ものは不通常である 。金! 必天井( 大阪附〉はザirtJ. 、ilm架空年の黙よりは理想的で・あるが、

ｩ 底熱、管理等 の 上からは最上 のものでは友い 。 むしろ木製打上天井でｾｾ蓄に 、 塗装された

ものが経清的であり名程の要求を充す様に考へられる 。1全米|については醐共仙の昆虫類が

止って糞や排卵によって汚すから 、とれ等昆虫類の嫌ふ材料色調を用ふるのがよい。 クレ

才ソ ー トはとの目的に沿ふものである 。雌類の嫌ふ色調については種々 の研究護表を見る

が何れも明朗主主ものはなく 、又何の程度I ' C 有効なのであるかは 、筆者 I' L Ir . l : 未だ経験がたい

。ペンキ塗援の; 場合大l ' C@f究しなければ友ら友い! : 日題で ある。 そして仙の要求から上記の

問題を無腕して色調 を決定 しなければ危らない松友場合にあっても、せめてそ の汚れが飴

り日立たない棋なも ので友ければ危ら友い。

天井には搾字 ｌ の ｩ 必合尾を まねる施設を設け ると 搾札作業が当 ， ＧＡＡｉｌ 叉 ｩ ｬ ｾ ￬， ｖｊｉ 亡 行はれる 。

設備 牛舎内設備としては 、特別に取り立てて云ふ桂のものはないが 、必灯は夜間搾学し

の:場合K 必要で・あるから治世に取設ける 。叉搾字Lの場合、午の字し民を i1l : ふため K 給湯設備

があるとよい。叉島J :.mmへ運ぶ迄K 、搾り溜めて居る問 、牛字しはfi 豊温K 近い温度のまま合

内の汚染空気に曝され 、約l菌繁殖の故好; 伏態に世かれる 。故K 出- * 得ればご像J令室を5 J IJ I'C接

近して設けるか 、 或は簡 ｾｕ ｬＮ " f . I . . 冷却器を装置出来る棋な工夫を読やる事は極めて有効である。

其の他の牛舎 字L牛舎以外の牛舎 、.E![J牡牛舎 、産 LI二合、暗合、病牛合に ついて簡単 l乞説

明する 。牡牛舎は 土1-: ff} IP; 1t 2.5 米位 、長さ 3 米程度でよい。繋留には門とロ ー プを mひる。

牡牛は 字 ｌ 牛と 具り ￭ｾ ｌ ももであるから充分丈夫 ｋ し友けれ ばた らない。乙 とに牛反 の 側 壁を 別箇
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l亡設け十 、建物j の外壁を之 lζ 粂ねしめる時は 、充分高くコンク リートにて脱績をしない

と、横臥 の際建物を歪ませるｉｪｪｴがある。今 Ｑ Ｚ 牛 の ｴｬｾ 入は惜がえへん大きいから後退させる桜

な事はなる可く ;lli' lt 、後プf から入れて前プ/ へ 11'，す拡ーにするのが便利である。排尿孔は中央

部がよい。

)，t' Lド合 I'I }ixfi ，i] で・あるから牛H 内で1 : 1:: が向 山re i，加 IL る様、叉普ffi 産の場合以畿、牧ヲミ等がそ

の中へ入るから充分j長いのがよい。 3. 5 米角以上が望ましい。排尿孔I'I. 中央でよい。

的合も放かjで あってとれには数以1一 緒lζ 入れるから産牛舎位の大さがよい。排尿孔は中

リとがよい 。 ｾｬ Ｇｦ 1'I.[!，i] ;j: l  ｾ＠ jJ i ! へる時先 を弔 って也、ぐため屡々消化不良共仙の附害を起す事があ

る。 故にら;Jll を公11' " 亡行き il[ らせるためにも簡TF なスタンチオンを問ひると使利である c

( 抗 7 闘参J!日)

約 ｌ ￞ＺＭ［￭ｩは仙 の ｩｬｬ 物と日 ｉｊｪ 山 ｩ に設け るはタ Ｉ ，Ｎ，布 、 ｾ ｌ ｉ Ｍ Ｎｽｽｊ は ｩＺｩ［ｉ 々に li¥jI ;l を設けた ルが よい。 LIてl刀

は礼 ｌ ｉ 二ｾと全く ｬ ， ｩｊｈｾ である ε

11 運 動 場

ｪｾｾ 動場 ｉ Ｇￌ牛の ＱＱ 佐ーの慰安月 ｉ｛ であるカ為ら充分気持よく山い事が望ましい 。 法規で最低限を

ｭ ，Ｉｴ した所もある Ｈ大阪一頃 古Ｚｾり ｊ Ｖ Ｑ ドプ ｉ ＯｾＨＺ 以上、Ｉￍ＼｝， ｪ ｩＭ 婦に付 き ＲＳ Ａ｟ Ｑ ｬＮカ米以上、一頒を増

す '(:j:1ζ 16
L
I三ん米 主力日へ る) しかし士lL[!I ]l')，トーが望ましいのは 勿論で・ ある 。 とと l亡建物の墳築

の場合、第ーにその以地として? ? ; てられる可能性が充分ある 。 との事業は仙のもの と異

り、生産 l亡拠るよ1:: そのものが、年々その教を増すのであるから 、牛字Lのげ17要のある| 以り 、

自制長は賀に浴 ｊＩ ｊ な 事である 。 従って ｌ ｉ 二 ｻｉ干 の増築は ｈ 守 Ｊ ｦ 止 ｾｉＺ あるもの として計設す石 ｉ しと 云

っても過 言ではなからふ。

地盤は斗 ］の ｪｩｬｬ 動及排＿世物ｾ 1乙よ って柑悼と 化 しみj いc 放に ;lえを合まぬ砂キIlM.I) の地位が} 也

市で、排水 lては特 lζi =Uむを要する 。

術 叉

。 a

L - 4 - ー」

丸Ｇｾ 7 佐;1 ・1u ) I j λ :;. y  -[-メー yω 一 例

主足，

』

場 内 施設としては水飲弘 、 ｾｩ 光

場 、木正妻、水十1111匂: である。 水官k 土4J-

はーたして大きいものは; 必要なく、

放牧 rl =1は市 l亡新鮮な水が砧h てゐ

る主いと する。そしてその} ; ' ; ]トI 同主躍

はと とに泥悼とた るからコンク リ

ート打ちとする 。 又表而を砂利 の

沈1:1'，しとするか、古' J1i の舗装の様

なものにすると共凹凸によって LI

のめmをj必訪に聞き、 その|尚 l亡J炎ま

った 汚物を取除く効ＺＡＮＮｉｾが ある。と

とlこノJ<'H'i から の悦 ;J<. をキ1J 川して附
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をi先はせる様にする と至極良結巣が得られる。

足洗場は運動場古ら牛合に入る所に設ける。浅いプ ー J レを作って之に蛍てる。長さは少

くとも牛の三凶 ; j ) を要 する。地面からプー ルへの境は滑ら友い松に工夫する 。 プー J レの底

はＷＩ＼Ｎ畝場て・ｾべた如く 主直 前た凹凸 を Ｑ Ｑ 甘すとｻ足利である。

木 蔭l生午が日中 l亡必要以J-. の日必l をi[t け る た め で あ れ 又 運 動 場 の 風 致 のJ 二か らも是非

あってヰ0 : しい。

樹 木の 廻 りは根J e をよ1':が踏み荒さない様、叉直接事を及ぼさない枝充分大きく木tllnを以

て|封ひをなすc

木キ Ｑｭ は牛 の 場外へ ｉ Ｇ ｉｾ る事を防ぐもので鍛造の古枕木を用ひたものが竪本さから 、 叉炎概

卜. からもよい。 ととに その間隔を人が/ - 1 ¥入 j'U* る程度にすると似利である。運動場の/ - 1 '， 入

口には丈ジ之なおri 1) をイ寸す。

以. 1 : . はとf L 牛F i J のものであるが之とは別に41:斗二月j のものを設ける 。汎 LH4J の ものとは 11ーに

見ゑないプi が よい。うど配所をとと lて設ける主佼利である 。

故後に運動場は凡て日常り通 ｊ ｦ＾ Ｎｬ のよい場所であって牛合に近く 、 又糞淑へｩＧｾ物の溢搬が

イ足利でなければなら友い。

111 写L 搾 所

搾字L所 位 世I'I 1:1"合から官l ! 利な位世を撲び、牛i先場を経て牛を引込む様に配世し 、搾字Lし

終ったと|ニl土、直 l乞運動場へ] ! . x ; はもとの牛合へ混雑友く蹄れる犠tP，入口配世rc i主意を要す

る。 lぷ及11安Ir.l:タ イル張か そ J レタ J レの如き inH水材料で仕上げ 、而 も常VLr古i認に保てるもので

なければならぬ。よ|二の排?世物は搾' : f L巾と雌も あるから 、排 以j 昨を設ける。 1Hし牛合内と呉

ＱＩ 、 排伎は泊 ｵ 亡除去されるから 、 様い ｴｩ ｙｩ・Ａま不必要である 。 ＱＧ｜ｾ く経勾況のレ型の ｲ ｩＧｬ ｴ がも Ａ＿ 除の

本劫な型 ｾｉｉ から 、 又牛のＡｽＧ￱繁た ｈｉ 入に 際し 、 危険の少い勲から故も泊汗［である 。

天井 ｬ 亡は搾ＧＺｦ ｌｾ￞ 牛の尾をＨｦＮ ｊ る設備を設ける 。 自 ｩ 自の没入 ｬ 乙到しては Ｑ ＭＱ｜ 米作るｼ民りのｼ幼税方

法を，; 荷す・ i 1J きで 、窓 l乞は網戸 を入れ 、/ 1' ，入口に は縄暖j従を 掛ける 。ス タンチオンは i核型の

ものを nJ ひ、牛合のものよりはもっと白 rl3を束縛するものでよいο イHしI)N閉が側めて簡易

l亡行はれるものでなければ友らない。 搾字しして搾り泊めてゐる聞の字Lを冷却する施設はI t，

舎に於て述べたと同様望ましい。牛乳取以室に接する場合 、 との黙に聞して至極位利であ

るが 、 牛の ｈｾ 入については 、 ｌ Ｑ 二 合 ｋ 接する方が佼利である 。

J j ) ( 容止員数は徐り l亡少いと 、一々の I:U入に手数を要し不伎で あるから 、少くとも lill 焼以上

を要する 。搾字Lの場合字LJ j.} を拭 ふため給湯設備 を要する の

又従業員のため夏衣室 、手 I先場を設ける。

I V 附 属 建 物

飼料調理所 とれは ｌ ｉ 二 合 Ｑ えら ￮ ｊ 料倉庫 ｬ 乙近く床、ｊｪＧｾはコンクリート打モ ｊ レタ ｊ レｉＭ ｊ ｉ てとす

る。叫 は非常に 多いからとれの|坊製! プ'/ 法lこは最善を市さねばならない。調理ーとして l士、;(0:

ω

1

4

d

p
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沸、 混 合、撹搾の程度で あるから大型の笥之 、 コンク リー ト製の混合槽( コ ンク リー トヲ1:

筒を用ひて もよい〉を設ける 。床は排水 を充分良好にする 。

糞溜場 附及晩気の最も甚 しい場所であるから 、仙の建物 との開係位置には充分の注意

を要する。叉風向 l亡も HJ J し左ければとらない。* は勾l eを附 して漏液は屋外の1fs桝へ導

く。外壁は石、煉五、 コンク リートの類 を以て築14 し、高さは 人が白 rll lC tU入/ 1' . . *る程度

で上ぃ。屋根を設け、l1¥入口は可及的小さく 、完全な戸締を付し 、 日射、通 I瓜をw*侍る

ｼ出り避ける 。 牛舎 ｬ 亡Ｉｾ認 を月 ｪ ふる場合 推 ＧＱ 巴 は相市多誌に料るからその面積は相前大き い Ｉ ［ Ｇ

カf よい。

倉庫 例 中|倉庫 を仰が" 調rll v-!J rに近く設ける 。仰がlは鼠害 を受けるものが多いから防Ji{ '1:  

事を施すc 1  ｩｾ はコ ンクリー ト 打 がよく 、水 洗 ｮＧＮＮｾｏ ｬ ば 似利である 。 ζ の外 ｌｉ ・ｻｉｩの ＧｾＳ 五を入

u 1.J id余;.i fが必要である v これは註 ;li:がIIシ|釘1'- JIJi 'fi ，ｾ＠ 、から j 白川; に小足袋へ設けると椛怖であ

〆，} J

第 2 章 牛 乳 底 理 場

'1:札l超現場は受字L室から対り 、内白Lヨミ lζ 終る。 先づノラン トの計・塗l亡?;? つては 、一日の

晶玉盟主: 及敷地の大きさにより :'1':而(I '- Jに之そ単引するか 、カ:fi 告的にするかを決定しなければ

ならない。然し吾凶の作泊首jl' ilil C ｾＢＢらる、如きものでは 、 二 ｬド階 ［格 皆以 卜 Ｎの広必、要は干符防 ｺ品 ｩ てＮある ο

日 Ｑ取伐以当並上 Ｒ却 Ｐιμ ｩ 程度のもの迄は一ド附 ｩ背与で ｪ凪起王引判 ｉｊ引ｊＡするＯん ｊ がイ有 ｻ利と さ ｨ てゐる 。 件当 Ｚ ｾの附 ｩ ゑは大沢 ｩａＳ

I品1I乞示 す如く で あって、単叩されてh <  ( ) レクの迎行を考ーへ 、* もスム一 九な松、そし

てjlliu距離を故小限度 l亡納める秘lこ，1てゴとする 。品 JI J ! される t ) レクは多くの本絡にうつされ

ミばうつ される組、又:多数のポム プそ く け Lばく Y るおUS'染されると去ふ事 をi;t に念ゾiJ'i 1ζ  

泣いて計量しなければならない。

I 受 写L 室

搾 乳 されたま L の字Lを: 受け取る主で 、搾J f ) ( _: l ; 坊に接しない プラ ン トのみのものでは 、羽17;t

ｉ ｃ 混雑し 、 外Ｊ者 ｬ 亡よって秩序を ￭ｾｌ されるから発問 、 ｩ 市 ｬｍ については百十議 ｬ 亡常り充分 ｈ 立

を要 ーす る。受孔室から ＱＱ ＱＺ 接ホ ンプ ｬ こよって 各島 理 ｉｉｈ 得へ牛 字 ｌ を 導くと ｩｬ ｙ， ｴｾｾ で・ あ り、 Ｑ ＺＱ叉似利

でもある 。

II 検 字L 室

受礼室K 接 し検孔室を設ける 。 ζ L で搾1[ J l 場から運ばれた土l二字Lの細菌検査、物理的及化

謬 的検査をする 。小室 IC て足るも比るからに清潔た感を9i!: へる仕上を要する 。撤微鏡屯 、

ik し、加熱装置、薬品及器具似i等を設ける 。

111 牛 乳 取 扱 室

:受礼室から入った牛学Lを温度晶玉1ft によって殺菌 し、埠詰をなす主であって、 t  ) レクプ ラ

ン トの此も重要ーな慌である 。 百 十識 に ＷＷ ［ つては 先 づ抗一 、 Ｇｉｬｦｪｪｦｬ の工場と全く 同 校に 、 ｊ 以 ＭｪＩｪＡｊｾ
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によって機械設計をた し、 これに

よって平面、 断而1十番を行ふ。南i

t星島理の場合l念、泌過した l )レク

を場詰 して、 f自主主r蹄 ( 1谷K 云ふバ

ック〕に入れ蒸気を通じて殺菌す

る。 低温晶玉虫の場合は ilo.¥! 過 した t

J レクを加熱し、後直に冷却l して; 睦

誌をなすO 特別土|二字L晶玉虫はとの低

温晶玉虫に j必ずる 。放に高i!宝島盟主

では ｩｬｾｪｾ 器と Ｑ［Ｉ 話古器と ｩｬｬ￬ 悲踏を配

世し 、低i星島王m室には強過器と 加l 第 8 闘 ・高t.l! Dt 凶 l二月ふる消煤繕 ( 取付中 〉

熱槽 、冷却器、議詰 機 を 配世する 。とれ等の器具は各製作者Vとよ り型も異り 、叉数階梯

を一つで泊ませる様工夫されたものもある。( 第 8 岡乃至第10副参照)

放にとれ等の機械の撲定を待って始めて平面計量が可能にたる 。

) ' [ 般的K 取悦ふ必要の起るのは第 9 固のシス アムによるもので ζ の蕗i雨冷却器を Hj ひた

場合である。との方法は島理が迩完工事及 l )レク が空気中に燥される聞に] { ) 折の交換が行I'I

ｾ ｬ 香 味をよくする事等から出く ｭ ひられてゐる 。

j択は排水VC{主意 し、出来得れば全室長に沿って泌を作 り、鎖音波を設ける位、徹底的な

排水方法を講じ度ぃ。

室内は蒸気、 プライン 、動力用電気線等の配管を要するから 、相互的l亡酷雑しない版、

ζ とに温度差の甚 しい配管は可及的接近しない様各室 との附係及機械配置 を工夫する 。又

之等配管のドレイ ンや被告足I師、lて結んだ露の落下!. i J ;も: J t，t初か ら考へて置かえに ければな らな

第 9 闘 ・低温風遺書号 、左端力n熱階、中央 11 )J - ヲー、

冶.- j 祐IV 忌J占機 ( 工事中〉

XII 2 0  

いο 叉室内は温水、蒸気を 則ふ る

附! 恭 トー、水蒸気が立ち込めるから

そ の 排出 に充分{ Iむ: し 、柄、天

井 、活符等i耐水的 i亡取11心、事を要

する。室内換気及r.n it はHDk特 る

| 浪り良好に 、而 して換気 l亡|制して

は自 然換気の外 、機械的換気j j 法

を ｊｻ ｟ ｰｬｾ じ度ぃ。沿Ｚは ｩ 斑身・Ａ日光を遮り

作る核施設し 、網戸 を1
1
甘すu

I V 器 具 取 扱 室

伴氏取扱室は総具i先物と 、111}γ F

出，j { 出物 とよりなる。部J -U先物で



本 10 悶 ・官I f.ill. 泡珂器 ｪ ｊｬｬ 熱 、 冷却 ｴｬ ｾ 同 一機 内 で行ふ球

191:λ 日

V  

考案 11: もの 、左端1"長詰器 工 事 中;

-.0、

'τ3 薮 庫

は t ) レク主張及上呈を I先j除、 ｲｾ￬ 若手をた

す。

と1-: なる設備は I先j除器を有する水

械と ii 引先背任) } _ 茶fttif fi !品目: である 。

￬￬ 庁￬Ｇｦ＾総兵世場を経て各牛乳ｊｦ ｸ ｾ 放

ｾ ｾ及 ｦｴ［ マ ｌｭ へ辿絡のよき事 、 叉 刊

染器具は各市f( 者 、il マ L取11立京、

受字L需か ら師 って員長るからそれ年

にｪｬＡＮｦし ｪ 見事 ｪｾ なく ｦ 更年 ｉｊ でなければな

らない。

排 水、保光、換気 l亡聞 して は 、

I[ マLJ 氏側室同械に 、最芳の注意を

ＱＱｴ ｩ ， ｗ ｬｊｾ注 ＩＧ ＱＱＱ をた し たる もの ＮＦ ｾ ｉ ミ乳 は ｊ ｴ てと の ＪにＡＡ＿賦される 。 京 の 大きさは配給荒 ｬ 亡ょっ

て 決定 される 。 ＧＭｴ ｾ￯ ｾＧＺｪ さは 有効 ＿ ， Ｚ Ｚ ｪ 7  );.科 11i: 以上は徒1 ' [ 1ζ 察結を晴すのみである から不必要で

あ ろr

冷1; [ l ) J ' 法l士、:1'[ 接 冷114を)' i(l 人] に法るもの 、)'i': 内で 昭和( 1] { j ! J f を膨脹 せ しめ て冷却するも

の 、 ｩ 令 Ａｬｨｾ 貯 ｊ を 川 ひ て之 を ｷ 内 ｬ 亡 ｩｩｬｩ じ 冷却 するものがあ る 。 よ ｼマ ｌｬｬ 主 坦 ｼリ タ ＿ で は仙 の 低 温 蕗 ｲＺｰ Ｚｉ乙

もとの 冷l; j! が必要なた め、 乙 くとの ＱＱ 止 伐 の ん法 を ｭ ひ そのｦｦＱｾ貯ｾ Ｚ ，亡は械 ノJ<. をflJ ひる 。

との場 合 プ ヨ f ンの配t ' i' !士I!!I J照 lこなす よ りも天01:にしたん- がJ oi i 内況 度 を一定に保つJ てか

レノ 、 Ｓ く管外結氷 を ｊｲ ｸＮ除く 作 業の 宗 主 Ｚｪ な ｊ てから 有利 であ る 。 ｬ 故 ｬ て 月 ｚ の天 井 高 は前ｾの Ｗ ｪｾ＠ 1こ

との配 管のスベ - 7、を加l へたも の とすれば よい。

冷蔵JiiI への川 入は II 々航繁で あ るか ら前名 を設ける事が有利であ る。 /111 入口は '1マLJrx.倣

可 ｕｫ 配 ￩ｦｌ 本へ似利念 事 ー はな っ Ｂ命で あ るが 、 ￯Ｑ￭ ｲ 十 完 投け る 場合 、 扉が Ｍ￯ ｉｈＩｾｲ ｣ ＮＡｬ ｶＮば ぬ 般にす る

ｾｪＺが 保 ｪ 慌 卜 ＴＷ ま し い 。 又 少 ､ｬｬ の ｉ 去を ｊｄｕ 1  ¥すため 川 入 口とは )J IJ I乙小 川浩; を設けると 使禾IJ で あ

る。又見易きがfJiJi'へj批度目lーをイ.j すo j底jXil ｾｩ ｬ そ の 材料及構造 、 ｈＺＮ の 排Ｊ ， こ 到する ￬ ｊ Ｚ 立 、 ＧｾｇＺ気 一 ｬ 凶

事 の防水句;;"If(jffi 冷蔵I' if . と全くf l i ' J品ーで あるから 行PI各ず るD

Ｉ Ｇ￭ ｦＮ内 部 ｬ 土 ｩ 先繰 り 能な版 、 ｩ 払訴 を ｦｔ ま ね 校 、 Ｓ くＧ， ｾ｜ｉｌ￬ ｬ 守 ｩｎｊ に保てる枝、伊 ｉ ｊ へばｉ［ Ｚ Ｍ ＡＱｩ ｽ ｲ ［ I鱗 鋭の

矧を探る。}iI l 内j変ii:1t は 3: J C j う至10
0

C で ある c

VI  
、ι
ｾ＠ 凍 機 室

前 述の如く 'Iff:im- 般 に は プ ラインを! 日ふるから 、 プラインタンク及之を冷す冷凍機を備

へる。 プライ ンタ ンク は普通島理主 10石以下に 於て Ir;l: 4 尺 x 8)' ( x 3 尺程度である 。 冷凍

機 には水の コンデンサ ーが附くか ら給排水の設備 をする 。

2 1  
XII 



VI 汽 繕 室

問形の低Ｉｉｖｾボイ ラ ーを使用するからそれによって室の大さを定める。牛乳取扱室 、 器具

i先場11[.接近し長距離の配管による損失をなる可くよかくさせる。室内には石炭庫、給湯用の

涜7 ) ' ( タンクを設ける q 防火的 lて他の建物との開係に刊誌しなければな らない。

VII 醍 :i L 室

配達の時間は一時にな って相訪混雑するか ら配1L主を別に設ける事が望ましい。直接 jf?

蕗庫に接し 、又外部に商し 、配達車へ積込みに使利で友ければならない。 との配達車への

精込みは雨天の際を考lぷに入れj自活た深い閥a : 設ける 。

IX 附 属 建 物

工lマL蕗 fj1) X配達は 、)川iJ; jから夜遅くに迄及ぶものであるから、とれ等従業員 11[.到 しでは

宿舎を設けると便利である。叉配達車庫を設ける 。

参 考 書

XI I  2 2  

山 弁 映 三 者

向 尾 廃 太 郎 者

向 尾 銃手t

井口 ｾｦｴ 三者

子安叢哲ｾｴ［［

月 刊 雑 誌

乳 牛 の 終 棒

現 代 の 乳 業

ミル クプラ Y ト

乳牛飼料さ英軍日合法

字L /ド の 伺 方

.¥ii ll ζ plant  ( 米図〉



ネrr 建 築

決

断

ー・.一、，.

F. '  
- ・ ‘

小 泉 嘉 四 郎

ちかtj'1辿築に ついての昏迷 友論議が航行

して居る。

嘗てのインタ ー ・ナシヨナ リスム新建築

J I! ! 論が ?i J なるーエコール一一一例へ ば、 アー

ノレ・只ーボーとか、表現波とか等一ー に池

き・ないものであったのか、戎! まそうでなく

して本質的な殻肢であったかを、もう一度

よく考究 してみ怠ければならない。

*  
ｾＯｰｾ＠ It[.ー エコ ー J レに過ぎなかったとすれ

ば 、それに代 る新らしい 指導 ｊｬ ｰＧ論が生ま ｾｬ

て- * なければならない。

A= しそれが、本質的な殻j氏であったとす

れば、それを否定する事は建築文化の進行

以外で あ り得ない。

*  
合

Ｔ ン 虫ー ・ Ｗ シオブリスームは除 ｼ 次の分Ｉｾに

そ前提として初めて意J売を有するが、その

ｦ ｾｬ 念 ｉ ｴ［ｬＺ 人 ｬｦｊ ｩ の信 ｉｊ 生以来歴史 の護 展 を苛 〈 公

均的危版J l I Jでは放からうか。

*' 
それ は過去に於ては 「イン主ー ・プ日プ

インス 」であったらうし、現イ1:1亡於ては「 イ

ンター ・ナシヨブ J レ」 であり 、叉来るべき

Ｂ ｴＺ＿ ｾｉ ｩＨ於ては 「 イ ン 主 ー・ プラネット」で

あるだらふ。

*  
E宇

凡 て 、 ｬ￟ 与を ｉｌＱ ｪ ｾ ける 「 イ ス・ ム 」 とは主ｾ築

的 ｉｾ 状態 」 そのものを立日本せヂ 、 その ｹ 状態 ｋ

JJ する「能動意識の本市」を問題とする。

洋

大

正しき 27とは断史 の御心的: f _! f ，rJ ) 現時(I"J

先端に於け るものであって 、正しからざる• • 
t すとはとれ よ り症すぎる 、又は 平すぎる

もので ある。

・-
11 : しい主主築む土 、flキj主的 l亡、材料的に、

形態的 l亡、主主築文化殻M;' 邸宅の現時的先端

| 乞於ける建築でなければならない。

*  
甲骨

*  
ぷf¥r，の知性化、文明の機械化 をロマンチ

シスムの:i ti 欠と して悲 しむ者があるが 、そ

れはもの L 殻鹿を理解し友いからだ。

成程古き ロマ ンチシス ムは火はれるで あ

らふが 、それに代って新ら しきロ 7 ンチシ

ス持 ムが生れるのだ。

ETI 悶; 立の ロ7 ンチシスム は火はれでも新

らしく 7 ロニヱの放水路のロ 7 ンチシスa ム

が生まれたて・は 危いか。行般のロマンチシ

ス掲ムは? 護れたが新らしくキ才ンライトのロ

マンチシス. ムが生まれたでは たいか。

安

建築材料の制純化、主ｾ築生産ＩＩ法の機械

L業化、と れは建築文化護展の斉む事の1+' ，

JIさない方向であらふ。

*  

j析の如くにして 、一つ ー・つのえ1! 築の 111，'

"'1: ， ｩ 臨ｾＪ性は火はれるで あらふが 、 克 ｬ こ よ

り大きた建築史聞の 1fl;1性、即ち都市の1 1 0 ' ，)

性、趣味性が新らしく殺場して- * る。

ヲー

若い時 代 の建築家は 、 最吋 Ｇ 一官 ｉ ｾ の建築の

エ レペイシヨンのデザ イ ン だ け で な く し

て、建 築集闘のヱレベ イシヨンのデザイ ン

を事ばな くては なら たい。

2 3  X !I 



+: 

と L に比) ;・ 3と設へてみれば 、新らしき者11

i li の計識に於ては 、建 築笠岡のスカイ ライ

ン 一一 ｪＡＱｾ ＯＮ ｾ ｾ 純 一 一一計 ｚ 黙と云 ふ 問題 が平 ｊ ｲ らし

く諜せ らh て* る。

持

，.. 

乙の問の者Il rli を見 る度l亡、スカイ ライン

の貧弱さ 、H. 屋根の部汚 さを感じる。

指Il ili 構築の見地から 、}[.. とそは 、凡そJ Iー

現代的 なもの 、 ｾ友もの 、 と思ふ ｯ ｾｮ ー弔

いと云ふ事( ' i - 日本建築の杭が細いのに

到して一一決定的危快陥て・あれそれにあ

んなに陰管な灰色 を した置いものが 、日iJ'! の

-' : 1乙低 く覆いかぶさって居る と云ふ事は事111

iji rl r衛生の1てからも良くはあるまい。

E守

安

*  
ただiill 築の公si liJ と云はれる場合l乙次の J支

二つの意味が混同され易いが 、 とれは 、は

っきりと分析して世かなければならたい。

ｩ 建築作品への 、 給前作品 一一 成は 、 ｬＧ，｝ｾ

友IJ作品ーーそのもの L 添加。

11  建築浪への，緒h!目的一一成は 、防災1] 的

一一要素のデイアレクテイクな探り入

ｾｌ 。

*  
l の場合 l亡於ては 、綿布 一一氏は 、彫刻

一ーの見は依然として締誠一一或は 、彫刻l

の兵l乞 11'. まって i，'} 1) 、建築美の殻j氏と して

j 収り ー上げ るには伐 るまい。

11 の場合、縞h15的一一成は、彫刻的一一

要ぷは、と L では .l L場さ れてXJ rらしく建 築

二; 定の設展が知 らさ れ る。

との後の場合の様な装飾方法とそ が、現

代に於て肯定的慣備を持つ。

食

事k

*  

X tI 2 4  

嘗て 、「建築は塾術であるかJ o rあらざ

るか」についての論議に大盤 友ヱヰ、 J レギ ー

が費やさ れた相だが、と¥i ' C ζ んなに詳し

い建築への定義付けがある。

伊疎吉之助編総 「哲墾小買事典」

「建築の意義、目的な理想化的表現 の 内管さ

し、形式的原理さ装飾さ によ っ て笠間の形式

に霊芸術的効果た賦輿 しれ るもの。

放に1変際的功利住吉科撃的知識さ に規定ぜら

れつ k 、而 か し 空 間 形 式 に そ の 目 的か表HJ

し、銭前Iの服用にその物質性1l?美化する駄に

それの婆術さしての侍性がある。( 後略) J

洋

食

住築は ill 築 (1 身の正し い殻民の近 を謹ん

で行けばよい。そうすれば ｾｈ 何は自 然と後

からくつ付いて来る。

，.. 

( 1936.  10.  20. -) 
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川 勝 健

ｈＭｪ 必 ｬ に於ける建築ｾ動は兵 ｊ ｪＧ訓慈 ￭ ｦｴ￯ｪ 主 Ａｔ ｜Ｉ ｽ と

して Ilt ! H.大 1
1
1;災の破壊の後に続いた時期にm

説的なイン テ リグンチヤのプシコ イデオロ

ギーを代表して起ったものではあったが 、

向その庇前の時期の影響をうけて過去の伴

統I' C1Hする反泌 と同時 l亡tdi 時代 への及本 を

その楯の雨ー聞と せ なければならなかった。

例 ｬｩ ，命その Ｉ ￭ｾ 礎 に は何 よ りも間際的 た規棋に

於 ける資本主義的不火と 云ふ事 を見逃す ζ

とは1:1¥*ない 、然し乍 ら例へ前記した不安

をその基礎に持ってゐるとは云へ 、断甘|・|言者-

閣に於けるものとは非常た相違のるつた事

は説明を要したい之とろであらう 、だから

とそ 、 そ の 常時の ｾ ￸Ｇ ｉ Ｇ ｉ ｩＧｃ於ける破壊的で同

時に白菜的な聾術運動i ' C ! . J - 上じすれば、之れ

は自己満足的た要素が濃厚であったと云ふ



ととがが叫解される。

けれど もとれに絞いた杭約的火定期もそ

れ守ーの形 而 ｊ Ｍ ＮｦｉＧ ｾ 満足を充分 ｋ 満足せしめ れ ｽ

る椋なものではなかったから 、之の主主WU.TI

勤 も次第l宅建築技術礎仰のための; ] 到へと

除 i注なく挫折して行ったが、それでも 耐 そ

れを培養 しね る校忽ゴ:壊は何」起にもJ ，，! . /1'， さ

れ叫べくもなく 1mもなく Hiyl : して行った。

ζ の事は之の運動が飴りにも 抽象的で 、世[

立的で、191名手IIJ なものであった事を示すも

のなのであらう 。

ノトその頃の iIii:合↑j!; 勢を 思ひ起してみるの

は無駄で友いかも知れない。その常時イ ン

テリグ ンチヤは1!l UJ; な?!f 白い 中間階級とし

て、 イン テ リ無能な る合; 江: 干葉が一つの市;鴻1侠夜

として企公も式 イ化ヒ さｾｬＮＮて ｆゐ ｊ た 。 そしてその Ｗ二 ｪ

そ認認白i誠識するとととそイ シテ リグ ン子ヤの;準色

;砂U性てで‘ あると見倣さ jれL てゐ7た己ので 、一般有

識分子は初日命一般技術家 と共! と挫築技術家

も白火してしまうか 、で泣ければ自己の小

さい専門の門内へ 、月1. 1: ' 01' から切り離して Iヰl

ぢ能る事を以て1114j t し、 その枠内 K 於て: i l l

築の合理化 とか機能化と か、機化 を1111' - の

信1D長として守りあそけざるを1ｾ十なかった。只

之に飽き足らない一部の者は主主築の科接的

認識へと tI'，費しては庇たが。

云はピ干ヰI " XIの主11築運動 l念、最初はインテ

リグンチヤの 心坦p的イデオロギーをその思

想的基礎としてゐた限り lこ於て、それは臥

合的 lとは多くの インテ リグ ンチヤを 同1' 1'者

としてH ¥護 したと凡るととが/l l .* るが、そ

の謹術運動から技術泊予JJ へと枠内するにし

たがって 、それは運動と云ふ lζ 1il Lひしな い

見Irの技術家 エキ λ パートとしての調普主義

的部立へと法務して行った と云ふ事が 出来

る。

以上の一時期の後lζ 結いて今日まで続い

てゐるも のは 、 全くの無 ｬ ￯ ｾ と沈滞であると

とは今夏説明を要 しない。

JJ i' でそれ勺の二つの時期 を匡別づけ る穴

きなヰ礎として認められるものにi前加|事主き

があるととをも説明 を要しないと思ふ 、之

のJii 1:¥守的な事件 を一つの模機 として至芸術界

11: 於て も大きな主差別 をJ，，!. /I'，す事が/U_?長るで

あらう 、そしてその rl:1から表れたものに丹

々の最も聞係のあるもの として見逃す事の

川公た い一つのnn題 が査場 して来たので あ

る。それとそはi I I i 言巳したpJrのインア リ1YJtm

1l: ;WJ する新しい テーゼ‘ として作家の能動粕

刑11として取り .1-，げられた所のインア リ能動

と云ふ事で ある。そ して 之i しが重要読さ

れ 、問 題脱されるにしたがって 、それ白身

一定のん I"J に琵Mせさやるを仰 なかった。即

ち、 f ンテリグー シチヤモ一般大衆から匹別

する ｭ のインテリグンツの分 析に従 って ＩＱｾ

ｾｭ され、智識 、 智能とか技能 、 技術とかの相

関々係 、キ:1壊と技術等々として各々新しく

慨念制定をDi!. へられ、今向チヤ ーナ リスム

は純々の角度から之を 問題腕してゐる相; で

ある。タＧｊｾ似Ａｊ￭ ｔ ｲＮ ｜ｉ引 題 ｬ 亡到して素人である Ｚ ＧｮＺ

将は之等を一々 批 判するととは tU3kない 、

けれ共エヂ プ トに於け る ｪ Ｎｾ 耕主星感や十 九

111-紀 lて於ける航ii ，H，lti と地IIf ) ' - l _ t 乃至準化論、

コえは今日f J ( : 岡に』ぞけるレンスA製作技術主天

文阜の開係写を 忠 ひ合せてみるだけでも 、

持々は之のが|壊と技術なる隔範議の相瓦#'1

1M性に付いて再考すべ き必要が感ぜられな

いだらうか。

杭l亡先取に依ってnJ j かにされた月Ff ではあ

るが、今日一般に不| 懸の技 術 l乙釘する規制

だけが電ー要jj&され 、その逆の場合の技術の

利率に主Jする聞係のせ閑問されてゐる駅態

K 於ては向更である。

之の事は直ちに技術家的偏見で ある と考

へられ易いが、む しろその考へとそが純 梓

な科壊のための利息を信じよう とする偏見

と同桜に専問家的偏見で しかない 、ただ、カか、ら

之の偏見を i清青1現算1字:す るi退益芭宇乙そ建築4不科'-' 1摩謬Zが」正ビ?

2友主科科. 毒謬さ的護展を主橡象約するものでで. ある主 考へ
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られる。そのために建築技術或は建築科撃

は建築に開する限りの 他の諸技術 との 相

|鋼、綜合?き;が必 要ではないだらうか。

然し乍ら我岡の特殊事↑ 市は建築技術 l乞|以

らす・文化的議技術が不義的技術 l亡到 して著

しく立遅れてゐる棋な!状態に於ては 、或は

之の事は無理であるかに見える 、が然しそ

れだから却って綜合的な研究が1必要であろ

とも云へるのであるまいか。

私は以上l亡依って建築技術家の?;:;而 して

ゐる地位 l亡付 いての或一雨 を客観的に観察

してみたつもり である 、そしてそ の能!l i lrIJl:

l亡付いて好意的に眺 めてみたのであるが 、

之れに釘して現賀には種々のその反針物が

考へられなくもない 、例へば技術家の多忙

と市: 不精とか 、:与11¥1家的( ギJ レド的〉閉港性

とか 、 叉枇合的には 、 文 ｾ ｲ［ Ｚ 家 ｬ 乞 到する Ｑ 前 日

XI 126 

的迷信と 云はれてゐ るとと ろのさE. 斥技術家

向身の自 i朝等々が皐げられる様である 、が

然し少く共技術家が技術の綜合的研究へ志

すととに依って之れ等の断) ¥ーから脱殻する

事が可能友のであり出しい事友のでないだ

らうか。

批近に於ける建築家の昔 ｉ ｉ Ｍ Ｂｩ へ の ｼ初心 の ＿ＧｾＺ ｪ

ｦ 払と Ｓ 与に者 ｉｉ ｔ ｬｩ ｾ ｊｦヲ工へ ， ［ｬｬｩｊ 民しようとする ｦ 頃Ｏ，Ｇ ，Ｉ

l乞於いて jji jj!!!: の桜な見通しが可能らしく ，U

l士j 工る。

向叉J!Jrかる もの として、即ち技術を純粋

l亡排他的に 満了tl: せ し め る 事 な し 技 術 相 五

の 、そして利早との開係の 中l亡自己を枇合

的而と接鯛せしめ乍ら相互の批判的綜合を

ｾねす る ととに依ってとそ ‘ その技 術は質

的に析 しい先 ｾｍ が可能 て・もあ り利 ｆ 感性をも

j華料すると主が可能で あるのではないだら

うか。



- 時 報・

都 市空襲 の
勾圭手

E ヨL 例

んく欧illf: 大敵時 ロシ ドシが、多裁の湾機によりて空襲を受けた時の記銭、か

r¥Var  in  thc  :¥ir; ¥¥i n日以.1 l{i Jlc 日 in Br 巾ぉ11 Ski es h) トI川 ， i lt ol1 Fyf c よリ 〉

森 日 清 抄混!

ド ｦ ツ Ｑ Ｑ ｍＡ ・ 加 のぶ 叫が ｊＩＩｊＧ ｸ ｬ 弘 ｕｬｾ の 対料とソＩ以に火 ｪ 伐 を Ｙ ｦ ｴ へられて から作く の ｉｭ ｬ ま共同で

は人 が々やJ ' 咋心配 もなく泌す事が11¥* 、そしてツエツ ペ リンからの危慨も解消されたかの

様に偲はれた。

けれど Ｑ Ｑ ｾￜ 般に よる Ｒ 、 Ｓ のシ ［ヰＨ￮ｧ ｻ士 一 見 ｊ しな Ｗｊ ミっ た のである。 ｬＡ ｪｊ -r)  1914:(1:  12月l亡2 問、

1915年 l亡4 同の主主泌があったのであるがVIL.か八名 の死傷者を川したのみでヅ〈した明書もな

かった。

本誕の!百l数は 1916:r:.1亡は 19同にも明刈l し、そ して初の 18聞は :1: として K ent if fj，J; t: の_I -.

q が出は: l L  Deal ， D over ， Ma r gat e， R amsgate，叶 の. I-_犯では 5月19n  l o r n  [ i ] 丈けの出

錨を受けたのみだった。そ のt配iJ ι 1

名 の 負 ｦ傷毎手者者ｾ｟ がそ ､れ ｌ ででＮある。

1916年11月28 円、 雨後18ナ月間 も杭く" ! k 同氏の i) j 気 と忍耐を試す5品目1'i なる恐怖の最初の

試練が訪れた。

操縦者と仙 ｚＴ 者を長せた ー 必 の 調機がＡ ｾ Ｎｲ， Ｇ ｊｊ ロ ニ ド ン ｉ＿Ｚｊ ・ ｉｊ 心した 。 その目的は ｩｦ ｊ ｾ 市本部 を

爆破する l乙あった。

有名な W hi tehal l ，IL は- -IJl H程前! UL てゐたが 、Vi ct oni a 竹: .fj O誌の附近l亡は 6111，1の燥慌が

役下された 。その結 果 ］ Ｇ Ｈ ｩ ひ死 二 千 ｦ はー 名もなかったとしても ＱＰ 名のＺｦｾ ti : i者を 11¥したので・あっ

7ζ 。

長岡氏 を恐 怖 せ し め 、円 ｉ ｬ､ ｬ の 生命 を 争 ｉｊ ｾＨ［ せんと 、 「るならは 、 もっと長時 間飛行し ｩＧｽ る ー 凶

悩ＺｊＩ なる Ｑ Ｑ ｾ 行機 を 仙川 せれば ならぬとｾ ｩＢ， ，｟ｓ、事そ 、 此 の ｼ慌 の京辿 ｬ 乙よ り、別逸 の Ａｾ Ｇｉ ｉ ＭＨ み司 ｾＢＡ， ￧

は悟った 。が然し英同で Ｇ ｉ Ｇￌ ｾ問機の合航空 ｬ 啄による攻 Ｎ ＺＱ 供能 力 の事 ｬ 亡闘しては計五も考へ ｊ￥ らな

かつ7たζ 。

[1陸l墜主主F上k の防2宗到主剖|防訪VA街詣木古制部i官lのj焔|怖存杉粒eJ .. 注主は大砲 の砲列 lに乞よ りj飛i陀E行機を引!防り幼j ぐ事 しか考考一へて居らなカか
A  

つ7たC 。 カが ｦ仁 ，促 ｉｪｾｾ 問判叫 ｬＧ 叫主仔Ｇ，｝市 ｬトドＧ Ｎ のt仰4母必削tl付十桁i行守汁4折刊仰，[市中引[!'れ;「川'( C

ｨ以企 初 Ｑ硝笥ｼ機匙が シ京宗 ｴ叫 Ｓ迎与 Ｔを引ど什 Ｔ行 Ｎ了 ｴ つ ｦた ζ ＱＱ時ｼ昨 年ｾ同氏がそ ￜ ｉ Ｇｃ Ｇｦ Ｎｪし てむしろ欺カ 通れて 居ったので 、 之が! 幼シ;モ

ｖｌ ｾ Ｎｪ す る月 ｪ 主主又は込町 ｩｉｬ もなかったのみたらヂ 、 防空用の飛行機も 不足をＪた し て 居 った事

2 7 別 I
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• 園

O唆空襲者の進路此の地 問1119 16年 11月28 日さ1917年5月

2S A ， 6 月13 目、 7 月 7 日の溺逸唆空襲飛行の i笠啓の|割

鮮である。 191伴 11月28 日の空襲11航機ち、 口 y ] " y に

到、逢し? 二最初の機4 p1ごつ1: 。

などが暴露された のであった。

滴逸新型飛行機製作は共施に

新しき戦術の目的のある事を英

治問は知 ら た か っ た の で あ っ

た。此の新型機は素/ I ;!i しく大き

く殻動 機 2 例有し、 16，000 吠ル

烹17，000呪 をも上持し作る 三人

采の市刷 機で 3 例 の機! i j J銃に て

立 Ｎ ｾ Ｉ ｽｪ Ｎたされ 、 ＱＰＰ ポ ン ド爆弾 ＶＱＱＱＱＱ

の佼絞能) ) を有するも のであっ

7ζ 。

此の新型不問機 G otha のH-'，

現 ｬ ま ｾＱｩＺ 岡最高眠不参謀本部を驚

かした。そしてｾ岡海軍委員合

で もかかる事は?;t 然な事であ ら

うと 6 "i' i してmった。

か今や孜々は航' ぷ除の編制rc

よる飛行舶とは遣った侵略型悼の攻 :1阿世による時喰 を受けねばならね。 かと、市事委員合

は砕明書を殻表 した。

此の新型攻撃に よる最初の宗裂は 1917' 1ミ 5月25 日の '1:後 5n年と 6，511干の間に行はれた の

であった。暗雲l乞鎖されたロ ン ドンを空襲す る事が|本l明tであったので、澗機は Fol kst one

を ｾ Ｎ［［童 話し 多くの爆 強 を 投下し て怯惨たる惨事者 と 悲起せ しめた のでＭあった。

土 ＱＱＱ 在日 の ＧＱ 二後で丁度ク リ 九マスの 前夜で あった。共 Ｇ Ｎｍｩ ｉ Ｇￍ港の近くの ｊ ＧｴｬＨｾで細川ながら

生計ーを維持してゐる小向人のm1t で- も あった。此のな主砲 l生之' 呼市IRt¥': の始んど JiEf怖 を惨殺し

たので・あった。投下した爆弾I'I -1:く 、中，) の川;芯も期待もない之等級 雪11
11
1
1
;域 lこ務 1，0 した のて・

あった。 爆殻後の光景を日解した治時の件家存長 l士η 決し てJ忘れ る事の川.*&11怯惨たる場

両であった。 。 之、語って居 る。

かかる危険K 到する何等かの件告が9i! へられねばならなかった調機による傍粧無人の此

のふるまいに到 し会然た る 抗 議がなされ 、 又 市民 は Ｇ［ｩｾｩ 時 の玖 ｊｻ Ｎｦ I乙主Iしfi I: 桟な抗議をなし ，j) ， 

かる性質の攻般よりな、子供の大規模の殺主: を防ぐ防護手段を取る J様、進言 したのであった。

協議合が庇 κ 話集された が結局共虞には何等の適宜凪置1 L1Hする) / 法が見1- 1¥せなかった

のである。 主主中w伐に就いての玖府の歴史家である H. A.  ｊｯｮ･ｳ 氏は、 かカ］るＺぷ辿 ｾｎ 策の

不干高足主主見犬態が改善 されるのは、あらゆる勲より見てさう遠くはなからうと不 i慌に 明言 し

7ζ 。
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然るに此の惨後二 、三迦間たつと 、史:1乞不都合な事件が突費したのであった。 と言ふの

は、 Ｖ 月 Ｕ 日一 去の調機が Ｉ ｩｾｾ ミし不正確 なる爆 弾投下 を 行 ひ 、 更に又それから Ｘ 日後には

14壷の新鋭機 Got ha がダイヤモンドの編珠飛行で京辿 を決行 し午前11時と 正午の11刊にロ

ン ドン の上空に遣し盛に燥却 を投ードし恐るべき爆当者 を:l1Qへたので‘ あった。

快H市の立の il の事だった。作f説1'( IHてゐた多くの人々 が此の目新 しい光J1を驚いたま ま

只眺めて ゐるのみであった。正mの編後で11<<行して居る赴等の満機( 主新しい経験を持 って

ゐるので着 々と彼等の準路 を行準し て- *た。之を見るや英国の成行除も "j:( m機 を飛して敵

機を追跡した の で あっ たが、敵機に近づくとたちまち調機の二 、 三よ り機 ｾｍ 銃 を 射ちつ づ

けて彼等 の 攻慢 を 阻 ｉｌ した の だった 。 そして問機は編攻 ［ Ｑ＼＼ 行の列を ￭ｾ ｌ す事友く ｅ ンドンの

rド心部の上京にやって来たのである。然し赴等の飛行機は j貞ちK 爆弾投下仕様とはしなか

った。艦て指導機 よ り1"1ぃIXIJt が落下されるや他 の飛行機はそのスピ ー ドを幾分ゆるめる

とJ貞ちに爆弾投下 を開始した のであった。

ｌｩｶ ･ｲｰｯｯｬ 停車場を中心 ｬ 亡が ｊ ー Ｑｾｾ Ｑ と ド 径 内 ＱＰＲＱＱ 川 の爆 却 を 投 ｬ 、し 、 猫機は温か点 Ｚｊ ｦｬ 乙 ｬ ￭Ｇｊ つ

であ Ａ＿踏に ついたのである。 此 の鴻 ｚ ｉ ＧＺｊｾｬ の 答が忽ち 鋭、じて 修羅 わ 苔と化し犠牲者の安世 、 負

傷者運搬車の混雑 、病院の急設等で恐しい悲夢が突如として※ 越して- * た様友光氏を 問現

した のであった。

:4止 も悲歎なる r¥l，%: 事が ロン トンの点端¥Poplar  にある 小製一校に起った のである。それは

16名の児童が即死、30名のyt.¥止と 4 名の大人がllt の空襲によ り負傷したのであった。爆却

は大抵の建物 を砕き爆破したが 、悲し以下階のJ杓乙 到達してそとで作裂する肱ーな現代，の如

き爆強て・あ ったな らばもっと多くの死傷者を H¥したであらう事は本易 IC想像さ れ る。 他の

墜松ーにも爆強 l'I 投下されはしたが 、キーにも不護だったので事なきを得たのである。だが此

ｦｾ に校合 の 五 つの Ａぷ ｬ 阪を 打 抜い て務 ＱＧ Ｍ し辿物 ｬ と相 市大な る損害をＺｬＱ ｩ ｛ へた ので まう るが負傷者

を/1¥さなかったと いぶ却である。

他 ｉ ｃ 錨 ， ｉｾ され た建築 物の ｾ ｉ Ｚ ｱ とは ロ ン ト ン ｴ 割付近にあるノ ｦ ー ク ν ー 銀行 の ｍｩｮｯｲｩ･ｳ 支［

J，li もあった。此の iJH，: I'I Ｑ Ｙ ＱＵ ［ Ｑ ｾ ＱＰ Ｉ ＱＱ 乙ツエツペ リ シ Ｑ Ｑ 忘れ一加によ る安 越を受け大たる州事 を

語って 、ｉＧｦＮＮ ｩｬｩ 築されたものであった 。 今や不判乙も ￭ ｬｦ Ｍ び此のｾ辿によ り相常 の損害を被っ

たのである。fl /l ちその他物の前 1前は全部般壊された程度の被害 を受けたのである 。

。 ｬ ｬｴ の銀行 ｬ こは ＲＲ 包の ｬｩ ｌｬｌＱが府りその ｾ ｉ Ｚｴ ｬ ｬ 仕 Ｒ 名付人 が混つてゐたのみであったが ｊ￯ｩ ｬＺ 同 公

開の冷静で- るった事には結いた。 H と取煩 C harl es H ill ier 氏 l; U{¥つてゐる。

作Iで殺されたり負i t :ーした りした犠特有は 銀 行 lこ誕ばれたのであった o q  ，: 員は :/vt"i}JI ζ 全部

山令 と。ii 到1をば地 1'-宗に逗び之が終るとすぐ: t l似朽の右A 護に従事したのである。 折して銀

ｱ ｦ の 前 が 板Ａな ｼ された 。 ｦｾ ｦμ ー 符泌搬ｊｴＡが ｴ ｵＮ訪者 ー を辿 ｨ ー よると ＱＱｦ Ｍ び事務を ｉ Ｉｲ ｾ 始 した と 首ふ程の

冷静さ であった。

此 の主 組後は ｪｮｉ ｊ ｕ， Ｍε も 仕 事が ｲｈｊ 始された ので あるが 、 燥 ｾｴ 向、投 ｼ 、 さ ｨ 、 ＱＴ 中 ｾ ｩ 成が織 Ｇ ｦｬＺＧＢｩ
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第 2  国

5窃機の唆の空襲に より被害のー

1916年 3 月19 日日 Ii 夜日10変 の 濁 溌t)': R anl sgat e ￭ ， ･ ｾ ｾ 裂 しれ。 燥 ｩ ｩ ｅ の一 つが 日 曜準校に遜って ゐ

る子供建のー図のさころ に落 下 し5 名の死者た出 しに。

期 3 0

上 小 さ告犠牲者の葬 式

右 天 然の笠自主に 漣難 して ゐる R amsgat e の人々

下 1917年 12月22 日 ¥Vat el ' T owel' 附近に不I l 寺普してmJ 1 . 1しれ一立の燭機 Got ha 操縦者 111汁、

5 に機 に火11' 放ち飛行機た織 し1: 。以後者 11乗組員( 2名〉て共に も正終へ辿行され1: 。



れてゐる最中でも商賓が続行されたのであった。

如斯 ロンド ン空趨を行つ? と G つtha 航空除は一糸筒Lれ ざる指導のもとに混雑もなくむい

で再び更新され 158名の死者や致命傷者の多数なる犠牲者- を残して海岸の;れこ [" Jつて蹄路

につき無事彼等の本除なる飛行場lと若いたのでるったが、向此の時の負傷者は 425名と -5

はれてゐる。

二 、 三時間以内に起った事饗のｾ只 ￇ Ａｾｲ ｌ 所謂戦時内閣が組織されたのであった。そ して

此の内聞は次の棋な事を決定したのでるる。即ち空軍勢力の増加 を計 り且つ F ront より

二つの飛行除を撤回する事、そして獅逸平のるの勇しき手刷を再び繰返させぬ様にせねば

ならぬとその方策を決定したのである 。

たとへば此のおに M annhei m などの縦長 ､ 亡到する事の ＯＭＱ μｾ る制逸の諸都市の燥壊が

i O十聾され.11之lて閲しては深山の話があるが 'I - C 虞では省略する。

段々は飴り月 ｪ 心 傑過き‘て復型Ａが ＯＱＧ ， ＭＪたかったのか或は此の復出Ａの ｌｾ ｦｌ充分なる ｪ ｬ ｾ 行機 の

ｊＱｩｾｾ がなかったのか問題 ｬ と就いては常事者以外の応外者の窺知出来ざる事柄でＭあった 。

共後三週Hn陸はやj事もなかった。

7 月 4 1' 1の既j J ・の空襲は F elixt つwe '，11の岬: 芸吃覚醒し死と破泌の光: f ; ( をまのあたり )民

間せしめたので・ るった。その結果は 17名の死者 と30名の負傷者を1 - 1'，したのであった。

Got ha ｾ ｉｾ 行 ｬ 惨を蛾減すべく火［以 Ａ の Ｂｉ ｉ ｊＭｩｪ 機 ＸＳＺ 長が之 ￜ ｉ と ｉ ， Ｇｊ って出張したのであるが 、 来月

I"j  ｇｯｴ ｨ｡ に川合はす事なく飛んで Ｇ ｾｩ Ｎ ｴ ってＭＪたので・ あ る 。 彼等が蹄着したと殆んど同時に

一長の ｾｴ 設が ｪｬｾ Ｏｉ Ｚ｜ して行 ってしまった。此の事が立ちに彼等 ｬ 乞ピンと米させた。 即ち彼等

の行動が. ! J たは G ot ha の準路を盛夏せしめたのではないかと。此のー肢と 言ふのは Pal et -

horpe  } ; : 1 伝が操縦してゐるものであった 。

￭ｬ 主はダイ ヤモン ド の主主の判ｾ ｦｊＮ Ｗ［ｾ を見て敵乃燥ＺＱ待機て‘ある事を Ｇ Ｑ 寄り機首を晶 ｊ ｉ 主ぐに共 の ル ー

I，']I C  I"J けたの ・て‘ ある。彼は此の敵D 品只中で本易 l乙逃げる事が/ - j _¥-*たかも知 れないが此の

場合その械な事がt ' 1亡伊ばなかった。敵 1) 1泳ダI]l C突入するや、点 ちに授砲し批横j飛車l亡交

戦したので あったが 、然 し長時間交戦を制ける事は /I ¥aどなかった。且pち偵右足者が敵還に J白

ぐ倒されたので 、Pal et horpe 大佐な止むなく共単を: L らねばならなかった。二、三日後

彼は G ot ha 飛行除の指導者を身; 1 ) 与さんとしたが同じ} 慌た結果に終り遂に彼自身負傷して

不時若せざるを符ない破日になった。

ｾｩｦｦ 迭に ついた ｇｯｴｨ｡ は此 ｄ 調 機 ｄ 編診を攻恨の Ｑ Ｚｴ ｆｲｯｮｴ よ り 分泌された共同 ￭ ｬｾ 行 ｬ 嫁

の鼠に悩された。それは C alais I亡於ける事でるったが 、タミー機のー|診がかかる機合を待- ち

設けて居たのだった。その時敵機が通過してしまうまで鴻出すべき命令を受けなかったの

であるが通過すると直ちに是等英国航定除は Front ｉ ζ 法還され ｾｻＺｊＮ 必で Ｇｾ｛ ￬ 機と交戦したの

であった。

3  ｉ ｾ 後ｬＡ ｐ ち Ｗ J'J  7  H  K  Il j.び G ot ha がロンドンを辿った。共の時は22蛍よりなるー鮮の
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飛行機であったが彼等は午前10時 と11時 の間K ロ ン ドンの上空に到着した。その朝はよく

晴れて彼等の姿を判然 と見 受ける事が出来た。

今やロンドンの人々の誰 でも G つthas が何んで ある か 、そ して彼等より何 を強朗さる べ

きかを知ってゐたので街 ｶ｣ｴｬｪ て 歩き 廻 っ て居た り、 或 は ヨ ｬ り ｈｾ た り す る 者 は 誰もなか っ

た3 故 に 此の時 の空鵠によ る不幸乃結果 を非 常に減少せ しめた ので あ る。 1917年7月7 日、

共の日 もよく附iした土11111 El の朝だった J 仕事を して ゐる人 も遊んでゐ た人遣も Got ha の

安を見 る と間 もなく安全た場所を 凡イ・ Ｉ Ｎ け てｊｩｬｬＧ ｾ 主 したので あ った。 爆却 の投 下 は宜ち に 空気

を周l羽に叫く振動 させ連続せる燥般に よ りづ11i良られるtJ な ゴーー ゴー た お音響が鳴 り響 い

た 。 地上 勤務 兵 の鎖 砲に よる 弧 雨の払Ｚな ， ｒｾ とＺＱＺＧ ， Ｚ裂する燥 閣 の 需の級友 ー 昔 ｬ 亡 将 くの 聞 は 町 は

とざ され た。

時々銀 の 斑貼 ＨＱ Ｑ ｾ 機が ｲ 自 ｩ く飛 行してゐる 朕 態を説 明し ゐるものＩを 攻 ＼ Ｑ 持する ｴ Ｊ な 機 閥抗

の が ラガ ラとlねる古ーが亙くるし くl広l県内lζ 鳴り 響いて Il fl えて*1<乙。 以 前同校敵機がロ ン ト

ン 市域の上 空 ｦ ｣ｦ ｬｾ んで Ｍ￢ り こ のて ・あ る。

事務所建 築物 な どで 仔Ｎｾ 壊 し たも の が相 岱 あった。 ｊｊ 誌 は ｆ enc hur ch  Street の I r onmつ-

nger's Hal l の 中庭に も爆 弾が投 lごされたのであった。2 '1寸三!と厚の政石は此蕗 より跳飛ば

され 、それが屋根のj -.l c飛んだり或は叉道路の ，i叫¥IJ の50ヤー ドも離れた数合l亡飛んで・行っ

たり など したo 11!X設iJl j;色t昂は粉々に {I良i主されたがギに笠岡 して居る J:t; 建 物 lむ|珪{ 肢と損在

で大被・長を売れたのであ る。 Pancars 街 の Ge r ma n 間育館たども殆んど 倒壊されて仕 舞

った。

死傷 者の数は 故 初の暁室 組 の 場合の ｾ ｉ ニ 分 もなかった 。 と 言 ふのは 人々 が 用心 を したか ら

であるが然し結 h. J57名の 記者と 193名の負傷手? を1.1' ，したが同時に敵般にも相岱の損害 は興

へたので・あった。 即ちー去の G otha は Nor t h ｆｯｲ ･ ｬ｡ｮ､ の ＱＧ Ｑ Ｑ で ｩ ｦ ， ｾＪ， 乞説 Ｚ み今一つは 不

時若 してとれ を燃 したのであ る。

此 の 時 の ち さ 中 執 ｬ ζ 於て約 ＱＰＰ 名もの兆凶航従 兵 も 之 に 主 ｦＡ ｉ ｾＨ して此 の正規 の 編 珍 型で Ｙ Ｑｾ ん

でゐる 敵 機 ｬ 亡到しｉＡｙＮ ｻ じた の で ・あ るが不利な幸 ， ｾ ［Ｉ，ｴ ｵ 亡 終った の で あ る。 ＱＡＱＱ さ英凶 の 飛 行機の多

く は ｬｬｴ の浴 中 執 に於 て ［ ｊｪ 敢に悦 Ｂ 従し ｬ 削 却 を ｉ Ｉ Ｚｾ 始した の で あ るが 、 此 の 編涼 Ｗ成 ｬ時 ｅ 行 ｬに 亡 よる ｬ敵欲股

に主釘J しては玉含当く? 無!挺則E引附|目凶ir百t!，引I'f l値1

かIに乞も相，泣ぷ{たた; 被:害杏が あつたのである。共の夜 J. E .  R.  Y oung 及 w. G.  Sal mon 中尉は

戦 死 し 共外に も数 名が負傷したのだった。

故後 ｬ 乙勇敢 なる ｾ ｉ 誌 Ｑ Ｚ 江 主 行家 により迭に猛 威を振るった ｇ つ ｴｨ｡ も ｩ ｦＺ ｪ ， ｾ ｉｾ ｦｃｩｊｩｬＮ込ま れ 墜落の

止む なきに王IJ ったのであ る。そして Got ha は特認し1唯一人 の調飛行士が機尾にすがり つ

いて残 っ て ゐ た のである。 ＢＢＣｩＺ 図司 ｾ ｾｔ 家は彼 に 浮 Ｑ ， ｾを落 して や り且 つ般を 灯 け て 目標 として

やったが結局之 も無駄に終り 行街不明とな ったので あ る。

Ｘ 月 ＱＸｮ の 嵐 ｬ 亡 数 去の ｇｯｴｨ ｡ が叫 良 され た 。その事が ｾＳ ［ｪ逸が既 定Ａ 辿 を 断 念した 廷 Ｑ｜ 山 の

一 つで ｩ｢ る 。モのＺ￭ ｬ も行 機は胤 く 恐ろ しく最高棋 の機械を ［ ｩ ｾｴ ｩ ｬＱ し τ ｊ ［ｦ ｾ Ｇ り 、 ｦ ｆｴｭ を ｪ 通じてヲ ＱＺＺ 分

優れた技術 をイfす る乗 組Lc[j 主でι った。
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M 3 園

調機の唆の空襲に よる被害の二

19 17年 7 月 7 日の街機の 口Y ドゾi境の空襲に11 112 ポゾ ド、の爆慢が 口Y ドプ市の中程にあ る郵

使局の一部である 。中央電信局の屋根に投下 されれ 。

上 屋根の損害ら示す。

左下 屋階の部屋の梁( t . ーダー) " ?石材等の墜落に よる被害の一部在示す 。比の空襲 111 :名の

死者 " 4 名の気傷者1. t 出しれ。

直上 此の郵便局が爆破されれ三遡聞 記! の 6 月 13 日の日発の空拶に際 し恐 ろし く L ondon 橋及

T ower 橋 等が狙 l:t れれ I待燥聞が それ て 結局楽園透幣局に爆強力f 落下し て爆破 されれも の

で、下 右の潟主主に示すが如 く大な る影響か之等の後遺物に奥へ1: のみならず 4 名のタE者 Z

30名の主主傷者た出し1: のであつれ。
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英 闘 の 帯 状 護 展 制 限 僚 例

トー マ ス ・アダ千ス 記述。 " Plan町ling and Ci vi c COl l l ment " 誌 1936年 4 月 6 月罰対制品

交通省i{JI.行のflify状護展制限係例 は1935"- [o. rこ通過し 、保 健大町執行の 1932; [ミの者11-1山一及川|京l

計霊係汐IJ 7) 柿足と t ; ; _ つてゐる。とのこ傑例は共の係引に於て共の施f f l亡於 て重復したmが

ある 。1935;-1'- の傑例の主たる目的は、ろ交交比芝:i祖血施設の改普 とE路作J上占イf危ι副l除換の1較限減 1'[乞ある。 土地也ノんb

は，街道古 川と 郡 、者II-，b-及地域の者rl ib-t¥-! 査委日合の聞に分; わl されてゐる。

fiF; 伏登j成制lilH傑例の主な俊明は共の第一保及第二保であって 、第一僚には図1 sの補助に

よってi首路の標準副只 を 60 乃主160p，尺 Ie: : たすと と、第二伐に は;{1ト朕震度t立に遁路聞に沿ふ

接近路に 引する制限vc I#i Jする規定がある 。 との係例に よれば街道宙局の許可友くして、: t .

要道路としての Ｒ Ｑ ｾ ｲ 止を建設、形成或 は 配置 する とと 、 ｊｾｶ｣ 道路 中心線より ＲＲＰｮｒ 以内の土

地 に一 切 のｾ築物を 建築す るととは ｊ ♀法と されてゐる 。 若し許可が Ｙ ｑＮ へられた場合は 、街

路宙局 ｋ よ って ［ ｾせられた係例 ｬ 乙 従はねばならぬ。接近路 と は字 ｌ 母 車 、徒 Ｚ� 者 、 自車者 ｊｉｊ

の接近路と jqr縛される。統制 は出範 l剖l亡亘 り記長易 I亡之i亡!位1ぜられるが、補償は所有者に損

害をｾへたととが明白でるる場合 にのみ 文抄 ｉｾ ふべき ものである とされてゐる。

豚舎の如 き農業建築物( ' I 売除されてゐるが、同じ く品業建築物 と云っても住居の別に供

せられるものは統制地内 に建築し1!}' られたい。都賞品 は共の綿ての41f地 K 到する計聾の樹

立を 期待 してゐる 。郡宙局の成者は、第二僚の規定による主要道路のみたら子 、綿ての道

路 ｶ｣ ｾ 盗用せんとしてゐる。損害事件に劃する補償ＨＧￌ 、申 請者が調停者に 、 渡 Ｉｊｩｴ にますする秘

案が直に賀行性の遣うるものであり 、備強J!主vc1i す る要求のある ととを納 f!トせしめた場合に

のみ支排 らはるべきものである。

快適 を保持す るため、道路中心線 よ り 660nR内の土地 を般的し料る権能がili 路話局 vc 9Q.

へられてゐる。そして 、 自 動 車 販 ｴ ￯Ｚ ｬ ｩ 場 ｬ 亡 ｼ 制する ｦ ｾ 長唄 Ａ｛ｬ Ｇ｛ ｖｃ 道 路及 日 一 ｼ 葺 常 灯 ｪ の ｴｨｦｊＩ Ｉ ｾ＠ Ｑｾ ト る係 ｬ ｪＧ ｦ

も亦規定せられてゐる 。

との傑例は同大臣下の計ー査傑例 と結合して 、共の効 果 を殻揮すべき である。 共のーの結

果として計聾蛍占有は、其の計書より辺w . に附する提案を除外し、地域制及白F ! 3:.>_;;: : J ; 也に制限

した計 量を大に行はねばたらぬと とi . tJ_ る。

帯状護展制限傑例と 云ふものは盟友る制限手段で- は泣く 、進んで i将来の要求K 合致した

道路系統の計査を樹立すべき義務を交通省及ill 路歯肉に il*すべきものである。併し 、現代

役立ってゐ る土 地及家屋 の 使用 を Ｑ Ａ ｬｾ 脱しては決し て 通話た る 活路計肇は樹立し得たい 。 我
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は々機械- 5 t j極左くして も賀イ1: し生産 しれトる

が、建築物な くして は生存 しれ; ないのであ

る。

共の他の基礎的考祭 はそ欠の如 くである。

( a) 年々 35ノマ一 セ ン ト桂 もの う:t 通量増加

のため 、勝来の交通量は現イEの従要 を決定

す るに雷つでも飴程の影響 を我々にwへる

とと 。

( b) 第一イ集の趣旨/ ' I 局部交通でた く、通

過 交 通に 封する遁 路 ｬ 隔 員 に ｦ ｾ 罰 す るも の ｬ 故 、

との施設費は殆ど綿て閤家の負婚に よらね

ばたらぬと と。

( c) 主要道路の交黙. u誌は者II -rb"II付近 に於

て、と の標準幅員を とるととは賀行不可能

なと主で あ り、而 も斯か る

惨状務展制限

地黙に於け る狭少 なる 咽喉 t条例 に よ り

て、路線に接

路 /' I田園地方のも の L 摘幅 近 し無秩序に

に封す る全利盆 を傷ふ とと 震吉年の務展す

るたI幼示ぜ る

L なるとと 。 例。
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( d) 道路の 中心には 、共慮を基標として標準幅員が決定せ られ 、協幅のための土地 獲得

が行はれ る線であると と。

Ｈ ･ Ｉ 若し建築物 の護 肢に附してｽ血管 ｩ ｾｌ 計書された場合は、サ ー ピ ス 道路は有盆であり 、

}血管; に統制 された筒勲より後) f 土地へ直角に近く通じてゐる通路はより有蚊で あ るとと 。

引 Ｂ， ｩｴｒ 殻殴 制 ＱＱＱ ｾ 依秒 ｉ ｊ によ る 椛能 のす ｬ 仰が 、 果し てＭ ｴＭっとう室町 ｩ の 土地 ｬ 亡 於ける ｦ 作妖 の設生を

ｉ ｉ ｅｬ ｊｌ し 得るか、或は叉集闇殻展を激 ｗｾ ｊ し得るかは 、 重大友事 項 のーである 。卑見を以てす

るに先づ 剛的殻肢が地区の意志デコードに とされてゐな ければ、kJ J d乙殻! 反するとは忠はれ

ない。

前述 の ｾ ｮ く 、世間 が Ｎ ［ｉ ， ｉｽ 地 を ｬ ｐＭ ｖ ｣Ｎ 後退せしめるととで ｩ 雨足してゐるならば、 ｾｖＧｍｒ 護ＩＮｬｬｬ ｴｮｬｬｬ￭ｬｾ

傑例の第一僚はｦＮ ｬ ｪＩ広有効に作れ主主い。従って、計書及街道制 Ｇｉｾｾ［ J;'"i' J の協 ) ) が絶111乙必 要であ

る。併し 、交通省は 、 との係例自身で秩序ある去、 閣殻肢 を激挺するであらう 見解 を千{して

ゐる。次 ｬ 亡掲げる一文は 、 Ｑ ＹＳ Ｕ 年 ＱＱ 月 ＱＳ 日イ寸大臣より の書 翰 の Ｍ ＿ｾ ｩ である。

11935"1'- の傑伊lの第二僚に よる tljlJ ド'bl がネだi ! E i f ! j されてゐたい月rr の等級のない道路の場合 、

護服統 制 は Ｑ ＹＳＲ 年 の 依例によ る 昌也に よるより も 、 ｪ｟ｽ ｾｦＭ ろ Ｑ ＹＳＵ ｩＺ ｰＮの傑例 の第二 傑第 二 羽によ

る ＱＰＯＨ， 決筒 Ａ 主 ｼ 内 ｾￆｾ との道路を取り入 れると とによ って 確立 さるべきである。 Ｑ ＹＳＵ 年 の俊

例 の Ｍ ｉ ＧＭｾＩ 血任官 ｩ 肋によ る統 制 権能 は 、車に道路より温か距 った ｾ ｖ ，地 ｍ｜ 迄Ｇ Ｉ Iき一1' -げる建築協

命令よりも 、秩序 ib る遁 '1';; t J _ る青| 霊の遂行 l亡は徐程有般である」。

向 、街道賞品が41F版鼓肢の11El _ 11".I 亡有般 怠る一本を 踏み 11¥さんとしてゐる場所 t亡、計 書t

}が肋己吊j が建築l線j泉Aの持 定をtな主す ζ とは不J 血首て. ああると大距は 主オ蝶長してゐる。多〈の1場易合;種種々 の事

項は地ノbら的事↑↑ .lJ内削!月川;1に乙! 肱控庄〈じて菩』必』越昆すべきてで. ある 。全建築物j の建当討を ILは直に12: 準幅員を強制的

l乞賀現す る乙と誌なり 、叉.!l たる地) i lL }j きでは他の一時的強) 民地乙iもし最も有炊である と考

へられる。

ヰi' F航費Jl 止に1討する孜々 の反主Jが如何にまユくとも、之が昔II-i[ i登肢の l当然的趨勢である と云

ふ事 賞 lと直面せざるを特定Eい。 而してと の事賓が道路構築K 要す る財源 を健供し件 るとと

L たってゐたのであるが、)1守-*J 析か る殻) 誕形式 をなくした場合には 、 とのやうな財源はな

くたるし 、向去苅却pつて控築物の使1月肘4村H世立に接近路椎K 主釘J する+対補/1市市制1¥白削¥'汁' f 伯i

と L たるでで. あらろ。開拓された敷地の↑ 賃値と独特に要する其の費用と の差異は数千ポ ン ド

に達するであらう 。交 通のため ｋ 之等を省えにいも の と決めても、之句 ［の事質を 不問 ｾｬｬｪ ・ ｉ す

るわけには行かない。

計量主案の準備及完成の延引は帯航費展力使用 の 口質 となり 、共の一つの特長たる*-1霊祭

の弾力 性は捗航費民統制 の下に任意の制限を得ん との希望ある場合には不利と友るであら

う。

一俊 例或は他のt条例によ る権能 を何時如何に して行使せんか、我々は相官の経験を経る

まで熟慮 し続 けねば な らぬ。最初の考慮は計蓋及街道賞品が一般計査に協合すべ きととで
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ある。

計垂及街道賞品問にたされる協力は 、宛も全計霊の責任を負へるー蛍局の理想の如 くで

あらねばならぬ。

最後に我々が遂行せん主するととよりも 、我々が遂行するととが質に重要であると とを

考へつ L 、線、て の号 ｼ 霊安及 制 限に闘して 、 者 ｛ ｬ￯ ｬ ｩｬ え問ｼ京 ｬ ｾ Ｍ ｉ 号 ｵ Ｍ ｟ 次の叩き符接なる開係ある 宍 円

的I ' L情意 しなければならぬ。

( 1) 工業、農業、住居 、慰拠地の如何に拘らやこ[--地の最も摂掛的なる利用、践に居住者

の生活及従業朕況の位康的利則 l亡;!;t;く 維持及開張。

( 2) 都市及削除|の事情をー挫すべき自由循墳を許容するに必要なる交通施設の改良。

(3) 目的に封する適合 、秩序、軍純性 をあらは し、且周聞に遁常なる空地を有する建築

物及構築物の意匠及配置。
( 吉 田 信 武〉
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11 
年 度 都 市

調 査 研 究

計

報

母会

口

昭

委

和

員

三重

E 旦.

命

日

都 市 計 董 委 員 曾

本年度委員合1i J : 共の?;t 初 lひそてジード J レンク♂K 閲する凋脊研究を準むる事に決定し、自

各 ｋ 於て研究中 の所 、 ↑Ｂ｢ ｈ 守より会阿部 ｷ 問 題作 ｾ￱ｩｦｌ 世間すべき論文の起草ル ー を本［委員千＿に

附託 されたるを期とし 、主として郡川11十義的見地よりの佐官群の問題を以て論文の起草K

22・る事と定め 、之に就いては今迄既に研究されつつあるジー1 - ' ) レン〆計煮を如何して現賀

郡 i ll l ' C 賀現せしむべきかの研・究に主 力 をij : いだ。

共の結ｾＱＺ Ｑ 生下記 の 如 き事項が多く調管研・究討議された。

1. 都市住宅の 現版の研究一一:1-:: として質K 就いて 、

2.  借家作宅の 椛fZ- と生産l亡闘する品I;i 査研究、

3. ジー ドル ンダを 必要とすべき都ih民のほ K 就いての研・究

4. 我 問J t . びに欧米に於ける佐官玖策の傾向及法制の研- 究

5. 我 図lモ於ける上じ較的下規模主主るイt 宅椛管の調者

( a) 経営主開に就いて

( b) 経管方法 l亡就いて

6.  Ｉ ｾ与来 あるべきジ ーＱＭＧＩ レンクＧの経菅木 関 、 並摂管プｽＧ法に就いての研・究

7. ジード J レンクの型式に就いての研‘ 究

初論限られた る時間内 の研ー究であって 、甚だ不満足友る勲もあったが、一際、現杭と し

ては、

グ光 す τ 、 第ーに現 ａ ーの 如 き 、 Ｑｾ Ｇ引 ｬ 主義、無統制定 ｅ 小 規模 Ｑ ＧＱＺ宅椛管に刑［合的統 制 を 加 へる

必要がある。と の紡，; 命I ' CJ' IJ j i し、共の具! l { ' J: 化として、住宅事哲也:'.'il E I ' C 住宅の質の統制、 11)] 長

股イ干に闘する法llil Jとして 、事主

表し Ｗた ζ るが如き論文文Ｎを起草し 、 協千ｾ の 名 ｋ 於て全岡都市問題合識に提出した 。

合議I ' C1i J : 協合 を代去して委只合のf白11亡、元台 、村-)1-. の三委日がIH席した。共の参加? 報世肘e子?

は別紙の通りである 。

之の論文起草に?;:; って特IL 感じられる事は 、住宅終管 K 附する l凋査資料の質問で・ある。

勿論孜々の以I正¥1亡仏lする所も あらうが 、適切 tx. る資料甚しく不充分である。 之の事は郁市

計聾全慌に就いても云ひ得る事であって 、貧弱なる資料からは 、正確なる分析は得られな

いし 、正確なる分析を除いて 、完全た理論の確立は望め まい。 之の黙に於て 、ニ ューヨー
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クのi也カ計整l乞古って、行はれた 、大規模なる調査と 、其の資料の県寓なるに羨望友きを

得 危かった。

nrl の貧困を除いても、我々 の結論 l乞就 いては 、不完全危 る黙もあらう と思、ふ。我 自々

身 も之1<:: 満足する ものではなく 、更に各 (J I亡於て研究調査を準める碕りである O

都di 行-，邑の現状/'I 到 J良と のまま 1次世を許 さない。 和p司;か のプ" ;;t が講じられねばならな

い。之K 就いて我々の研- 究が、- . f j を投じ件たとすれば甚だ宇である と考 へる。合員諸氏

の協力 を希望 してJ I - . まない。

×  ×  ×  

更に i] I拙いて本委員 K 於て都i b防本i ' C ｾｦ， ｬ ずる研究を起した 。 者｛ｬ￯Ｇ ｬ ｩ 防 定の 必要は飴りにも

明かであ るが 、兵iWJ: 的i ' C/' I 如何にすべきかに就いては幾多の問題がある勿論之も我岡の現

賓の郡市 を釘象として考察されねばな らぬ。

1. 被害の可及的制ii 少策

2. 防火方策 、 ｉ ｗ 火建築物普及＿，Ｈｾ

3. J監禁! 日一l'i!'1: 、池練施設

4. 軍事的防本施設

等々 、研究すべきア - 7 /'I 山積してゐるが、研- 究着手より飴りに短期日であった矯め遂に

結論に至ら友かった事/ ' I 残念であった。来年度委員合K 於て更にとの 問題に就いて研究さ

れん事を本年度委員合よりの希望とする 。

×  ×  ×  

ｾ岡郁 ￯ ｬ ￯ 問題伶 議第 Ｕ 回線合参 加報 特

雑誌殻行 日の都合で少しく 謀|持1i ' C属する事i ' C1 t ったけれども 、ととに 10月14日より 3 日

聞に亘って京都市に於て開催せ られた第 5 回全岡都市問題合議への参加報1告書を合員諸氏

に法る。

今回の議題の内熔は既に本誌、5月 慌に詳細護表 されてゐる如く

第一議題 都市の公盆企業

第二議題 都rl iの保健施設

であって日本建築協合の提出論文は“ 都市に於ける公益企業としての住宅経曽" ( 本誌、11

月琉所載〉

と題し、議題殻表以来都市計 設委員t7に於て討議研- 究せるものである。

合議は別記宅報特及特別報+it の他 に第一話題聞係の論文36同じく第二議題開係64中夫々

過去)1聞により十数氏の熱心友 る報告討議があった。参加者は全間各府幌市汗;局者及都市問

題研究ので 500を超ゆる感合であったけれども建築開係者の少数友のは 馴lか淋しかった。

例々 の建物j の意匠、構造も勿論我々の大きた閥心事ではあるけれども 、集聞としての建築

群 、それによって構成された都市を翻援 する時、そとには又我々建築家の心すべき幾多の
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都 市 問題 が そ の 解 決 を ;uつてゐる 。趣 味 的 性 宅 の 殻 を 被 っ て ジ ー ド ルンク. 計整 、耐 火 防 雫

都 市の建設・・・- 。 かうした伶合に よ り多くの建築家の参加はともすれば技術の領域に閉ち

と も り 勝 な 孜 々 に も っ と 大 きな立場と興った 角度から建築を見日正 す 地 合 を卯へてくれるも

の で あ る。

曾 議 プ ロ グ ラ ム

第 l 円 ( 10月 14 日〉

合 場 京都静岡大事法終講堂

開 禽 式 午 前 9 時 大 講 堂

1. 式 辞 合議理事 附 1IU' 呉 氏

2. 祝 置字 内務大臣 対111 本 之 助 関 下

3. 同 京都府知事 鈴 木 敬 閣 下

4. 同 京都骨子園大撃線、長 松 井 元 興 閣 下

5 同 京都商工合議所合頭 同 中 博 氏

6 歓迎の鮮 京都市長 T行 村 度 三 氏

穂 曾

1 . 事務報告及議事方法に就ての報告

令議理 ｾ ｬ￮ 間 野 昇 氏

第 1議題主報告者研究報告

1 . 一般的公経理年化傾向芝公金企業

大陵商大準長 河 国 嗣 郎 氏

2. 公金企業主都市財政

京都帝大教授 をタ 見 郎 氏

3 大都市交遁機関の運賃

鍛造省E主替局長 前 問 務 民

一 正 午 休 憩 ー

第 2 議題主報告者研究報告

1. 都市保健問題の待質さその針策

内務省衛生局長 扶ー
間 1JZ 氏

2. 本邦都市下水及汚物底分さ魚介衛生花見

京都帝大教授 戸 困 正 三 氏

3. 本邦都市の! 1¥! 1: 芥虚理に就て

京都市保健部長 飯 野 安 氏

以 上 終 っ て 各 議 題4立に部舎に移 り合 員 の 報 告 討 議 が 行 は れ た。

第 2 日 ( 10月IS 日〉

合 場 京都司子園大準法経講堂

都合 午前9時より

1. 第 l 部舎 ( 第 q 義組関係〉

2. 第 2 官E令 〈第 2 議題関係〉

何れ も 前日 I' L 引続き合員の報告討議あり 。 第 1 部千? に於て本協合提出論文に就いて協合

都 市計 聾 委 員 合村井 委 員 が。主主壊、 都i! i I ' L 於ける到r7 ' ) 階級の位置の住居の大部分を占むる

借 家 の 質 的 低 下 の 現 献 を 遁 べ 、 原 始 的 な 借 家 生 産 と 専 ら利がjの 準 む を 事 と す る 私 の 管禾Ij 事
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業K 就 て安f震で質の良 き住宅生産の不可能を桁摘し 、問家 、会共開開の住宅 事当業Eへの進H問1  

を要笠 してモ但住t宅事:業1業Eを公盆 j全(i企i ? : 業として統制 とEω助j力'j J成戎とK より粁管の規模を大K し構誼を合3内1ft R  

化 し当込汰女，己，ゴ:1債頁 K して良 きf住t古 仇給を i鴻3す i応:&1にζ t位l主晶古事業法刊命伽制i引刈|リlム広iとごの2

車鴻車 曾 午 後 l 時

雨昔日合 1，J e 合して大講堂 にて閲 令

1. 待 )! I) 報 告

射: Tの惚 カより制1: る京都衛生/1: )題

l議勾: 瞥々網野主 小 泉 税 1l:: 氏

2. 開催市待殊事項に附する報告

イ、京 都市 の 風水 害さその復興

京都市土木局長 高 岡 長 民

口、京都 市 公 同 組合 制度に就て

京 都市庶務課長 閥 島 高 一 氏

3 第 l 部舎 の報告討議終過報告

ｾ Ｑ 昔日 令 議長

4 第 2 昔日舎 の報告討議終過報告

W; 2 昔E令 議 長

閉 曾 式

l 挨 拶

2. 同

令3義理事 岡 野 呉 氏

3 同

第 3 日 ( 10月 16 日〉

資地札幌

第 l 班

京都市長 市 村 俊 三 氏

差益 舎 者 代 表

蹴上安定所 →蹴上浮7/( 月Ii ' →松竹下鴨撤影所→天龍寺→ 嵐ILI

第 2 班

児童院 → 日活太秦撮 影所 → 字多野 療ｾ ｊｩ斤 → 栂 尾高 ＱＱ Ｑ 寺→ 高 雄紳議寺

第 3 斑

ヰ只殻邸→吉群院下水底理場+ 横大路島芥焼却骨令字治卒等院

第 4 班

叡山根本中堂→坂本 日昔紳枇→三井 寺下疏 7/( 取入口_ . 疏水下り

各腕署長 班 持者集合の上 、 Ｚｩ ｦ ｝ ミ ｾｩ ｬ ｬＱ ｩＧ ｬ ・ の 苑内 に於て午後 Ｓ 時よ り 京 都 市長 ｊ ｬ ｩ 符の ｗ ｬ 遊伶削［ ね

み同所に於て散脅した。

×  ×  ×  

以下 、一般研究報告中よ り、 特に性古問題を取倣った論文を抄錯 し、都 i li 計書? に防!連ず

る論文の便 慨 を掲げて 、本;報併の紡とする。( 文i ' f { J ' 元7守〉

朝鮮人住宅に就 レて。

点 京市i[上合局ii;.¥;f' I) 諜 住 宅 掛 長 倉 繁 義 信 氏
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現在東京市 1: 来往して居ろ朝鮮人の敏11 55. 0∞人の多重責に上って居り、最近の趨勢か以てすれば毎年

3∞ 人乃至4∞人程皮の増加たなす計算に成って居る 。今朝鮮人の来住が市民生活に及 li 'す影響た考ふる

1. 一般日傭労働者の履傭係イ牛た甚しく悪化ぜしめる。

2. 彼 等の生活困窮 11教養浅き彼等たして屡々 反社合的行動に l却しめる。

3.  衛 生状態の低下ｾ導吾 、 集閥的不支住宅地区か費生ぜしむる 。

之等に劃 して種々の施設が必要であるが、之の中最も緊要なるもの t ー 11貨に住宅施設である。今東

京市内に於 げる朝鮮人に謝する住宅供給状態た見るに 、不問r ，干さ云ふよリ寧ろ儀後状態にある。

之 11 、一般家主が彼等に貸付た喜 lてないにめに 、彼 等 [1 内地 人の名儀た借り叉 [1 自己の内地名により

交 渉、契約たなす等の鰐網行? 寄らなき しめ、面 白からさ・る紛議か惹起しつ 、わるのみならず 、住宅借入

難 [1勢 r.j¥同居た自余儀なくなきしめ 、英間多額の慨利金周旋料1，t寅 11 しめるさ共に不衛生なる密集状態か

現出ぜしめて居る。殊に本市に於て [ 1 、公共用地た不法に占主主し小屋掛をなして生活するもの 182世帯 、

1348人の多数がある 。

然ら [f 之等に謝して如何なる住宅施設やなすべ告か。

第 8 回全図社合事業大合第 3 部舎の * mJ 底討議の席上に於げる東京府出席員李善型軽氏の意見に よれ

ば、住宅の程度 11建 坪 12坪家賃 5 図乃至 6 回程度のものた; 直径' さすさの司王であつれ。

然し昭和 9 年東京府が調査ぜる 2. 598 世帯の卒均牧入 [122図5略委なるか以て家賃た偲に 5 悶さ するも家

賃の割合 11 2 筈l l 2 分強に営り之を東京市借住宅使用料の居住世帯牧入に封する割合 1 !劃U5 分 9 度に比す

れ If 、可成リ過重に恩 [1れる。放に現在の彼等の1投入の改善ぜられき・る限リ 5 図未満の家賃ーさなすべ; き

である。之に艶し住宅た建設資也に維持脅王里裂か家賃1，t 主要素さする事業収入た支排する建前の下に建

設すれば、5 闘の家賃に封して木 造餓板主主主! tw7坪 ( 4 帖牛 3 帖〉程皮のものが最高限度のものであら

う。之の規模 [1前記東京府調査の一世併平均人員 3. 4 人に重きして見れば l 人蛍り 2. 2 帖さなり不支住宅

地区 居 住 者 の げ 帖、勤要事者調査の 3. 0 帖の中間に位し必ずしも認容し得さ・るものではあるまい。之れ

以上の規模構迭さなすれめ には、 救謎的施設さ成らざるを得ないが、救護的施設 [1之た排除すべきもの

さ考へる。叉之た分散的施 設 さするか、 集合的施設さするか に就いて: [1資際r:11題 Z して集会的之なさ v

るた得まい 。

最後に公轡さ準公替、いづれに就いて考ふるに枇令事業協舎の如告公会的弘法人た遁? 吉さするので は

ないかさ考へる。

保 健 と 住 宅 問 題

東京市政調査舎研究員 卒 野 其 三 氏

住宅問題 [1極めて重要な I問題である。その mJU互の解決に艶して 11 、図に於て し 市 に於 ても今備自主り

に無関心であり 、且無理解である。住宅m' 題た無腕して保健 l百題 [1怠るなさない。以下比角度よリ、住

宅敷地の関係、一地区内の住宅の童文、住宅白骨量の大告さ 、一住宅内に住むべ告人数、叉 11住宅の型式 、

或 [1住宅の質の 問題に就告検討た試み よう。

剖地割言十劃一一最も頁き 宅地た作るべ吾土地区制笠現に於 ても街廊の整理 [1行 [1れ て い 分 割 さ れ る

劃地割 11全 然放任 されて居ろ。結果、住宅敷地 さしての形状、大きさ 、位置等に就いて大い l二合理性た鉄

く。加ふろに現行の地域制 [1 、工業地域制商業地域[1勿論住居地域に於いてきへも住居の保健安寧 [1確

得きれない。用途地域 [1 更に合理的に分隊 され 、制限 され 、指定さ れればならな い。

街厚fi 内の住宅量一一我邦の現行地域制 [1 一別地内の空地制限た設けて居るが一割地自慢の大さの最小

限度 I1 J' 包め て居ない。 tJ . 、る制度の下で11極 めて小さな住宅も 許さ れ、過群密{ 主の状態に 隠るの は営然
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であって、 - J I j 地の最小限度た規定ぜぬ以上空地制限た般 くる事1" 1 : 保健衛生上、保安上無意義である。

内務省の医J I j 整理設計基準に 依る さ住宅地 の劃地 の最少限度た見 るさ奥行 10m に門口 4 m である から

坪 敏 1"1: 12坪 l さすより l 住宅の割地 さして 1"1: 徐りに狭告に過ぎる。之を英国の住宅法に比すれば彼に於て

1"1: 1割地 以将司P下る事た禁じて居る。

住宅の密 度一一一住宅内 の密度の 間短 11ー住宅の最小限度芝居住者の最大限皮さの Rl' 題に弱者する。

一人蛍リ の必要泉積盆 11慾の大さか定める基本であるが、之に就いて我閣の家屋の説明ぜられれものか

聞かな い。

試 みに英 図の例た見 ろに、

一人営 り泉積

1. 保健省模範規定

f11 歳 以 上

III 歳 以 下

"  

(  11 歳 以 上

線宝専用 {

I I I 歳 以 下

2. 倫敦を ｦｩｦ ｴ，ｾｾ規定

:3. 救賛法規定

(  11 歳 以 t

4  王 立工場事事働者調査委員舎規定Y

I I I 歳 以 下

{ 寝 室 専 用

5. 倫敦府瞥住宅規定 {  

l居 室

4∞立方吹

2∞H  

3∞"  

1: 幻 U

450"  

5∞ゲ

5∞11 

250"  

850 "  

1270"  

之等主T ; 1 l 善照に我閣の一入賞りの泉積tt OK むれ l"f 大骨量 3 帖の室た必要吉し、家 族 5 人吉 見れ 1... 一腹 15帖

た1必要さする。之 1" 1 : 最も符溌的に室容替の利用ぜられれ場合であって 、資際に 11 :3A 割増の21- 2 2帖為

必要さし よう。之によって大惚必要なる建物 1"1: 貸家にて建坪 15- 16坪さならう。

之荘言者園さ比すれば

一住宅床面積最少限度

7∞- 920卒方択 ( 19坪67_ 25坪85)

70- 8 0卒方米 ( 21坪 18- 24坪20)

加 卒 方 米 ( 24坪2 0)

8 0卒 方 米 ( 24坪2 0)

300立方米 ( 約24坪〉

英

猫

抽

実

園

泡

園

手 ヱ Y コ ・スロ H 寺 ア

ブ『ラ y !J.' 

次に1i : r 費支である が 、英園に於 て11少くも 3 室た必要さし、伶保健省 1"1: 苦手働者住宅の標準君P客室1 . 緩室

3. :AA11居間 l 寝室 Ｓｾ 規定して釜所 、 湯殿 Ｑ ＢＱＺ 附属する。叉納納の市轡住宅の室童文標準 Ｑ ＢＱＺ

A  有効床面積 38卒方米 ( 居' j [ 2 . 玄閥 、便所、肇月r r ) … … … 総住宅歎 の約7 0 %

B  有効床商都t '1. 8卒方米 ( 居室 2. 姥室1 . 玄側 、牽 所} .. ..... .級住宅童文の約125%

之に反し我図の状態 1"1: 昭和 5 年 の調査によればー住宅 4 室のもの最多にして総数の2 5 %に主主zする。次

1"1: 3 室のもの 1 6 %である o Ｑｾｾ 盟主 Ｑ ＢＱＺ 10帖以上 、 15帖以下最多であって 、 15帖以上20帖が之に次ぐ。結局 、

室童文 4 担童文 12帖卒、居住人員 6 人位が最多さ成って居る。如何に不衛生であるかが明示される 。

住宅の型式一一都市住宅の型式に就いて重要なる部分泌占むるもの は小住宅由‘ 高居住宅かのu:1tIi であ

るが、絡験園に於て 1"1: 統に高暦住宅 1" 1 : 非さして可及的に漣くる傾向がある 。我閣に於ても 、高居集令住

宅 :"1: 絶筆すに 取るべからざる方策かさ云へ l"f 、原則さして然リさ云ふべ 告さ信ずる。

住宅の質一一我園の住宅の質の低惑なる 1"1: 、( 1) 1"1: 園長の住宅に封ーする慾求の極めて低調である事さ

充分なる理解のない司王であリ 、( 2) 1"1: 都市住宅の約7 0 %が貸家であって 、然も非常に高率の利i悶ら上げ

るのか遁例さし て居る 1: めに、真吾住宅 1"1: 極 めて高告家賃のみで得 られる等に原因する 。

之に劃しては図家 、公 共園健 Ｑ ＢＱＺ 瓦ｾ住宅の供給た考へるのが営然である 。更に貸 家 住宅 の 消 毒 に封す

4 3  XI I  



る取締な ｾ｛Ｑ 何故であらうか。住宅衛生上、都市保健上、将居前の貸家消奪取締 ＱＱ 必要であらう 。

都市保健上より見たる住宅敷地

夫 氏

東京市に於て建築ぜら れ る住宅向建築物の総床面積 [1金建築物床面積に針し、昭和 8 年に於 て 5 制 7

分 、昭和 9 年 に於て 5 劉 2 分 、昭和 10年 に於て 5 割 6 分た占める 。しか も全住宅の約70- 7 5 %が 貸家で

ある現状に鑑み、特に貸家住宅の向上た強調 しれい o *- 論文 11住宅街生に闘す る1111題 中住宅敷地に閥連

ぜ る事項に就いて私 見た漣べ、イ井ぜて最近東京市内に逃走ぜ る甲 、乙、 丙の三区域に於て各百棟の住宅

敷地に就き調査ぜ る結果た記 しれ ものであ る。 選定区域 [1左記の主主リ で 、所轄嘗事長暑に届 出7こる もの 中

最近の もの に依つれ。

甲匿城 主豊島医長崎町

乙区域 本郷区南部 ( 除商 業地域〉

丙区域 下谷 区南部 ( 除住居地域〉

住宅敷地の面 積一一 調査の結果 [1 第 3 表の主主リであろ。

之の表に於て見 らる、知〈住宅敷地 11小面積の L のが多 く、従って採光温風上有効なる 空地た設ける

事が困難吉成る。

倫、之の表 により、

1. 大鰻に於て敷地の大 き[1 、甲( 郊外〉、乙( 山寺〉、丙〈下町〉の順に成る。

2. 面 積 11 甲に於て30坪~ぬ坪 、2 に於て 15:坪 ........4倍 F、丙に於て ω坪 - 2 5坪である。

甲、乙に ｛Ｑω 坪以上の敷地が少か ら ずある が 丙に於て ｛Ｑ 極 め て小費支である住宅敷 地 の南 ｾ ｴｾ ｬ｜ｉＭ

不日木鈴警腕E富雄 築 技 師
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の大小 11一般に敷地面磁の大小に 従 ふ、第 4 表1<?

第 3 表に主tl ! 育ぜられ1: ぃ。こ、に南北巾た待に求

めれの 11建物の受照状態た検討ぜんが然で 、筒 、

敷地が箱形でな い もの l主主要居室た含む南北衛面

に於て測定し1: 。結果、

1  南北巾 11 甲乙丙のJlll' iに小さ成る 。

2  南北巾 11大惚20尺- 70尺である。

変に建物の受照状; 芯か検討すべく 、建物の南側

の空地 1111<? 調査しれ i結果 11 第 5 表 の遜 リであっ

1: 。

之れによれば

1  南日l I J空地巾 L 甲乙丙の似によリ IJ、。

2  甲に於て11旗 い範閣に於て重量化が凡 られる

が 、乙丙に於て 11大部分が 10尺未満である。

高等建築皐第 14傘 92頁の清水氏 の論に よれば、

南北巾 の最小限た 20m た示されて居る 。

住宅敷地の空地一一 第 6 表 11空地面積の比率であるが、

1. 閉が最も 3乏 し 法 規 最 小 限 11少ν 。

2. 乙11大惚法規最小限に返し、。之 11地f貨の高い事による。

3. 丙 に 於て Ｑ Ｑ 商業地域 の 制限を受げ て居るにも拘ら ず 、 ｚｅ 地保冶 ー ＱＱ 可 ｊ ｻｘ， 盟である。住宅 に於 て Ｑ Ｑｾ

遜の設計によるなれば、:l t の建築面積11敷地面訟の 5. 6¥剥が限皮であらう 。
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市街地建築物法の令第 14係強に 第 14.係 1211地域的な宝生後lfilJ 限た行ふものの みであるが、更に泌物用途

につ きても容積制限 '<?)1I Jにするさ 同時に 、空地の形状に就いて もiI]I1t;なる制限た設げ宥効ならざる空地

11排除す る事が空地制限の趣旨に H冒して必要で 11無からうか。 く以上三氏論文妙、銀LE在村井〉

以 下13論文は P 都市問題 P 第23;在第 4 蹴全凶矧S-rl i問題合議記念競所載の谷氏執竿の論文

要旨である 。

東京 市 に 於 ける餓筋「 コンク ') - ト J I ア〆ート メ ント ・J 、クス」に

関する衛生事的研究
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近時本邦に於いても 、住居さしての鍛筋「コゾゲリ ー トー睦「ア N ー トメゾト ・ハウス j が年1J ? 逐ふて兵の

費支えP精しつ丸わる。比の建築11元来欧米に於て後遺た見1: ものであって 、泉候旅件、生活様式の異って居

る我邦に何等の検討たもゼずに直に之た採用するこさ 11絢に由々敷I問題で あるき見に存するもの 11殆んど

衛生撃的の 見地 から充分考慮が加へられて居すよいさ云ふ状態にある。今後にあっ て11待に比のおに建築

技術家の翻意た煩11 し、本邦に最適すよる住居さして の木建築縫式の貸現た希望してP まない次第である。

筆者等11昭和 6 年以来、東京市に於げる鍛筋「コ Y ゲリート」建「ア月 ー トメ Y ト. >、 ウス」中 、地区的

に各 々特徴た有し、且居住者の踊士舎F皆級別に在日て相法あるもの七箇所在選( ) ¥、四季の各季に於い て衛生

撃的調査研究を滋めれ。調査研究項目 11頗る多岐に亘って居ろが、先っ・待に奇人の生理的機能に最も密

接すよる鞠係たも つ所の温度、滋度、冷却:J J 、蒸宰苦力等の室内空是正の迎撃的状態の検索さ室内空系の化撃

的燦イ牛の主なるもの 、自日 ち汚染状態の調査資験た行ぴ 、換泉状態に重星占在置いて些か考察1 J ? 廻らし1: 。

要約すれば本形式の 「アパ ー トJ 11換泉が頁好であるさ 11いへすよい 。待に木造日本来置に比しその感が

深いさいふ結果た得1: 。温8震度の調節が理想的に出来な い紛が亦飲射さして摩げ得る。自11ち下階に於い

て浪皮高く 、上階に至る程低漫に傾吾乾燥の皮が著しい。冬季に於げる温冷、夏季の過 濯、雨季の過汲

に重苦して11今後建築技術さ設備の完全島期し皮ぃ。換言すれ11. '防当事防暑の設備 の 完 成 た 希 ふ こ言 、な

る。現在に於いて 11木造日本家屋に慣れれ居住者に鼠注の司王貸た諒解ぜしめるさ同時に 一方居住方法た

指導するこ之 が衛生撃上緊要の l問題である。

皐校建築と其敷地の問題

東京市土木局建築課第二傍繕課長 古 茂 田 '1' 午 郎 氏

大都市の撃校建築一一待に初等程度 のそれ 11 、近代教育上の要求か ら 漸次施設内容の 繁備するに件

ぴ、且つ 11 、 その比較的狭い範闘の遜拳区域毎に至る所l二存在するさ云ふ便宜な性質から 、外部へ開放

軍11用される司王が甚だ旺盛之なつ1: 。就中 、直接生徒児童の保健衛生に重要な役割らもっ外に、附近部落

民に取っても、現 F のさ二ろ主さして積極的な市民骨量育衛生の方面に向ってではあるが、唯一の共同保

健施設さして相営貢献して居る。然るに、都市衛生上この稲の機能らもっ拳校建築施設の現状を見る

に、保安上か らの要求 11惜くも 、市民衛生施設さして最も霊鮎た置かるべ告康大な空地の提供さ云ふお

に於いて 、甚 fご不満な賀情にある。例へ 11.' 、之た東京市の小事校に就いて見るに 、建築敷地に於いて児

童 l 入賞り 2 坪、戸外漣動場に於て同じく l坪た最低限さする筆者の標準に望号して 、狭告 11約 3分の 1 ｾ＠

云ふ例があリ、約550校の卒均に於いてしそれぞれ1 . 3坪、 0. 57坪さ云ふ歎字た示して居リ、単に児童

衛生の鮎から見ても疫慮すべき状態にあるのである。

これ l主要するに、準校建築施設の主惚が、財政的にも政治的にも食弱無能力な地方 自治閲健に委任 さ

れて居る事に基くものさ思 11れるので 、校地取得に封し、単に土地』枚用法の適用 のみた以に 十分すよりさ

ぜず、準んで 、例へ 11.' 公園等さ同様、 準都市計叢事業さして取扱ふ等、何等か力強い統制策1 J ? 取る要が

あるので はあるまいかさ忍ふ。

火 葬 場 の 計 蓋 規 準

都市計壷東京地方委員舎

東京に於げる火葬場11英の位置の偏在 、規模の狭少なるが鋳に一般葬祭利用者に多大の不便た奥へて

居る 11 . ' かリでなく火葬場それ自慢についてい騒音、振響境煽のE量生1 J ? 見近隣居住者に甚だしい不快た

奥へて居る 。新の事寅11火葬場が都市の保健衛生に闘する公共的施設さして重大な役割ら附奥さ れてゐ
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る事か ら しても此儲放任さる可きもので はない。叉人生終湾の最大すよ紳厳さが斯る状態に依っ て失 11 れ

る事 11非常に泣憾である 。

比等 の事柄 ＱＱ 都 市計 ｉｄＺの立場から純米の 火 葬場計Ａｩｅｾ樹立する上 に短 めてｭＮ 重な考慮の必要る約来す

る 。火 葬場計設に蛍って附奥すべ告係イ牛にイ寸て先づ問題ぜなるの は 都市人口の推定である 。 ｾｮ ち言 十 重た

して何年後の将来た目標さするかに付きー熔、の人口推計ら行つれ後英の際の死亡 数た推定する 。而して

之に遁隠する焼却能 bる定めるのが根本|問題である。大都市の康大な市域に於て 11火葬場 も 1所に限定

する: . : n: li 出来ないから数ク所に酉日遣する。 従って焼却能力も分げられて各々兵の方面に於げ る推計死亡

数 さ調和する『コう にす る。斯くすれ If 火葬場の酉日経 11普遍化 し一方的偏在か防止する事が出来る 。比の

言十査の効果た更に確立する鴛に 11染者の統ーた必要さする が然し新ろ地設11共性質に自治惚の経轡に委

す可告が 蛍然 で民轡さするこさ ＱＱ［ｾ 直常で Ｑ Ｑ ない。西日置の次に起る ｬ 問 題 ＱＱ 敷 地 さ設 備 の 鮎である。現 在の

火葬場敷地 11緩めて狭少であって抑制平た超へるも の 11無い 。 そして行詰って居る。それ 11環境の聖書化

に府、ずる施設や利用の精加に伴ふ担主張の絵地が無いからである。 放 に敷地 11可及的資大な面積の保留す

る事が必要であり 、火葬用施設さして必要な 面訟の外廓に l主将来周図の鋭化に)1恒燃して如何なる施設た

も銭 し得る 、緩街地帯1J ? 設ける mが緊要である。新る敷地計輩 11 今後の火葬場に主主して最も重要であ

り、之に基いて施設計輩、規模の算定ら然すこさが都市計量f設計さして最頁の手法である 。

高 層 建 築 の 騒 音

大 阪 市 保 健 部

都市に於げ る交遜機開繍の後主主完備 11都市中心慌の騒音た盆々 強烈なものれら しむ。中心部にある高

居建築物中に勤務するもの 11緩音に苦しみ、こ れに打勝ちて戦務括主行の1: めに 11極度の緊張さエネルギ

ーの消耗を強要 され、事務能率、生釜能率の低下 11止みま量き事貨なり。昭和十年七月 地上五階地下一階

の餓 筋 コ ｹ Ｉｊ ｬＩＭ 下建築の大限市ｾ舎に就きて行び Ｗ こる騒音の調査成績 Ｑ ｊ＿述ぷ 。

( イ〉 騒音の大き 街頭窓背の建物内への侵入状況11階別に格段なる差異なし。侵入騒音の主なるも

の 11市泣く78- 38デゲペル〉、市電後笛( 80- 40デジベル〉、自動車( 59- 38デジベル〉、自動車の主主笛く64

- 3 5デγ ベル〉、すー トパイ 、すー トリヤカ ー ( 68- 27デジペル〉、波動機船( 58- 33デジペル〉等な リ。

括弧内 の数字 11佐々木式音響『温度検走者基にて検定し1: る騒音の大さな リ。室内騒音の 10分間卒均値1143

デジベル ( 12室卒均〉にして暗騒音吉区別して問ゆ るも の11市定、市電笹筒、コ1"- ト バイ等の街頭駁音 、

並びに室 内に於 て軍量生する話聖書、失望在、電話 、電話ペル 、{貨車Z音 ( 金属製棚併j 閉音、慾の開閉昔、 バク

j'1.e床に置く音、本をおL上に置く音〉 足音、後印官、9 イプライ !J. - 、計算器 、咳、3草恕読み上げ等の

室内蕊音なリ 。

くロ〉騒音の被害、24室 732名に騒音調査哀を艶布し執務に邪魔になる騒音の積別た託銀ぜしむ。該 成

絞によれば l 人営 り詑入騒音盟主 5.1 種に して防害程皮た示すさ考へらるる各種別記入騒音総数の線記入

騒音数に罰する百分率 11市電 13. 1%、市電嘗笛 11. 8 %、自動車の' 1 1 笛 102%、人の詩聖書 8.7 % 、オー ト

バイ 7. 6 %、 汽船の ェy : ; >ν の音 6.3 % 、汽船 のをE笛 5.6 %、タイプラ イ !J. - 5.1 % にして屋外、屋内

に大別すれl古屋外騒音 70. 3 %、室内騒音 29.9 %なリ。 Q[I ち高暦建築物内の騒音11主さして街頭騒音に起

因す 。

東京府に於ける工場 の公害問題 と之に劃する除害施設及保健施設

幸喜蔵臆建築課長 石 井 桂 氏

1. 工場の公害問題の統計的研究・軍事調騨工場謀に保存 されれ蓄類に依り大正 13年か ら昭和十一年五
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月迄に 、一般都人に依つてなされれ工場公害に 3討する陳情につき先づ統計的に研究して 見 るさ線数 246

件 、之に掬奥しれ人員 11 30. 188に主主しに。之た更に年代 、用途地域、陳情要旨 、規模、工場業態、季節

等の. E1J に依り研究するさ大要 11ft の遜りである。 く詳細11第 5 図書官市川題合議図書: 参照〉

総陳情数 246件 11保存され1: 言書類に依つれもので貸際 11之の数倍に昇るさ考へてよい。用途地域別に

分けるさ工業地域の 110件、住居地域の76件 、商業地域の40件 、米指定の 18件、其指定の 2 イキぜなる 。

更に陳情要旨j ) IJ に分けるさ線、陳情盟主 246件の 内等11 ＳＷＳ イ牛に士官加する。ｾ ｛ｉ ー陳情で 数件 の 内 容た含むも

のがある結果で騒音の ＱＰＳ 件た第一位さし悪臭有害ずス震動 、 ｴｴｾ 図 、 火系爆後 、 粉座 、 ｦｦｬ 液 、 交 酒 、 井

戸、 地 域、短 突、衛生 、其他 の順さなる。其他 の統計 11此鬼に省略するこさにする。

2. 重なる工場公害に 3げする陳情 ・100 名以上の陳情者ーや出しれ事件 1
P
.た列記して之が大 要さ 解決に

到る巡の説明た述べて見1: が 、紙面の都合上比鬼で 11省略する。 14イキさ 11 中島飛行機製作所内無$ t 動機

試験所、王子 山川製薬工場、大 島の小倉石油工場外 11件である。

3. 降客施設さｻ呆鍵施設 ・ 騒音 、 怒ヵース 、 震 動 、 煤ｾ等につ告行政官ｾＮ［ＺＺ L て命じれ除客施設も説明

し更に保健施設さして現在答品ｾＧｬＮＮＡＡ習が推薦する工場事事働者 の 住宅Ａ 問 題 、祭務食 ｼ 問題服装 ｉｉｬ ｊ 題にＳ｜Ｂ ｦ する針策

た説明し更に工場構内のねー{七言十輩に言及し比の路た終って居る。

大阪市の煤煙、特に 主張生協i ( 工場及家雌煤煙) に就て

大 阪 市 衛 生 試 験 所

大限市の降煤量11 、昨年目[1 ち昭和 十 年 度の 状 況11一ヶ年 1
2

ドカ略法リ務市地域 258 ，頓新市地域 189

噸 、全市地域 1 ヶ年降 F総長 16. 194噸である。叉昭和三年以後の降煤盆の消長1J o見ろに 、N 市地域に於

て11昭和三年度降煤量た 100さして 、凶年 102. 六年 79 七年( 取締規則l公布ゼらる ) 66. 八年に 116 1( 大

正十二年頃の48!)の に 減 じ て た る が、九年に3 [ り再ぴ増加の徴が見え、即日7さなリ、十年にはわさなっ

てたる。

都市の 煤t座 l: : t 工場煤懐古家庭 tt 憶に こ大 })IJ 出来る。大限市 の所刻家庭煤煙の量 11虫11イli J。次11 : J : C概略た

察知する銭行つ1: 二 、三の調査の結巣である。

1. 大阪市内降煤の) /. - }レ含量 、 大限市内 の 悶没 、海老江、島之内 、梅問 、築港方 l菌、即 ち主さし

て住居又 11商業地区の降煤11 )/. - } V分多く 11. 0 - 16. 5%天六、難波 、西九t菜、 卜三 、泉尾方面 、自i1 ち主

さして工場多暑地区の降煤に11 伊- }レ分少¥ 4. 6- 8. 7%全市. 2J S- 均 n ーか分量11 9 6  % であっ 1:
0

( 日召利

十一年六月試験〉

家庭車業恩11工場煤慢に比し著しく )/. - 1レ含量が多い 。大限の工場担突の煤11約 3 %、家庭煙突く湯屋 、

スト ーア等〉のもの 11約2 0 %の) /. - } レ分た含む。従って以上の如く降煤中の) / . - } レ分多き 地区に て11家

庭煤t趨の量相蛍多告を示すものである。而してタール分多き煤:極11粘着性に宮み共有害皮11大である。

2.  大阪市に於げる工場煤煙量さ家庭煤煙盆の割合 ・巣地の[ 咋煤の) / . - }レ分た知; : ，時、: J : C地降煤の工

場煤煙古家庭煤: 国f去の割合 1J o 推算出来る。大阪市で 11 問主昼、 今里 、海老江、島之内、築港、梅同等の方

面 11家庭煤燭の比車交的多告地域にして 、全降煤の40- 68%が家庭煤題、西九線 、泉尾 、難波 、天六 、十

三方面 11家庭煤;局、比較的少告地域にして 、8 - 2 9 %が家庭煤煙さして算出ぜられれ。叉全市平均で 11

家底煤燈3 3 %、工場煤煙67% <:: 1. ょっす: 。

3  石炭使用盆昭和 9 年皮大限市内使用有煙炭盆11 、2: 664.∞0組 、内工場外での使用量11 ( 媛炊 、風

呂、湯屋 、豆腐 、麺 類、料理業等) 371. 0∞起にして約 14 % である。但し使用石炭営リ煤濁霊堂生量11家

庭に於て 11工場の約 2 f膏量であるから 、以上使用石炭使用量劉j合より も雪量生煤煙量11多くなる。叉工場

さ工場外の石炭使用量制令を区別lに見れ l"f 、工場外の使用量南区97%、天 王寺区8 7 %、東区6 6 %、東成

区40%等ザ多い方で 、少いの 11比イと区 4 %、大正区 5 %、東淀川区 8 %等である。
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次 に 石炭使用 工場 戸数 11全市 1. 7ヲl 戸 にお し、工場 外11 Ｘ ＮＰＴＷ 戸 、 ｾｮ ち 工 場の約 ＴＮＵ 倍 で あ る 。

4.  以上の如くであるから大原市に於げる 煤寝防滅 の 貸 施 に 常 り て い 茶 家 庭 煤 思 亦 決 して等調脱出

来ないものであ る。

煤 煙 防 止 と 地 域 制

都市計ｾ地方委員合技師［ 大 限 〉 鳥 井 信 氏

都市生活の上に 煤笈ほど大告 な 害75か投げるもの はない。空系の汚濁 、 日光のtl 絶 、総の枯渇、環 境

の忍化 ＱＱ 精 ＮＱ Ｑ� 的に も 肉惚的に も都 市 人か ｬｾ って致命 的 病床 へ温ぴ 込ん で居るのである。煤煙 ＱＱ m: 市生 活

上果して不可滋的志賀Zさして若過巴らるべき L のであらう か。叉工業の定化、宝石祈化 、石油 化の趨向た

過大視し 、無得にして安' a1: リ得ろであらうか。 'Ef<i 鹿取 締11法撃者の所 J 目「イ ゾミ y γ ヨゾ J W題さし

て 、 ヰ正法上に於げ る所有憾の ｉ 浪 Ｗｾ なる革 ｦ｛ i:  I豆、及公法上に li 合げる針策 11技術的X 題さキ目鰯んで賞事者 11

只旗 日)爾久、阪に救治の城主?泣 えれるが虫日く見ゆる 。

か 、る 殺 人的 ￬ｪ［市の ｬｴ 立九＿ｾ Ｎ 善す べ き霊 大 なる使命必殺 ｕ 、 、 生ｮＮｾ Ｚｬ Ｍ Ｇぐれるもの Ｑ Ｑ 都 市 計結 法及市街 地

建築助法の二大法! l l ，でわる。殊に市。身地ー主築物法中の地球凶 11 . 煤賓の統制か管; l j l : すべ告 公法上の使命

私有するものさー設に考察ぜ られれ。 果して我が園地或制 :1煤湿の統制力があるであらうか 、叉之た統

制づけ強化す ろ烏に改正の. Q' . 、要 はないてρ わらうか。

煤 ':!'Is方止 の[ i i 短 11市民 に深告関ひた有する 11勿論 、待 に保安、衛生、経、"1N各方面に亘り各湿専門家の

集定IJに研究 さらるぺ告事: 頁である 。主任首 11 511市計: Mi 的見地 から 、大皮切市計高賞庖 ，0年間に於げる経験

に徴 し、石 3をさ原動 漢の推 E事、各宣工業々 i湿の鹿失分布; j J l に鑓遷調査に基吾 、叉質庖に就吾 現行地 域 制

による 煤t 1' I l . 統制の効果1. t 詑注し 、現 f刊也成制の改正た促し、更に一層之れた統制づけ 、強化の要あろ所

以ら 指 摘し 、 陰惨なる現在都 市 の明刻快週 化 Ｑ ｊ＿ｾ十らん ｚ す。

小皐校建築に 関す る花見

城京市衛生試験所都市街生部長聖書撃博土 千f 本 邦 太 郎 氏

近時換系の衛生について考l心されろ 事大三なリ近代遺築物の主要なるものには 、換泉袋! 琶 11 1，ごよ¥)

ZE是正調節袋互の完備され る Lのさへ多多わる 。

一方、事佼建築た見 るに最近の Lの 11多くコゾゲ リー 干迷であるが、A の外観及ぴ言者設備に大いに新

ほの加へられにものあるに拘らす 、 換泉街益三 に附する限リ未 ｴ Ｚ Ｎ 法 滞の里 占がｾ・く ない。

筆 者11東 京市内の小皐佼歎 ケ校に就て 、冬季Mi : 房 使用痔に於げる教室内の空系試験た行 r.j¥換 泉 状 況it

他た検し1: 。今尖の成i立た要約するさ次の立日くである 。

( 1) 教室内の温 、汲 支 11比 滅的友好でわっ t : 。

( 2) 炭酸 盛11一般に 若しく大で 、 JF沼 、衛生上の想限度 l 泌なるに封 して 4泌に 近告ものがあり 、之

等 ＱＱ 換泉奨 ＱＺ私 有 て ま さ・ろ映 ｬ ｾ￟￮｛ よリ ｌ 寧ろ多い位でわる こ ミ ＱＱ 一考 Ｑ ｊ＿要する 。 尖の原因 ＱＱ 云 ふ土おもなく

換気の不全による L のである。現在 の 祭校建築に於て 11何等人工換主主設備1J ? 有ぜず 、専ら慾による自然

換気であるがそ季 11怒ら;羽生虫するか ら斯かる場合 、 コ y クリ ー ト建築に於て 11等 しく空泉の 汚濁する L

のである 。

( 3) 激室内の 飛島量 L 一般に多 く遜 常 、空 系 l ."¥' r. 方米中 2 廷か限度さするが、平 均 3 - 4 砲で中 に 11

0 騒た超ゆる ものさ へある。
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( 4) 細菌数も一般に著 し く多く 、遜常、笠井草 1 立方米中: . ! . 似) 0- 3. 000 1... 限度芭するに封し教室内1"1

4. 000- 5. 000 の多告ら示 してゐる。

くの 教室内の泉勧 11袷んどなく炭酸量、飛墜量の過多吉共に換- * ' . の不全1... 設するものである。

ＨＶＩ 試験校中 、 試みに某 校に於て 欄 聞の廻縛 ｪ 窓か 一 昔 ｅ 開 放 しれるに浪 漫皮ｾ除く 他の 汚染因 子が相 笛Ｇ

に減少し 、換泉による効果が認められれ。

以上によって筆者 11現在の事校建築に換泉設備を要墓する。

運動会国所要面積算定に就て

都市計霊東京地方委員合

昭和 B年以米東京地方委員令である東京総地計詰中の運動公園の所要面積算定に就て左の虫nく取扱ふ

事にしれ 。

1. 運動公園 、運動公濁; : : ＱＱ 内 務次官依命遜牒の公溜計百 ｅ 標準に 示さ れれ大公罰中の運動公園 ＷＮＡ＿ ｾｬｮ ｪ

Lのである。

2  利用者年齢居、運動公買の利用者年齢暦た 、男子 11 i箭・ 6歳よリ瀦.::?9歳迄、女子 11瀦 16歳よリ満24

或迄ミしれ。f ! il ち滴 16歳以 FI 1 小公週た別用し 、瀦.::?9歳以上 11大憶に於て運動する者少く 、悶って共同

級地に赴くものさし 1: 。

3.  営;該年齢者数及市人口に主きする比

tZ該年齢者数 %  

男 2.5: ;6.0∞人 28.4

女 1..4. 40.α 氾人 16. 0 

但し昭和24.年の東京市推定人口 9 ∞O.α )() 人に封して計算しに。

4. ｾ苦該年齢者中賀利用者数 賀利用者数た滋・該年齢者数の j O¥パーセ y トJ;: 仮定す。

ｾ該年齢者数 賀利用者数

1男 2.5':;6.α 氾人 1.278. ∞o人

女 1. 440. α)() 人 720.α 氾人

5. 使用時及廻鱒週数 〈一週間に封し〉

2J$ 日 自午後 4 時至午後 6 時 2 時間 I 凶 五 日

土 曜 自午後 1 時三三午後 5 時 4 時間 2 回 ! 日

日 曜 自 午 前 8 時至午後 6 時 10時間 5 回 1 日

百十 2<時間 12回 7 日

各 l 回の運動公園利用者 11

男 106. 3∞人

女 60.α お人

6.  1 入賞リ活動面積

ぐ但し資利用者数た回数 12で除しれもの〉

男 7.:; 卒 米

7  漣動公園月 ｉｲｾ 面積

1図利用者

男 子 106. 5∞人

女 子 60. ∞0 人

百十

人口 l 入賞 リ

Xl t・5 0

女 30卒 米

1人?首 1) 所要面積

75 

30  

所要面積

7. 937.5∞卒 米

1. 800. 0∞ 卒 米

9.787.5∞ 平 米

1. 08予米



会図其: の他絡地に関する事項

東京市監査局都市計詰謀長 山 川 賢 治 郎 氏

都市から刻々にｾｾの Ｕ 裂か消して行く総 地保 存 に 就て ＱＱ 、 現行法制法に Ｑ Ｑ 袷ん ど 、 何 等の方法古付よし、三

苫ふべ告である。従って之た{呆(f:{:i : 伐さ寸ろに 11 、:J tの地域 11" [ VI l c し之: t - ) ? 行政慰自身の手で保存する上

j 外に方法がない状態である。

ゾ心 L都717計前? 去に 11 風 欽地区指定の方 法 11わるが、然し之 11元来 l直接総地 1ft! 組在取扱った L ので 111.(

く、或ろ 地方の風致1)?保存仕様さして，E められれものであるから 、之に依って保存し得る級地さいふ L

の ＱＱｾ 主税限られて居リ 、 ｾ ， ｉｊ［ 地保 存 の 方法さして ＱＱ 甚 ＱＺＧ ・効果がￄＧｬＧい の である。今 日 焦眉の念にある比の ＱＱＱ｝

起に其の地 域主? I 1. 牧して政現するよリ外に方法がないさ云 ふ事 11、イ可三しても都市計務開係法規の重大

Ｑ ￇ 鉄隔であるさ思ふが 、 之 Ｑ Ｑ 之等 の 法規が制定されれ常時古今 日 三で ＱＱ 都市に於 ｴ ｪ る紘 地 ＱＱＱＺ 題がｾｾの煮

要 さに 於 て隔 ＱＱ そ の キ自 治た米しれ ｊ ｝ｾ に原因すろ事三忠、 ふ 。 そこ℃今 ＱＱ ;: 1i. つ ては是非共都市計働法1L' 改正

オろか叉11 、.!t' !J 濁に級地に闘する法規71
0

市1] )乞して 、比の IWM! 1J ? 解決じにもらはればならずれ、のである。

悦 ふに現行の法市'111市街地の構成に糊して商業、工 業. 住居等の地域た指定する司王にして ゐ るが、改正

又 11新に制定される法規に於て 11 、都市構成に必須のもの三して 、変に生塗総地 地区及総地保存地 区た

設〈ろ: < J 王にぜればならない。かくて此等の地 民に於て 11都心‘ 被都心、( 衛星都市〉及鍛滋尖のイ也の交霊E機

開よりの距離によリ xの主主告に及ぶに従ο 、j新次高度の建築市1J1浪71? なし、建築物の密集か防ぐさ 共に 一

方に於て樹林又 I H水野の保 {]:71>1[. : 5 しむる事さすろ。治主rrの知告土地不IJ Jfl の制限に就て 11或期間 、土地

に: ftする公課 7J ? 減免する ヌJc ［Ｚずる。以上 Ｑ Ｑ 新 な法規の制定に依る級 地保存 の方法であるが 、 現行の法 ｾｊ Ｑｊ

上に於て 11 風致地阪の取扱: t - l ? 可成紙地111: 題の解決に資するもE考日程L 、風致地 鼠1: るの耳目念に自主リ鍛煮な

要素浴求めない憾にしてしらぴ皮ぃ。

保 健 に 閲 す る 地 域 制

東京市監査局都市計劉謀 長 特 打l 合 兵 衛 氏

さ見代我闘に於げる都市の膨脹善意展 11何 .11- 1 ，願者ーなる趨勢に して、之 l二謝する諸施設が都市の外形に1 ' 1、

ＱＱ さ・ろの感も＿長し 、 ｊｾ の 資状 ＱＱ 都市立十織的施設の整備が最も焦眉の念［てあるが 、 之等に 要する経 ＱＧｴ Ｎ 財源

の有無膨脹ｾｾの ｻ也 の故障にイ ｊ＼Ｎ って 、 ＭＩ 潟千里的に主主行し ｱｾ ま ざ る事情にあるが放に 、 無統制なる郊外地 の

病的現象た激 化 ぜしめ保健衛生上憂慮すベラ結果た招来するに至るのである。ｾの矛盾の除毒防 止 ＱＱ 書 Ｑ ・

1打計織の法制 際大 強化 ミ共に適切な統制わる事前Iの針策に{ た らね11.' ならぬであらう。

第一に住居の改善指導に37カぜれ ばならぬ。之に 11都市計書I} 地域市1} の強化1.. >闘リ 、細分的に4制 IJ 住民ー

地域 、一般住居地 場 ( 乙税、甲 樋 ) 11? 設定 L 、建築面積71>敷地 面 積の十 分の五以内れるこさ 1)?要し、相

ｾｉＭ ￯［ の繍林た有するこされらしめん三す。

1. 特別住居地域一低減地 -klt 築面積 11 敷 地の 十分の五

{ 乙種手了間 十分の回

一般住居地 成

l l f 1 磁ー布地ー布同 十分の三

( 敷地3羽 子 以 上 の 住 宅〉

'3i1 2 に建築 物の低 さの制限で 、地盤 面 よリ桁下高 71? 3米以上さする二言 。

次に建築物 1 ;煉にイ寸吾 2 戸ル超過ゼさ・らしめ 、不l { 住宅排除の目 的た主主成すろさ同時に遁切なる 人口

の分布7J . . 企筒ぜ れば'ならぬ。

保主主衛 生、防空火及風致美椴土建築敷地 内空地に 11植樹 た要古1J ゼしめ総地の保存維持71>闘リ 、叉級選軌

道沿線に 11原 Mさして椴樹惨た設定し醜吾街衡是.fj奄厳するさ共に前記の効 果た充分後採ゼ しめんさす 。

之 等 11何れも保健上特別J:! 也監及無;惇地院等の設定に依り都市計帯施設さして制限し都市の内容外敵共

に完備えP期ぜ ん Z するも のである。
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都市計霊東京地方委員合

大東 京 に於いて ＱＱｾｨ 虚十数 年来年々 ＱＵＰ ∞ Ｐ 以ヒの人口冷 ｉｊｉ｝ た 丸、 然 ｌ 尖歎 ＱＱ ｍ 女 高められて Ｊ ＱＺ 。

斯うしれ大部市の人口が自然} 曾加以外に 、地方よリ の集中人口かIJI Iへて 、都市の密佐状態に一段三拍i P. ー

らかげつ 、わる現象11今や数次の図勢調査に依って動かし4与すれ 、事貸さなっ 1: 。

比の傾向た除去する手段さして閤土計結及地方言十誌が 縫 めて必要である事に付て 11最早議論の縁地 11

無いか 、他方都市内部に於げる之が級和防一止策さして 11宅地内に j冷げる 笠地 保白子ー増加制( 所用空地 地

阪〉た適用するのか最 L遁12Z 忠、ふ。都市 122E地 た:必要さする こ;: 11己に図深川] の定設になってゐる。

本質比の手段 11都市の密住か排除し 、更に偶有 の住宅に保鎚上の諸要 件1l '確保する 仁に樋 めて有効て' わ

リ、都市の保健的再建1l' 悶ろ喰ーの手段1: リ得るのである。都市の空地 保留11質汚見の柊易さに於て 、叉

効 果の大すよる駄に於て郊外部よリ若手する 二ミ が遡切である。東京郊外の住宅に 115刻 乃至 8 刻 のさE地

が現貨に留 保 されてゐる 。然 L 比等の空地 11絶えず急激'fj_ 人 口精力日の前に脅かされてゐる 。比の危機 に

際 して住宅; ' J ? 頁吾妹怠に止 め、1 E に必要なさE地量; i ' p指導ぜんさする鮎に於て 、空地地区の意義 11一暦深

いのである。而己なら ず比制度 11防火、防災 に際して多くの利鮎 ;'t 持つ o ZE地地慌の制度11保健上の目

的;i'p第一義さするから敷地内に保留す可 吾空地 量11 日照上の所要 JE地 芝、 自然! 采光に必要なさE地吉、 更

に 防 火上 必要な Ｒ Ｒ 地、ｾ｛Ｑ ち延 焼防 止 の絵 地 ｾ 1:日日へ 1: 最小限1E池 設の基準; ' 1: >定めれ l工ならないo 7e l，之

ザ尽に 11主主物高等種々 の附諸制 限it. l ，附加する 要があろ 。

斯うし1: 云 111'f 環論的所要空地 丑111安海に常って 、改定民域のZE地現況之 、絡、済的見地か らす る建物

維持の空地 量 に よって多少の修: i Eが胞され 、基礎計設案さなる 。比の案111! ! : に人口 118 短及最大 限2聖地保

得等の都 市計 主上の理想的要求に 指 導されて賀焔 指 導案さなり 、 Ｚｽ ｊｾ 適 用 にイた て空地計設の 効果 ＱＱ 極 め犬

満足す可告 L のさなる のである 。

壁面の位置の指定に依 る住宅地の道路計者

ｾｉｬ 市 青 Ｑ ＲＲ 北海道地方 委員令

住宅地に於げ る道路 11、主要ー幹線或11特殊の目的1l ? 石っしの1)" 除いて 11、主主して居住者及住宅地，、

出入する人々 の交遜用で わろから共闘 員し左程蹟い こ三九ァ要しないこさ 11営然である 、啓司Eの場合で 11

自動車 Ｒ 室分の幅 員 があれば‘満足 ｬｩｾｦ るであらうから 、 Ｖ メ ー トルわれ ｬ Ｇｦ充分さ ［ＱＱ へょう 。然し北海道

普 ＱＱ 東北 、北 港 地方 の 如くさを期積 雪盆の多き 地 方 Ｑ Ｑ 、 比 のお ｝問 ｪ 寄 薗 のｾ Ｚ 玉 ーさ 屋 根より の雲の 烏 ｬ 二遁行し

q! トる幅員 11著し く狭められ、多く の{ 主宅地内 の道] 寄 11 自動車の遁行11不可能 さなるた遁例 ざする。

夫 台、 ｅ 患に道建計誌に笛 って 比 の ｉｩ ｕ 涯が 加へ られ幅 員 が 大吾く なるた 免れない。北海道 に於 て道路さ ｾｉ ｉｉ ＧＢ 、

It 、6 閉さ 11間; ' I ? 懐準さし 、夫 以下のもの 11道孫吉考へないのが原l ¥IJであるかの視があって 、内地の各地

三11協段の主主 ()¥方で ある。

ｩ 昼Ｚ磁の幅員 が 居置くす よればなる程経 常貨 の 詩 む こ さ ＱＱ ｾ 道然であり 、 維持管理 が 充 分行吾屈吾 佼 ぬる事 情

三なっ て、幅員丈のがIJm ｩｴ ，唆揮出来すよい上に風の口 ＱＱ 砂煩たよ ｕＢ 、 不 愉快 比の上 ＿μ 、 ｬ てか ｾ ｊ で なく 、 ｊＡ ｩ

民 の保健上からも ;_lH設される状: 強さなる 。

元来市街 地司金築物法第十 Ｑ 保 のｉ［ｬ正 面 の位置 ［Ｇｰ 指 定しｾｾ Ｎ ｾろ規 程 ＱＱ 、者 ｾ ｔ ｬｩ の 惣 裁 上必要 あろ之さ に ｉ 浪 られの

であっ1: .t J { 、法の 改正に依って尖運用 の純闘が成大され道1杏の有効なる別用 保 持に:t:t ーしても 、指定しqJ 告

ろ 二三になっ1: のであるが一般の考へ方三 して 11、家並筏の統一整調が主7よる目 的之されて居る縫で あ

る。

道1寄えP計 叢 u築造する場合 、英幅員の小なる程賀行し易いこさが常に種々 減の根元 ;'J? i毒し、将来に迄

!Mt越えeJ !ti す こさ!1，露骨経験する所である。叉住宅地の保健衛生 ; ，! i l l I ，; J t - 環境の人工的工夫に依って 、解

決され得るものも秒、 〈ないの !H.界貿であるから 、住宅地に於げる比の壁画の位置の瓶定 !1、是害事の狭量占

た除吾 、住宅地さして の本来の要求も 之迄 ;:: 11絵程瀦さ れるに至るであらう。
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陳 列 場 之 部

'込・協舎建築材料陳列場 11昭和 9年 1 )i の開設に

基くものであ るが年1吋亙るさ共 に愈有楽7H旨針の

一機関さして［Ａｾ面白ら整へ本来の使命た巣しっ、

わり 、試みに本年度幕僚報告に属すべきし のか桝

記すれIf 次の如し。

例年の如く本年最初の幹事令に1i きて幹事長及各

幹事の事務分循1e決定後 、夜ちに本年皮陳ヂIJ場 l-B

品代表者1，t 下記の如くイ六日嵐す。

大限城 口研究所

東 洋陶器味式 合 ｊｾ 士

大 谷金庫庖

矢橋大理石菊鹿

関西ペ イ Y ト株式令i U: f :

住友金隈工業係式合A士

島問E背子製透析

斯くて前後毎月第二木曜日ら定例日さして幹事

合1，t 関吾 、隔月に 11更に陳列場出品代表者三共に

陳列場関係事項1]:>合 同協議す。

使宜上仮リ に事業務項1，t宣俗、 設備、集令に三

，l! IJ  l て報告すれば

(宣 傍〕

陳列場そのし のの枇令的性質よ り凡てZE悠 に最

も院トひた要すべ告しのな りさして 、機合わる毎に

絶えず新 ｦ ＱＱＺ Ｑ 、 雑誌 ｪｾ の 他 業ｉｦ￭官 ｚ 話術にＮｩｬｬＺるまで大

小の康管1Jei祐司詑l 1: ろ し 本 年 の 待殊項目 11五月

上旬建築皐令創立五十川! 年記念展覧舎がmJ西の地

にて開催さる川二包;1: Ｑ Ｉ 、 ｾｬｾ ［ 陳列場ら第二合場に

充常する こでか承諾 、第一合場 そごう官民広 之相

Of- 隠して多数の' * 窃' f f i か迎えれり。

合期中第一日 401 人第二日 315 人第 3 円 415 人

第四 日460人第五日 520人

計2000人突破の盛況任者 る、之れ 11常時市憶 、市

パス に大ポスタ ー吊下げ11勿論、新聞炭告に小ピ

ヲ撒布等通切なる定{専にm窓 口: る結果なリミ 信

ず。

秋 に11!i1q.戸 高工開校十五周年展覧令開催 に際 L

同校建築科書究室のftc l嵐在快諾、官? 陳列場跡Jj 系出品

者へ同展覧合出品 ら薦め しさこ ろ多数の J!!.ff;諾か

4号、卒常の協同約市中1，t 一丸さ Lて箆夏の商品 1'e出

品、大限市 lこ於げる待殊陳列揚の存在1，t鮮明 l二す

年 度

る九c1年t: リ。

(設 備〉

平良
4 三

口

逐 日多数の来場 /S-1dl l える陳列拐夫れ白骨宣の設

備向上 11亦緊要の :i-Il!l にて 、本年度当・初l i I l ，合移車ij_

ｚ 共に ｾｾの跡 へ宿 王立の限列ｾＡｊ［の￬ＱＡｉｩ張屯 Ｏ￟ ｴ 現し 、 ，， Ｓ

個 の陳列小間 のJ1T設11' 1i' U 、多数の新出品者 110

迎

え ｾｾｽ面白の｛非加に近告大陳列場さなリ ＱＺ Ｐ 。 披 ｾｎ

にf牛ふ新設備さして各ノj、間金昔日 に民'1: リ、霊泉

西日線工事か施 L小関内の照明 に 使 し 更 に 商 品 説

明の懇切ら「モ Y 干- J でする各個 I ; >f Y フレ Y

ト」印刷た出品者に慾沼逐次材料の調査及，tlP浬に

理想的ならしめ '1: 1) 。

(集 曾〉

:11品者相互の貌峨及陳列拐将来の習を展に闘する

合同協議11'目 的さじて春秋二季 に、二 日' 舎の名 の

下に恒例懇親令11，開催 し、多数の米合者在得'1: る

11 幸甚なり 。

以下本年度出品者名 か列記す。

言; てI- _ー建築工怨隊式合泣

岡島浴用化l $工 業" j - 大収支応

木下i設三商1占

三機工業: 法式令祉

名古屋製陶J iJr 大阪出張所

野:事幸三郎] i J;li

合モ石工j好

台 、 資令仕モ ｙ Ｇ［ｬ ｙ ｪｬ，Ｇｩｦｾ ・

東洋リノ1 ) コーム株式合泣

ユユコ! - Y トレ ーヂ Y 夕、‘ コム月三 -

U本窒素肥料株式令li士

古河電系工業株式合A士

合資合北能美商合

大阪減口研究所

株式合社須賀商合

西原 荷生工業 好大医文1高

清 光 枇

東洋陶器株式合祉大阪 lB張所

後進批大奴吐 ｜ ｾｾ ｊ ｩｊ ｲ

ｩ 決陶株式合 ｉｾ ｩＺ大収支 応

岡間建材J; ! i 大奴! J : ¥張月Ii

変高大理石 ;朱式合j辻

朝日ス レー ト株式令泣

佐藤合名 令J:t上

三村芳太郎1 ! i 庖

野間合名合此

日本セメゾト ｾｪｦＷ ｬＧ＼ 塗料商 令

株式合j辻長 谷川利彦商合

内外土木建築材料合資合泣

5 3  XJ I  



稿島会名令立t

岩 元 工 業 放 式 合員士

大 民 ア ス フ ア ル ト 商 令

佐久間バプコ工業ｾ式令 ＱＱ ｦ ｴ

桑悶E宵子合資合i.rf:

酒 井ri 三 商 庖

羽 11 建材株式合i . r ! :

j手製 スレ ー ト株式令i.f l:

浪 速 製 材 株 式 令 批

111本 最 商底

瀬 戸 後主主鞠西出張所

合 名 合点士小野達三 商 l占

11 本 金 具 株 式令請t

大阪窯業除式合f . r t

大阪陶業除式令市t

干f 同製陶 JiJf

伊 奈 製陶 ほ 式 令zrト

大谷金庫J;Ii

旭 硝 子株 式 令枇

日本 ドア ーチエ少。製作所

n本機 滅工 業 法 式 合員士大灰支 1占

卒 松釣 戸 車 製 造 所

近江セ ール ズ 株 式 令irl :

' 社; 活大理石 商 広

大 理 石 工 業 法 式 合 従

住 友 金 属 工 業 除 式 合 枇

岩 械 靖 子 製 造F庁大阪出張JiJi

奥村重兵衛商腐

合名令祉汎主主製作所

東洋洋ヨ記録王見合最士

日本板硝子縁式合祉

浅 野'物 産 株 式 合A土建材部

大塚;ζ 治sBil 有J;Ii

ペユ ヤ 商 令

佐 渡 島 西 庖 建 材 部

11 本 楽 器 製 造 株 式合員士大阪支 応

浅 野スレ ー ト株 式 合員士

〉ヤリ エ〉〆 タ Jレメ μ Jレ製造m

l;'j; 尾 保 商 底

内 外 木 材 工芸基株 式 令請士

フイ 1、ラバ ー工 業会資 令祉

合 名 合祉 問中 旦イ りY グ商令

板 商 活

高 松智 治 郎 斎 庖

船 木 由 松 高 広

伊藤 i e商 底

菱 美電 機商 合

日東物杢株式合従

守 谷 建 材 株 式 合 枇

日本セメ ｙ ト 防 Ｗｾｾｊ 製造 所

開 城 七工業' . 生式合従

株式 合点士f f I t 阿清子製造内[

日本建築紙工大阪支底

中 原 家 具 袋J{ji底

坂 本 商 令

U 本 金 属工 業 除 式 合i. i-I:

液珪メ タル 製 造Ni'

協和製作所

松 井 商 庖

西孫南l占建築念物音1;

亀 井 商 広

開 丙 ベ イ Y ト株式合社

ヒ戸円ー 待 許 工 業1斤

きた来工業 ir

旭 マ ー 7・2レ研 先Nf

11 本 陶 織j枇

朝日 化祭 工 業:i li 以 l

倶 楽 部 室 之 部

本年度 よ り 待建築 ｦ 具禦昔日彬散 の 後九 Ｗ 承 ｌｪ 、 Ｇ ￬ Ｎ ｾ［ 協

rr に於て令 員 相互 の親賎ら困る 1: め 日本建 築 路合

倶 楽 保 安の 名の しご に合員 の 利用に供 ゼ リ。 Ｇ ｾ Ｇ・ 倶

楽 部 室 に 11 合 民 有志によ ，) 各l¥'Eの如く各下車研究舎

の組 織 た 凡 て ゐ る。

L河 碁 研 究 合

師 範 木 本 二 段

}.;IJ 紙 初 段

iiff 先令長 18名

将 棋 liff 先 令

師 範 足 閃 ; 二段

研 究合 員 11名

俳 句 研 究 合

師 匠 青 木 月 斗 氏

研 究令 n 11名

長 唄 研 究 令

t市 町 山 f! 1 ' 、ッ氏

研 究合 員 7才;

小 唄 研 究 合

師 匠 IIJ 開 廷 女 氏

研究 合員 Ｘｾ

， 浅 山 研 究 令

師 匠 松 下 粂 主 主 氏

研 究令 良 11 名

の虫n ＼であるが 、 今後多数同好合Ａ￮Ｎ ｪｬ ， ｾｊ ｦ Ｍ ｕ 守Ｊ の

草壁展た期待するもので あ る。地方令/ . ' 1. 11地 竣 的 に

倶 楽 部安 利 用 に恵まれな い が、市内及近傍i ' : E 佐の

合 員の方 11談合 わ る毎 に 御 氷 室7.e*i i認 してP まな

い。試みに本 年 一 月 以 涛 の 入 室 者 数 た示ぜ If
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さすよって ゐる 。

去る 十月 二 十 五 日 に 11 f具楽部最初の催しさ L て

道 頓 姻 笈イ正座に於げ る前 進 座興 行 の税 制 舎を催 し

1: るさ ころ多数の来舎 者 あ り 盛 令 た 樋 め1: リ。
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XII 2 “ 田 村 駒 高 居 " 設計・木子建築事務所・纏ヱ・岡本工務底



2 階 休 憩 室

陳 列 場

Eで1 配 I ト J ー

圃 iii .子 園 三

“ 歯 村 駒 高 底 " 設計・本子連鎖. . " 斤・鎗エ・岡* ヱ務底 3  XII 



X II 4 “ 田 村 駒 高

三三主

討キ

.，士、

1; - : '  
場

{主p 客 宣

品ム;

去とー

一」忌ーー ー可

Ｎ ｾ Ｎ一一 」

で;二信 均

ム 伊 州μ山 . ，…'ド川川，叶悼』同九A

ｦｦｩｬ 傾詰＿沿 Ｔ込 ｾＮＢｴ .  

回 附 1‘ 明 r. .

庖 " 設計 ・木子建築事務所 ・紘ヱ B 岡本工務底



和 風 客 室

事

“ 田

務
""可
ｾ 、

ご金ニ

脳 6・ 乎酎ずZ

村 駒 商

田村騎高J 5底舗新築工事概要 ー ト主主

位 置 大阪市東区安土町

外 談正面 、 庇下端迄 ￎ ｦＮＮ ｾ

4丁 目5 5苦手地
ｦ 武石 ｊ ｴ ｾ 雲寺

工 程 起工昭和 10年 12 月
東菌、窓下迄大島

15 日 究室 出 汐'

l変立昭和 11 年 1 1月
其イ也，、全部ゲ リー

10 日 ム色艶消 γ l 寸6 分

敷主主地築面積 558坪 2 1

'簡易イ Fレ5長リ仕土

面モ責 "-33坪 '15 2
ゲ

総 延 坪 2l肝ぅ4高0 茸うF5コ3 2
"員 恨 鍛 製扶糊 ヲ附 シ か

高 サ 尺4寸 リ: ; /カ ータイル! '{

港。室最高子3尺4寸 ーヰ

居費文地階t答電量共10

建 築 工 草 木 子 建 築 事務所

}寄 設計ｾｾ

fiIi 透 銭骨紙百百ヨ 〉ノ クリ 施工省岡本工務I ; ! i

庖 " 設計 s 木子建築事務所・施工 ・ 岡 本 工務底 5  X II 



外 観

平 面 園

• 
， l} T  

申 仁 川

2 階 平 面 園

XI I  6 “ 岡 島 新 聞 舗 " 設計・石本建築事務所・ . : c ・清水組



階 事 務 室

“ 岡 島 新 聞 舗 " 設計・石本建祭事務所・範エ・清水組 7  XI I  



X (( 8  
“ 岡 島 新 聞 舗 "

寸 ｾ Ｇ ｾ ，Ｎ ＭＭＭ

貴 賓 "'" "'" =  

貴 賓 室

マシト) 1 . . ピース 廻 り

L.{ 伽流 陶_. - :  t，→ 苛G" h1員

F  の

; E K  

設計' 石本建築事務所 e 結エ・清水組



“ 岡 島新 聞 自南 " 設計 ・ 石 本 建築事務所 。施工 ・清水組 9  X II 



金 景

教育者奉公精神 J 象百貨

1  

彫 i字 面 正 塔 育 教

児童蒙純美J 象 織

XI I  

1 0  “ 数 育 塔 " 設計・大阪市瞥錨課・路工・清水銀



教 育 塔 1 階 平 面 圃

ι ーーーーー- .-ーーーーー一一一一一ーーーーー一ー一一一一一一""，-.. ーー一ーーー『ーー『一一一一一一 一一ー→一一一一目』ー.，

教育堵建設工事俄要

立 [在 大阪市東区大阪城公園

大 手前農場内

建築面積 356平方米79

外 韓日懸1' . 1: 募集 l 等嘗法案

榊 述繊骨 ｴｾ 筋混 Ｑ 凝土透ｍｉｴ

外 袋 花 開 石 貼 リ

内 部 構 心宅 = 床花開石敷司

肱及柱イE尚石本 j容懸天

井プラス tl- - 塗 リ仕」

芳名室 ］ 床花開石 ￟ｾ 大

理 石壁 及天 井プ ラス 担

ー塗 リ仕上

起 工 昭 和 11年4月14 日

定 礎 式 昭 和 11年8月11 日

援 工 昭 和 11年 10月15 日

施 主 帝 園 教 育 舎

設計段'I'S 大阪市経理部後繕 ｦｬ ｾｾ

工 事 施 工 清 水 細 大 阪 支応

“ 救 育

' -' ..L...:-.:.. _ ;  

教 育 塔 配 置 並 附 姪 造 園 圃

よ支

塔 " 設 計 ・ 大 阪 市 普 組 課 ・ 錨Z ・潟水銀 1  1  XI I  



校 舎 及 講 堂 校 庭 側 外 観

大阪市生野 第 5 小 畢 校

校 舎 教 室 側 外 観

X II 1 2  “ 大 阪 市 生 野 第 3 小 畢 校 " 設計・大阪市校園建設所・施工 奥村組



.' 

「

t

， 

大 阪 市 恩 加 島 小 皐 校 卒 面 園

1 3  XI I  
設計・大阪市絞園建設所・経ヱ・山田組

大 阪 市 生 野 第 5 小 寒 俊 平 商 圏

“ 大 阪 市 思 加 島 第 5 小 堕 校 "



JJ 

校 庭 側 外 観

講 堂

ー '、 -

‘ 目

.  .. 
、‘
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・・

込 d ・" f ' ・ “

" . ， . ・ 二

、‘ . ‘ . .ー -吋. ' ー
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山. . . _ ｾ盲 ｩ 砂 Ｑ
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ー 、 ' . 、 。 、 J

宇 . .  一 ーー
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- ・ー~品、ーー ｾ｟Ｎ Ｍ ーーー. _ーコーー 冶

大 阪 市 住 吉 J}、 畢 俊 平 面 圏

ー、

' ' ; '  ｾ＠ ... 

XII 1  4  “ 大 阪 市 住 吉 小 畢 校 " 散tt ・大阪市校図建設所・施工・中村総
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本山第 2 零常小暴投議築

( 第 2矧〉工事概要

l 位 置 兵 庫 版 武 庫 若s;z!ql l 村

野 寄 、問木

2. 敷地面 tii 3X 氾坪

3目娃 4t!J 勾噛

総 延 坪 数 5.450. 28千 方 米

第 ! 期 2.7! 4.052 f 方米

第 三 期 2.73ら23卒方米

4 去 数

普通事史玄 25 第 2 期 16  

待j J lJ 教 室 5  第 2 期 4  

内 認

ｾ ｦ 工室 、 同準備室 、 理科室 、 同

Ｔ 主 備室 、 ｉｩ ｊ ｾ ｴￌ ｬｬ ｪＨ室 、 園叢室 、 裁縫家

5 工事総額 140884悶

内 iE軍

主li ｾ 経費 132048脳

設備 ｲｾ 7063回

附帯工事費 615阻

雑 貨 6158悶

6. ｾ造 工 昭和 11年9月 10 日

7. 工事槻係者

建 築 主 兵 庫j際誌庫君日本 山村

村 長 村 橋 諸官 官

設計監評者 今 北 建 築 事 務 所

工事詩貧 者 松 浦 工 務 庖

陪 卒 商 圏

“ 本 山 第 2  IJ 、 畢 校 " 設 計 ・ 今 北 建 築 事 務 所 ・ 纏 工 ・ 松 浦 工 務 底 1  5  XI I  
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大 阪 市 立 西 岡 野

宿 泊 所 此 花 寮

“ 此 花

外 観

鹿 間

主 主

寮 " EEf  e 大阪市翠総謀・M ! i 工@ 株式曾む森本組 1 7  XI I  



室3白宿

き一

2  園問平F皆

此花区江町立町 !83番 地

1. 340卒 方米96 ( 405坪54)

鍛筋コ Y ゲリー ト透3階建

建築面盛 1. 783卒 方 米

466( 539坪 ふ〉

第一階733.21" 方 米678

(2. '22坪 5)

第二階ム13平方米4 . 34

( !5:，ま干の

第 三 階 ［ＧＱＳ 卒方米 ｾ Ｎ ｢Ｔ

( 155坪3)

士言忌 20卒 方 米860

( 6坪 3)

昭和 10年 ! ! Jj.<;日

昭和 II 年 10刀20 A  

334名

大阪市経理部管終課

株式含f吐森本組

国面平上屋

内;忍

用唯

一

地

物

佐

敷

述

堂

作府

室

場

所

枇

泊

濯

特

汗

術

!7 食

18 資

19 宿

20 i7と

21 這

22 裕

設置t ' 大 li 市瞥鎗課 ・施 工 ・株 式曾祉森本組

室
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主

主

室

所

問

実

i1'i 
髪

養

啓

洗

里里

9 相

10 理

II ￬ｾ＠

!2 i呆

!3 讃

14 手

15  lNf 

16 i'J，司

l 女 関

2 宿 直 : g

3 事 務 室

4 待 合 $ :

5  j' _頁 リ 室

凸自純m: 程場

7 役 室

8 公 合

寮 "花“ 此

工
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員
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工

科
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義

定

設
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「一 一てご

日芸:

53 量

一一一

番長

官

富

半 面 園

ケ ル Y 市の競技場に新 しく 建つれ脱衣場の建物です。 二階建で一緒も

二階もす ープY の廊下がわリ 、階段もす ープY です 。

プラ Y について云ふさ①皮問 、 ここ には 6 つの入口ご 3 つの 出口 がわ

ります。①貴重品現所、 ｴ 合併物保管 、 ｾ物貸出所 、 ① 理 髪 室① 、 Ｍｱ ｹ サ

ージ家、①男子脱衣室、①女子脱衣室、①浴場長室、⑤1交)vr 、①着換室

⑪着物保管室、 くB a l1l1H.: iメtc.. ，01、t .，Wa 6 より ノ

外 観

(  ｾ Ｎ イツ Ｉ ケルン市の水涼脱衣場
建築家 Ot t o Boogart z 1  9  X II 



玄 関 外 観

1-)31年 に 行11れ 1: 懸 賞 営i霊祭によ って 設計され

れもので 、普遜の療養所が分散的に計j f ; ! : される の

に封し 、 之 Ｑ ＱＮ かなリョ ｙ バゲトに ｾｭ 置されて ゐ

る。白日置圏に示す如 く大 鐙三つのプロ : ? } J よリな

リ、道路に面する第ーのプ ロ:? }J 11. 宥 談結寄宿舎

で宥護婦50人、 ジス ター36人 、下縛44人等の1: め

の簸室、箇草書室、講義室等たもつれ四階建の建物

である。第二の中央プ 口Y グ 11 . 一階に事務、調理 、

制勝等 の 諸 ｮ Ｚ ｾＱ ｊ＿設け 、 階上に瞥局 、 ｘ 光 線部門 、

手術 ds門た設けてある 。第三のプ口 Y ク 11男女に

分ｾＱＭ ＱＺ 釣格的 の 病棟 で病床数 ｊ ｏｏ Ｎ 軽症 者 の ＱＺ め に

衆 室、重症者の1: めに孤筆た設tj 、窓口平面的に

段型たなしてニ方よリ光線三笠泉うけるやうにし

てある。構造11. 病棟鍛骨嫌気造、共他 11煉気遣で

妙 ｾＱｭ 大型のものた用ｑ｜てある。尚三つのプロ ｹ

}J 0 {!也に勝手lむの建物や屍室等!J {JJ IJ 棟さなってゐ

、
}
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XI I  2 0  ( イギリス ) Sully 結 核 病 院

南 側 外 観

/  

1 、

Ｇ ，Ｍｾ ーﾭf  

一 一 戸 / '

ＭＭＭ ー『 一ｾ二 一 、 Ｍ Ｍ Ｇ ＧＧＭ

配 置 圃

建築家 W山 a m .̂ Pitc 



看 護 緑 宿 舎

2 階 卒 阿 国

看 護 婦 宿 舎

1 階 平 面 圃

乙? 、 o U  "1 D  [ l  0 0 1. p  1  A  

十 一 一 旬

一

( イギリス ) Sully 結 核 病 院

， ， ，・ I 1 1 0 0  l  ' 6 旬

」 一』 品 斗苧 ' . . 一三 手『 時て " ==- - T

ＮＮＮＮ ｉＮ ｏ ｾ ｾｮ＠ ' 1 0 0 '" 

メ

中 央 館 1 階 平 両 国

病 棟 1 陪 平 面 園

建築家 Wil l iam A. Pite 2  1  XII 
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敷地の封角線上に各プロ :y >; ｴ ｊ･ｉＧｩｾ越し ＱＺ 鬼のアパ ー

ト楽落である。この斜めにする事 11 、公園地帯に! ! i i L

てゐるこの敷地 から遮れない 、四闘の眺めた築しまぜ

浩 、居 室制IJ の正 面1. l er.有面ぜ L めん7: ;めである。 3智英に

みゑるの 11 、最近竣戒しれその 内の二棟である。

くT he A. ・chi t ech l l "al R ecord， Oct. ， 1936)  

外 観

配 置 画

( スイス〉 生活の簡号化ピ娯楽の鴛の7 パート 建築家 Al fred 及 Em; l Roth， Marcel  Breuer 2 3  l( h  



夏休みのみさ一年契約さの三遁かけれプヲ

イト Y 遊暑地海岸に新設 さh1: このアパ ー ト

11 ! / l . 窒から市11室付のものまで 、9 等級わろも

ので 、従って、 間倹料 L 一年契約で米貨勺50

弗から 2500弗迄わろ。

この L :'-EQの送検の背 IIII に空地があって 、m

f背者の自重力車の Y レーア一様が殻置されてゐ

る。一潜から八! 渚誌の各階の間貸 117 組にし

てゐるゆっ 1: リさで、完備しれもの肉、大き

い 居1'r t<:- 中心に 、移動間仕切付の磨、援問、 Z在

宅 3 問、草壁所 、浴室附j翼のアパ ー 干の豪華版

であろ。その他 、一潜に 11 フすイヤ、待合室

の共用の部屋の外に銀行b' わしj 、地階に11i'¥

犠室、1 J ' レーゲ等がある。

( T hc  Archi t ect ural  Recor d， Oct. ， 191(1)  

XII 2 4  ( イギリス〉 海 潰 7 パ ー ト

全 景

ス カ 4 ラ 4 シ を 仰 ぐ

基 本 階 平 面 園

建築家 Wel l .  Coa. tes 
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代 表 陪 平 商 圏

月 時 半 円

1 階 平 面 圃

外 観

マ: / >、 ; ) ! J . : / の繁華街に建てられれ長し都

合風なアパ ー トメン l、の 1 i司! 。

この建物の侍長 11 . その慾制、特に闘筒状に

突出しれ 、出慾にある。この出窓の部分 11. 1  

昔sI1. 食堂、1 部 I1.J1Ii 聞の部分さなって居る。

相憐れ るアパ ー トメシトがお互に窺かれない

様 に この 出窓の窓の関げ方に 11.充分の注意?) .::

挽 11. れて居 る。

1階 11. 商底。聖書院等に利用 ぜ ら れ 又、l 階

おきの各階後部に 11. 召使の部屋が用意ぜ られ

て居る。

2 つの建物ド問に庭t!?挟んで背中 Fトゼに主主

てられて居る。

( A rchi t ect川 a1 F orul11， Oct. ， 1<'3(; )  

( アメリカ) ロヴタフエラー・ 7 バートメント建築家 J . Andre Foui l hour Wal l ace K.  HarrI ，on 2 5  XII  



格 納 庫 全 景

飛 行 機 友 飛 行 船 周

航 空 港 の 大 観

フラ y J} フル干 郊外に透 られ1: 飛行船協納庫である 。飛行機用の航空港の南方に辿ーって注て られれの

弔わる が 、 商航空港 の 面積 ＱＱ 合し て ＲＸ＼Ａ ｾ ゲ ぷ ー ル わる 。 〈 司￯Ｒ 闘 〉 。

飛行船絡親底の大去 さ11 ( 第3及 4 箇〉

中央官Eの長 さ 275m 

中央部の高 さ 51m 

高きの 6 制までの偏 見 m

である n

地盤 IJ' ￋＺ＾ Ｒ ｾ Ｘ ｭ までの般債か徐 ｴｈｴ ・ ｐ 産高 Ｑ Ｑ 全部 、 Ｖ ｭｭ .1享工の波型エ昌二少 子板 ( Wel l et emi t ) で被覆

してある。マプサ ード 屋根の念傾斜の部分及び頂上にある越屋根も同様附型 エタニクトで葺いてある。

傾斜の緩い部分 ＱＱ ＮＱ事さ Ｘ｣ｭ の絡Ａ石コゾ勿 リー ト ｾＩＯＮ Ｍ ｊｖ Ｑｰ 含まない屋根紙芝で葺いてある。

之11飛行船の着陸用の廻嶋燈抱言止力〈この屋根部分の上にあるからでわる。

個iI 艶及ぴ扉に 11計 35∞m
2

の祭、が、屋根面に l百十 2α
lOm

2
の天窓が ある。

( Bal l i ngeni elll '  A lI 耳lI st 1I .  OI <I ..  1936 より 〉

X I1 2 6  Ｈ ｾ Ｇ ＱＧヴ 〉 ラインーマイン飛行船港の格納庫



言F内庫

前

庫

納格

直

納

成

格

出

向

の

画uf 立調H国前断

園

圃

面

商

立

平

!竃

嘩

納

納

格

格

一

』

守

2 7  XI I  
ラ4 ンーマ4 ン飛行船港の格納庫(  t-: 'i ツ )



ヲト rm 

屋内庭球場の上家さして、今日まで普

遁用{ ; ¥られて来? こもの 11、つ F 干の方向

さ直面にアー千1 J . . 架けれ構造であっ1:

ド 、 これはコ戸トの南側近〈で 11玉まが天

井のア ーチに営る恐れがあるのさ 、採光

にスカイライトえf : ' J ! f t i : 用しなけれ 11. ' ならな

いの; : : 2 つの扶里占た持って居1: 。

ここ、に鎚げ1: 屋内庭球場11 この 2 つの

，rJt ll 占た除去しに貼lこ於て注目 に値する。

上家の構造法 l主要す るにア ーチの方向

らコ ー干 の方向ミ 一致ぜしめ、且アー 千

の形た王まの飛ぶ地物線に近からしめれも

のである。

コー干 の 1 : 方の鋼IJ に入 口た設げ、 入口

の上部11視覚席、入口の左右l二更衣室、

バー及ぴ管理人の住宅等が設けられてゐ

ろ。

( A ，'ば'ch巾 ectれ11山11悶 1 F Onl m， Oct. ， Hl 36 よリ 〉

X lI 2 8  ( 7  J リカ 〉 屋 内 庭 球 場

平 面 困

内 視

土 木 . Gavi D Hadd凹



古い暗い建物忌改造して新 ｬｾ 、用途に使用する ｬ つの企てごして 、 古い劇場者 ｐ ナイトケラ

プ に透リ夏へるさい ふ こさ Ｑ ＧＱＺ、院にマ ｹ ｾ 、 Ｚｹ ｾｹ のグフレ ｙ 千 ・ ヵ γ ノかが行つれ例 ｬ り ｦ わる

が 、 ここに掲載するグメイフエ ー十 ・カジノ 11 1'1: それド更に大規 模に行はれて屠る黙で先輩

のフレ ｙ 千 ・ カ γ ノに ｦｴ する ｬ ｛Ａ￭ ｩｴｩｾ である。

一綜に食卓の主主べ られ1: 劇 場、79 への席 のあるカ旦 ノ、y の酒 場 . コケテ イル ・ローY ゲ、そ

れから 、劇場の中 2 階に設けられず; スカイ ・バー等。

改造に 1: 1 : 元の笠、天井等1'1: その俸に劇場の 内部1J . >板張リミ L その上に布地 1l' 張つれに過告

ない。 改造に要 した 2 期 I'1: s華々 2 箇 月である。

( Archi t ect 町 al For u 111 ， Oct.， 1936 より 〉

オ ー ケ ス ト ラ 内 部

子. 01' }j.. ・ロ ー シ ヂ

オ ー ケ ス ト ラ ・ ブ ラ シ

ド

F

ト

qヨ

Y
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( 7 メリカ〉 ナイトウラ 7 1メイ 7 エヤ・カシノ 」 段計家 Lessman 其他合作 2 9  )0. 11 
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園調投室数表
t
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-
-
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ロスア y ヒルスの教育舎に依って試

験的に設けられれ 、完全に新し し、思想、

の上に建てられれ 、小宰校である。

この設計に蛍って 11、アメリ カ各方

面の教育家さ建築家主が共同に研究

し、教師さ生徒さがいろいろさこの教

室た利用し得る様に言十重 されれもりで

ある 。

既に 1年間使用されてゐるが 、使用

され初めてから 5 箇月自に 、* ' 校の機

威者蓬が次の虫日〈報告して居るのか見

てもこの設計の債伎が知れや .i 0  eli 

ち、『二の設計に重きして寓一反封意見

があっ1: さしてもそれ;j 哩誠に演細な L

のに過」ぎない。この新 防、準校二そ健

康之安全さ 及 ぴ報告のし易いおさで最

も進歩 しれ所のものであ る』

( Archi t ect ural  F or u m， Oct .， 1936  

より 〉

Ri chard  J .  Neul ra  建築家

商断室教表

カリ 7 方ル= ヤの新式小畢校

代

( 7 メリカ )
XI 130 



』 同事国ｾ晶

全

クリ ー プラゾドの T A d字化の 倒的で新に増設

ｾＮＡＮ ら れに汚 水 ｩ 字化場 である 。 ｐｗａ の 創ｾＮ金

8，990，C∞弗た以て施工 されつつ ある L のて、ある

が 、竣了ーすれ 11担人口 1，∞0，∞ο人分まで 11消化し

ｾｾるご言「ふ。

潟/ j ，の巨大な 圃形のもの 11 、沈澱及び酸 化槽

で 、 ［え澱槽の浅浮 ＱＱ ポムプ ｬ 二て ＱＳｾ 盟国 ｦｴ れれ場所

に途られ更に慮理が行ばれる。

( A ，'chitccttll -al  F O l" U J 11 ， Oct .， 1!13o より 〉

ｾＭｾＭ 弘司
〆

ｾ Ｍ Ｍ

司 嶋 . .  一向ー ー

、テ 匂 幅二二 二，

、、民、 、、、

ス ラ

十軒

、

、、"

櫓句、、輸-

町、、、、

... -

ツヂ［ｦｴシ Ｗｾ

E  若手 。

ーーへ、-..........____

/  ，/'----... 

PLOT PLAN 0- 十 年 当

百2 置 圃

( アメリカ 〉 クリー? ラン F の東部汚水海化場
クリーブラシド公益局設計 3 1  

X Il 



全 景

Techwood の 住 宅 計 輩 l"t P W A の 不支住宅地

区改善事業汁筆中の最初のもので 、約 13の不主主地

医が 603戸の住宅さ鑑告換へられれ。

建 物 lt 3，101，玖) ( ) 弗の P W A の番目嘗金で建てら

れ 、年牧 1，α) ( ) 弗乃至 1，5∞弗程度の申込者に優先

憶が奥へられれが 、家賃 lt ; ) 室の 16. 40弗から 6 室

の27.25弗まで幾種類もあ る。

建物さ建物さの聞に lt 子供の遊び場さ l二小公園

が設げられ、建築面積 l"t 敷地の約2 5 %の割合さな

っ て居る。

( Ar chitectul 'al  For ul11， Oct . ， 1936 より〉

XII 3 2  ( 7 メリカ ) Techwood の住宅計董

ｾプロック ｩ 階平面園

建築家 Burgc 及 St evens



全 景

l 家庭内に老尖母達。その他 の家族が 同居する

こさ 11決して珍しいこさで111.μ 、が、改めこうし

れ射を考慮して、住宅の プラ y : - : y ク"が行 11れる

こさ 11割合に少ない。

ここに掲げに住宅 11二階1<?，8IJ戸のア 月ート メy

トさして計査し、直接外部から行ける階段芝、階

下の室に遜ずる階段さ の 2 った設けて二の問題令

解決しれ l 例である。

外叡 11 ライト風に近い近代式で、窓の上に 11何

れも日光た遮る庇1 < ? 持って居る。居間 の天弁11極

めて低〈床から天井までー綜 に硝子が俵められて

居る。

壁 11木骨で、外部ス担 y コ、内部プ ラスタ ー仕

上。

1 階床11コy クリ ー ト梁の上に松板張、

2 階'*11木の梁の上に同じく板張

屋 根11木の梁の上にコムポジジヨゾ ・Jレーフイ

Y グ1<? 施す。

怒 11スチ ーか・サグジユも使用。

( Ar chit ectllral  For ll n1， Oct.， 1936 より 〉

( 7 1- リカ 〉 ロス7 ンゼルスの J. J. Bnck 氏邸

卒 函 圃

建 集 家 R. M.  Schi ndl er 3 3  XII 



有名な映欝E主主手ョセフ ・フすゾ・ス 旦ーゾパ ーゲ

の邸宅。リ クチ ヤ{ ド・ ノイト 7 が最近流『験中 の

笠怪周鋼滋 .) .f ; f 、かた壁構造に使用しれ待異な形状

の建物であ る。

周国 11乾燥しれ丘陵に固 まれれ卒坦11. 谷間に述

てられ 、その環境にふ さほ しく国い正確な外被た

持つれ建物である。

寝 室l主主 人用 l 室主召使用 2 室さしかな いが 、

居間 11 2 階ぶち抜告の非常に賛湾な もので 長 さ殆

んど70gRに主主する。

内庭も亦鋼織の壁で図 まれ、庭の面11黒色テ ラ

ーグで仕上げ られ、夏季庭面の焼ける のた冷す然

l二一面に γ ヤP ーが降リ注ぐ械に設備ぜられて居

る。

周閣に 11 自動車道に沿ふて濠が設げ られ 、庭に

11 、テニス ・コー ト、ユーカ リの淀み、 果樹関等

力ずある。

( Archi t ect ural  F or um， Oct.， 1936 より 〉

会 景

南 側 外 観

｟ＮＮＮ Ｍ ｾ一 一 一一一 一 一 一 一一一一一 」 ゎ

ｆ Ｎ［Ｎｾｬ＠ ｲｬ ｃｾ Ｇ＠

陪 卒 商 圏

2 階 平 面 回

XI I  3 4  ( 7 メリカ ) Jose“von Sternberg の佳宅 建築家 Ri chard J. Neutra 



舎 、 報 ・Ｚ ｜ Ｇ ・ ｾ［ＺＺｾ

常務曾 〈 賀 ｽ ｾ Ｚ Ｎ 回 〉

l専 11 月2 日午後5時3) 分 - 8時

所 建 築 材 料 陳 列t号

出席 者 理 事 安 ;11二五IJ令 長

常 務 北 室主 認 、阪口 主 記 、 中 将 主 詑

内 藤主 ｾ ｅ 、 ｊｊ 日間主計 、 清水主計

新 名編降、 島 問 編 路 、堀 口 編 詰

議 事

報

!  新 玄 築 大限 炊迭局 11月中 ;liJ:時 見号さの件

2  建 築 統 計 統 合 委 員舎 に 闘 す る 件

3  設 備 委 員合 要ぷ に係る 衛 生 工 業 乃 令 ミ 雑 誌 交

換 方 の件

4  合 員 詮 衡

管

し 倶 楽:m室 主 方 税 制令 終 了報告f

2.  11月 f司令 準 備 報 寄

J  特殊建築物規則に測する訴: 寅合準備報告

大: l I i に f;' け る 特 殊 建 l 吻 規 則 に 羽 す る誘i . 舎

時 11月4 日( 71< 午 後 6 時半日司令 8 時 の分 間令

所 大 限 切 日 新 却 祉 三 階 滋 掌

主 催 建 築 祭合 、 日本建築! ち合共同主催

1.  Ｑ 吉 日 明ＪＺＦ 天 にしてｾ過ｾ Ｎ ょリ同雨さなりｦｪ＿Ｚｾ宇

傘 挽7S の入 場信多数、な り

l  午後 Ｖ 時 ＱＰ 分Ｇｩ Ｇ￬ 宗主記主総省三して ｾ ｦ ｝ 令 の挨惨

ilf1に; 再よ官舎か 紹 介 し て 降 痘 次 で 議 員 省 内 務 技 師

小林塗徳、民主援しｃＧ ｲ 寺ｾ［ｾ築物 ｦ ＮｬｬＮ ｈｉ ｬｉ二就いて」の

足立討のドに 111寺間半ゑの説明的持夜わ l) ，; 島氏後

賞 ，. J f I f f，. 芋わリて Jキ痘 l ドィ' 手主ft l ' . より u持日{ 信に: lH し

羽 ｴ ｴＮＧ手 ｝Ｑ に間令 の 務わリ て 散令 ｩ 時に ＸＱ 時 ｾ ｏ 分

1. 本 タ の;穏災無益コ∞ 鋲 % 近b14f措なる縫合法に無

事 混 合 し1: るl主主 注 者 の i句に rel，ヨドさする月Ir なリ

紳 戸 に於 げ る 排 珠 建 築 物 汎 則 に 闘 す る 議 長合

時 11 月J 日( 木 〉午 後〉時半開令

所 車 中 戸尋常小惑佼二階みｾ

主 催 建 築 墜 合 、 日本; 生築' ち合 共同主: ¥l i

1. 本 日 天気晴ぇJ; にし て定車1，午 後 6 1時に 11，隠夜統に

2∞自主完 1..， j t ｌ 大 肢 に 比 し ｚ 恵、持 ｅ 多く閉 合 前ｾＡ，ｾ

磁3J O自主名なり

i  午 後 6 時半 山 崎兵! 車l係逮 築 課長 11主 催 者 た代 表

して開舎の 挨 拶 並に講演- / [ j ら滋介 Ll ;年程次 で 清

涼 哲 内務 技 師 小林 1圭徳氏 在喧 し C¥a 珠:生築物 :;)1.

WJに 就 て」 の 瓦 ドの 下 に 1 1時潤二i士主主の; : R' ! fJ 的 .弘

法ゐ リ議 定 後'tr. ;，服 、手わリて 11年位山崎 課主主より

講 寅 蓄におし謝 僻 並に閉舎の震予わりて .1l X合 L1: 

り時 に 午後? 時

1. 本 タの;怒哀無葱 3コ0 総 名 盛合 組 に 無 事)d' 1省、し1:

ろ l主主 催 者の 淘に欣幸に t，! t へざる所なり

評 議 員 曾 議 事 録

1. 昭 和 11年 11月 11 日大 阪 市 北 区 中 之 ，Q.) 丁凶 3葬地

明 日ピルヂゲグ! こ於 て 評 議 員 令 た 開 合 す

l  評 議 員 の ll i 席荷下託、コ%

小川 陽 吉 岡田孝' i 3 j川 問 安 彦

北 国 熊 之 介 京1問 i'Jf. 児玉 寅 太郎

酒 井 勇 三 郎 作 間 日出 生 ｲｾￍＷ ｾ＠ 祭 二

新 各 種 夫 島 問 叉 馨 図 郎 泰 文

谷 民 議 烏; J t 信 ｲ｝ ｊ ￬ 守 ｽｾＩＺＭ￣ ｾ

ｲ｝ｊ 磁 六 ￣ｾ ']J 村 義 雄 掘 口 ｾｴ 吉

松 井 清 之 助 三 浦 ー，'k" 安 井 政 雄

波 軍( $

l  午 後 6 時 J J 分 一 問 者 席3午議員令長片 l凋安pj ，; 席に

イ ナ評議ｾｦｦ， ｬ ｬ 合長安 ｈ ・武官 ｪ 義 足 さなリ防 ｬ 合 ｴ Ｎ� 立す

議長 より 只今 ｪ 府議支の出席Ｎｩ￭ＧＮｾｾ名 Ｚ ｜Ｑ ｝Ｑ平祐史 ｩｊｴ￭ Ａ Ｓ

名 の い 数 以上 なるた 以 て ｾ ｦ ｪＨ ｾＢＧ［ Ｎｾ ｴ ｬｬ 主に依リ評議

員合 Ｑ Ｑ Ｎ Ｂ ｾ 立の旨か討 Ｈ i" 1立に議事に入る

1. 議長よリ議事 ［ 並行上 部 会 Ｑ ｊ＿ 以 て議案 ｾ Ｑ Ｗ￟￯ より

言義する旨か告げ

1. 議案 ｾＱＷ￟ｾ 本合法問 Ｚ ｜ｉ ｊ - ｽｾ Ｎ｜ｩｬ ｲＡｬＢＺ の Ｑ Ｇ ｝ Ｇ

Ｐ Ｑ Ｉ 剥ｾｊｭ Ｇ ｾ の 知 ｌ Ｉ

原案にイ、J 'i
J

西主詑設現わリ -r: 3 後本' 案 11第 己 保

及 第 6 旅 1. t 同時に議するこさに「信義 L 先づ烏; J l'

評 議 員 よ り 第 o (1ほ中 の大 合t1' 1'jl Jぷ する こさ11従

* 行 11 る 、大合より 見 れ It l' t浅 な る し 自 分 さ し

て Ｑ Ｑ 本舎 の 目 的 ＱＺ る建築 の ｩＡｴＡｬ主ｾ 主 主 Ｑ ＷＮｴ＾ 悶 ろ ＱＺ め

に 見謬及枇舎 に ｈ 予びかける準加 ［ 持｜ｾ令 ，Ｎ ｾ の イ也 の

講 寅舎 か 頒 繁 に 開 催 し て ほ ひ 1: ひ故に この 事 項

た告: 告表11す 二三に修 正 1.e;{i J 認する L の 11. リZ

意 見のさまま是わ リ

論 議 の 結果 鳥 井 評 議 員 の 意 見11米 年 度 役 員 に 51

綴ｾ Ｇ 向第 ￳ ｦ 療従 ｅ 正案中 「合 員及 ｦｴ 助員相互の 税

5 5  XII 



睦 j の 11字た削除 し倫末尾 「中止す るこさえp

得」さ わるか 「中止する二さわるべ LJ に修正

する 二さに可決 しれリ

1. 次で 松井評議員 より本合 Ｑ ＱＺ 目下合員の歎 Ｑ ＱＺ ｾ買 に

母加ぜるに拘 11 : らず細AI Jに定められわる評議員

等の定数1 J . . 鐙更する必要なきゃの提案わりしも

歩イキ 11: 次年度役員の引 滋事項 さなし議案第 8 放

に移る

1. 議案第 8 談合: n滞納者整理に闘する件

議長よリ説明あリ創 ｬ ち合 ｙＧＨｾ 助資の Ｑ ヶ年以上

の滞納者( 合員5名地方居住合員5名待ZIJ 災助員

3 名苫f3] i J t 助員 9 名〉わり本合さしてはあらゆ

る方法にて督促するも3まだに納付ぜす放に定款

第 14篠に抵絹するものさ認むろえP以て之た除名

底分に附するや否か諮リ 1: しさて積骨協議の結

果合員 の滞納者に封し比努jlE恐慌た央へる P 否

の問題よ り提案の滞納哲 11一律に除名鬼分 に附

する こ さ に満 ｾＭＱ ｊＺ決議しれり

国昔日議員の提案に係る舎氏 、賛助Yl _ ( の滞納皆 11:

雑誌Ｓ｝ｩ信のをま ｚ 主主 ｐ 停止する規定 Ｑｾ 細 Ａｉｊ に表宗す

るこさ 11 : 次年皮の引盗事項さなす こさに決怠

1. 議案第 6 君主昭和 12年皮牧文及党の件

清水主計よリ放免編成の大惚方針に説明あリれ

るも走攻算表に依リ詳細説明わリ1 . 2 質九わり 1:

ろ後議長採決 L満場一致可決しにリ

1. 議長よリ議事の終了た告げ本評議員合議事録代

表署 名者に付訪リ議長よリ 左の二氏 Ｑｾ ｬ 旨 名承諾

わり

黒岡 1Jf. 児玉賢太郎

合 員 重 力 静

入 曾 者

曾 員

二方〈大限市役所臨時校園〉

糸 川 政 雄君 住吉区限南町西 I ノ21 ( 竹中工務

広〉

遠藤 一次君 尼崎市難波蓮ヨノ 129 ( 自宅去〉

大 倉 直三沼 府下吹同町高畑 1421 C合資合泣大

岩組〉

大 海 利 雄 君 西区土佐姻Y . M. C A ( 大林系且〉

大野勝三郎君 府下大津町下線3ぬ く大阪市役所

生善繕謀)

大野 文治 ｮｾ 宕 港区九保甫 遁 Ｔ ノ ｾＸ ( 大阪市電

! i ! i . 局主計部生善繕係〉

岡本忠、行忍 兵庫l探後最長町柳9∞ノ 4 高橋武雄

方 Ｈ 中西六 ｮｾｾ 祭事務所〉

勝 山 純二君 港区八幡屋大遜2 ノ3 1 ( 大限市役

所管繕課〉

河野， 武宮 * : 或匿生野岡島町 127 保木本方

( 大阪市高校週建設所〉

鴻坂光夫君・ 紳戸市灘区薬師遜3 ノ8 ( 大林組コ

紺 谷 昌 克 君 浪速区立楽町 .3) 2 ( 大限市役所生幸

総-i 果〉

佐 野 一 義:君 旭区嶋野;BJ bl 1 ( 中西六郎主主築事

務所〉

問 中 久 雄 官 西区江戸堀上遜 1丁 目( 自管〉

岡 村 四NB.宮 東成区生野間島町 127 山岡方〈大

阪市臨時校園建設所〉

溺 口 芳 雄 君 南区安堂寺ｾ 遜リ三菱ピル 日;本

主主鍛工業迭:式合祉大限支底内

土屋 功 君 住吉匿限南町東3 ノ25 ( 日本赤十

字社大限支古E病院: 霊祭事務所〉

理F川 忠君 兵庫県菜食憲君日 時尾村内 複島108

甲陽荘内( 大林組〉

鳥 居 大 裁 宮 天王寺区 烏ク辻 む 〈山本組〉

卒 岡 俊 治 后 紳戸市兵庫区上i零遜4了目 46 ノ4

〈餓道官大阪{ 呆線思〉

押川 新 一君 住吉匿飯南西2 ノ31 二葉荘; 大限 卒 松 太 郎 君 紳戸市灘区高羽筒丘99 ( 紳戸市役

帝園大祭聖霊祭 ｾ￞Ｑ 若繕 ｩ 係〉 所鈴繕深〉

窪 岡 芳市君 束淀川医木川西之町3 ノ3ヲ 〈大阪 : 古川 晃 君 住吉区同港東之町7 ノ34 ( 大限市

帝国大祭修繕課i 臨時校週建設所〉

佐守木一雄君 来成区生野間島町 127 保木本信 三上 l滋君 府下北河内郡三郷村字大校高瀬

ニ方く大阪市役所) i  215 ( 大阪府修繕1 * )

卒嶺 四男君 東淀川三津屋南遜1ノ51 ( 大阪帝 j 村岡 哲男君 港区石岡呉服町2 ノ101 ( 竹中工務

園大祭主幸繕課 !  応〉

依岡新三郎 君 主巨成区生野間島田丁 127 保木本倍 。 森本 文 本君 尼崎市灘波新町3 ノ291 ( 尼崎市役

XJ I 56 



月rr土木課〕 松川 正男君 南ー匝高津4苦手了85

山向指; 二君 兵庫蘇武庫郡! 白鳥村人 Y 松( 大林 松村八十八君 松江市北堀町58 ( 日本銀行〉

組〉

山手研喜子君 兵庫j膝御影町郡ぷ上山岡 90 ノ3

( 清水 組〉

山本義! 討君 住 吉 区 平野 流 町 115 ( 銭高組〉

技 法 正 三 君 主E中市慢 家 J 42 く大阪市役所管絡

課〉

地 方 曾 員

I高橋議男草寺 名古屋市東民i I l 1 ド阿f 1ノ 仏 力IJ W;

方( 名古屋市役所区割笠理協合〉

特 別 賞 助 員

山本 潔君 Ｎ ｾｦ 通賛助合員より車車協

伊昔jl 公Z寺 東淀 川区長柄' 1 ' 遜4ノ63く自管J

石 垣 忠 男 君 東淀川区十三西之町 l ノ68 ( 竹' 1
J

工務広〉

岩井金三郎君

問問 昌二君

普 遍 貸 助 員

上原 三郎君

住吉凶北岡法33? Ｈ 竹ＧＱＮＱ工務 ｉ ， ｾ Ｉ

住吉 医酋 同法町57 ( 岡田建築材料

庖〉

松江r ! J 殿町 4 J U 本 銀行松i J : :k I，li 

新築場消水組出張所

)Jil 泌i 'iliii1 住吉医財] 川町4 ノ2

悩 永 貞 夫 右 京区天間J l ノ 9政木工務府 内

曾 員

伊J安 太郎君

地 方 曾 員

宮 本 健 一 君

特 別 貸 助 員

松本芳太郎君

普逼量産助員

退 曾 者

近 藤 一 利 君 潔岡庄三郎君 中削尾 義三宕

丙i工 i賢君 !l!f'村 民 進 君 藤井・ I業軍司

森 岩松度 、茂遁金一郎京

曾 員

野 間 義 雄 君

地 方 曾 員

坂本 桜君

特 別 賛 助 員

死

( 昭 和 11年 11μ 〉

( sEj 利 I l l r-I l ) j )

' j' 村 信 義 君 く昭和 11年 11月J

G- 't. んで哀悼の意ら決す〉

亡
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編 輯

• f麦 g2 

。 本 主主11 河114'-' ，: ; ¥' 没委只令 調 査報 高 に 蛍 てる :;;: ]i:に

な っ て 居 t: の で わ る が、本 年 よ り 定 欽 改正ぜ ら

れ，適時の報きによって 、之 に 代 4 、る伐にな っ 1:

然 に 、l昭和 十一 年 度 の 委 Cl . 令調査 報 5 ご し て

11 、者! .市 J - r 註委員合からの調査研究報討にげ

で 、例 年 ご 必1J? 九 にす る匁に 、 、の車占に 日目し て

術 院 員 ご し て 、先 づ 合 員 持 ぷの'j iP涼角i(，1. . ，得る 次

第である。

従 っ て 、主j:E Ｑ｛ ，Ｎ ［ 諸兄に ｢ｭ ｲＺ ｩＺｾ らお願びするのが

早急Ｚであって Ｆｴｾｬｩｍ 惑 ｬ ご つに貼 ＱＱ ょこで お詫

びする 。
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に二十 八年 、工 事期 間 十 九 年 の 帝 図 議 合 議 J，l: 盆

11図 jをの香リ L 高く 凡 IJ): $ 工L 1 : 。長 述々築主ミ

さ して 必 ( f に耐えな u、。 力nn奈善吉民の込 懐 の お

話 1. . ，読んで 、今 夏 な が ら よ の 大 工 事 に 従 事 さ J1.

k 人 々 の 涙 ぐ ま し い 努 力 か 懐ふ。

。政 岡 氏 の 「 牛乳 搾 取 揚 吉 良 理 J 十三E法J 11 、Tf

図に て 11求 だ よ の 方 面 の 研 究少 く、ぬ っ て 氏 の

i均臓 はこ の 方 面 の 建 築 計 笠 設 備 に 多 く の指示 ;

買F Aへるものさ信ずる 。

。 川勝; 金二民のー技A の 綜 合J I1 、 自我 の 分 裂i壬

悩 み 、2吉然の車草分より必逃 亡Zんさするi ' t i向 の 多

い 、f干々 ヲi 代; 主祭長に 1: 1: 正に JY( 門の ー針 。

。: 主築さ衛生工筆、待に 昔li 市 衛 生 工 嬰 さ の 幾 多

のJ白糸論 1. . ，如何に貸ぷに底辺:す べ 告 か にfOt. 1し

て 、 ZF ;々 企祭知二没 ミれ 1: ill 要なる言者" 題 1.，.

「都市工 事に於げる柚富、論の結) i ( J " 起 し て富 岡

氏 1: 1: 氏燭自 の 凡角I f . より '¥j 主演に検討され1: しので

是非 ｦ 訳者諸 兄 に Ｍ，［Ｚｩ ｩＱ ＮＮ， わ、 ｾめ す る。

ｾ ＯｻＡ［市災害［象 Ａｾ ｊ ｪ 1:1: ，!} 建々 築 処 令のf北大使命であ

る。持 ｭｌｊＡ［ｾ 在取締 Ｎ ｾｗ ｊｉ ＺｉＺ貨 に そ の民 的 の 然 に規

定法ら; 1 . 1: bので 、苦 々 は その遡 切な る運用吉

岡 i前なる俊民 I，p 心より 切認する 次 官でわる 。

。 二 ・ 二六 τ ｊｈ Ａ ｊＺ ＱＮＮｾ 古め多事多難なリ ｌ 昭和十ﾭ

'1'- l . ，税笠改革 、官 力 闘 ぶ 管 理 策 吉 次 第 にさE要 政

策の決定 Ｑｾ Ｎ 凡Ｎ最近 又 日 ｬ ￯Ｑｩ Ｎｻ ｊｪ 共 ｊ ＢＢ 之 の ｩｉ￬ リ ｊ とた凡

て 、苛園大詰政見えの j企1f，' UJ ? 1J に LI にlitLとしつ つ

新 な る 希2立た謹んで lEに子工れんさして ゐ る0*

ろベミケ新年九 Ｓ 迎ふろに 以 し 、丘 々 Ｑ ＺＱＺ過 ｾ Ｇ ｌ 過去

ら図版して白' &々. I E 築ぷの使 命 1): 箇 本 的:S/.. 場より

充 分 認 ;践し之に鬼すベラ X'"J. ;悟 i pTi Iむべ告 11寺であ

るさ f吉すー る。
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